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はじめに

青　柳　正　規　　

　19世紀後半、ヨーロッパ各地で開催された万国博覧会でわが国の伝統工芸は、爛熟期にあったヨ
ーロッパ近代文化のなかで新鮮かつ洗練された異国文化として注目を集め、当時の美術運動である
ジャポニスムなどにも大きな刺激を与えた。しかし、シカゴ万博の頃からわが国伝統工芸に対する
評価は退潮傾向に入った。同時に、絵画彫刻と工芸とを区別しようとするわが国美術界のとらえ方
は、日本の造形美術すべてを工芸美術と見なす西洋美術界との相違を明らかにし、そのような西洋
的分類への反発のなかでわが国美術界は絵画彫刻と工芸との区分を意図的に明確化するようになり、
わが国造形美術のなかで伝統工芸および工芸美術は特別の扱いを受けるようになった。
　美術の分野論（ジャンル論）をここで展開するつもりはないが、その前提となる大枠の一つを紹
介し、わが国の美術の特質について若干ふれておくことにしよう。芸術の一分野である美術を構成
する様々な要素のうち次の三つは中核的な位置を占めているといえよう。つまり、斬新的要素とも
いえる創造的要素、メッセージ性ともいえる主題、技術・材料の枠組みである質、の三要素である。
これらの構成要素から西洋美術を考えるなら、イタリア・ルネサンス美術から古典主義美術までは
斬新的要素をある程度抑制しながらメッセージ性や質を重視してきた美術といえよう。このような
伝統的西洋美術のあり方から大きく踏み出したのが印象派の美術で、メッセージ性やとくに質を脇
において斬新性をなによりも重視するようになった。この傾向はその後の近代美術や現代美術にも
継承されている。
　ではわが国の工芸美術はどのような要素から構成されているのであろうか。いうまでもなくその
中核にあり、もっとも重要と見なされている要素は質である。長年にわたって培われてきた技術と
使いこなされた材料に担保された質である。もちろん時々の需要や好みに対応する斬新さが工夫さ
れてきたが、質の確保ほど重要視されているわけでなく、メッセージ性はさらに小さな要素といえ
るだろう。これらの要素の総体としての工芸美術が欧米の社会から寡黙な美術ととらえられるのは
ごく自然であり、日本画もその意味で同類と見なされたのであろう。
　欧米から見てそのような位置にあるわが国の工芸美術は、明治時代後半から最近まで、日本のな
かでその最大の特質ともいえる「継続性」もしくは「質」を重んじながら独自の表現領域をさらに
深化させ拡大をはかってきた。不易流行を認識しつつ展開されてきたわが国の工芸美術は、メッセ
ージの饒舌さと横溢を喧噪と見なす最近の傾向や、斬新性・創造性の限界を認識するようになりつ
つある現代の美術にむしろ清新な涼風を送り込む役割をさえ発揮するようになっている。このこと
はたんにわが国においてだけでなく、広く海外においても認めうる現象である。
　以上のような認識は、2007年に大英博物館で開催した“Crafting Beauty in Modern Japan”展
の成功をみれば十分に納得のいくものといえよう。ただし、わが国の工芸美術が海外でこれほど高
い評価を得ていながら、これまでの海外企画展がそれぞれ独立した単一の事業として実行されてい
るため、海外のひろい範囲に長期にわたって浸透し、その存在感を確固としたものにするまでの継
続性や戦略性に欠けていたように思われる。このことを中心的課題に設定して調査研究してきた成
果が本報告書である。調査研究はまだ緒についたばかりであり、さらなる検討を深めていく必要が
あるが、現時点での報告として議論の前提にとりあげていただければ幸いである。

独立行政法人国立美術館理事長・国立西洋美術館長

白
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1 平成21年度「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業概要

１．実施期間
　　2009（平成21）年９月１日から2010（平成22）年２月28日

２．趣旨
	 　2007（平成19）年にロンドンで開催された「わざの美―伝統工芸の50年」展が好評を博すな
ど、日本の優れて多様な工芸やそれらをとおした文化への関心が特に高まっている。日本工芸
の一層の普及振興と文化発信のため「ジャポニスム再興プロジェクト」と名付け、イギリスや
フランス等の諸外国や国内において近代工芸のニーズ調査と研究を実施し、国際社会へ向けた
展覧会の企画メニューを作成する。

３．対象事業
　　⑴　ニーズの調査及び分析
　　⑵　企画メニューの作成
　　⑶　研究成果報告

４．事業概要
　　⑴　ニーズの調査及び分析
	 　次の項目について、以下①から③を総合的に勘案し、日本の近代工芸をとおした日本文

化への関心と日本文化の効果的な普及・発信の在り方について調査・分析を行う。
　　　　○展示内容
　　　　○集客人数
　　　　○鑑賞者層
　　　　○展示会にかかる広報と成果等
　　　①近年に海外で開催されてきた日本の近代工芸に関する展覧会の調査・分析
	 　日本の伝統工芸や民芸、プロダクト・デザイン等の多様な工芸に関連し、日本の優れた

文化の発信と普及及び近・現代の西洋文化との関係性において顕著な成果を示した主要な
海外展の調査及び分析を行う。そうして今後の本格的な日本の工芸の発信に向けての参考
とする。

	 ○「わざの美―伝統工芸の50年」展（2007年度）大英博物館
　　　　○「Japanese Studio Crafts：Tradition and the Avant-Garde」展
	 　 （1995年度）ヴィクトリア＆アルバート美術館
	 ○「International Arts and Crafts」展
	 　 （2005年度）ヴィクトリア＆アルバート美術館
　　　　○「日本の民芸精神」展（2008年度）ケ・ブランリ美術館
	 ○「WA（和）現代日本のデザインと調和」展（2008年度）パリ日本文化会館
	 ○「KAGOSHI」展（2009年度）ハンブルグ工芸美術館
　　　②海外における日本の近代工芸への関心の調査・分析
	 　日本の近代工芸に高い関心をもって展覧会等を企画し、また、作品収集を行ってきたイ

ギリスやフランス、イタリア、ドイツ等の専門美術館や研究機関及び学識者に対して、日
本の工芸に関する近年の評価と関心の高さや具体的な内容を調査する。

	 ○イギリス：大英博物館（ロンドン）
	 　　　　　　ヴィクトリア＆アルバート美術館（ロンドン）

	 　　　　　　セインズベリー日本藝術研究所（セインズベリー）
	 ○フランス：パリ日本文化会館（パリ）
	 　　　　　　装飾美術館（パリ）
	 ○イタリア：ピッティ宮殿（銀器博物館）（フィレンツェ）
	 ○ド イ ツ：ハンブルク工芸美術館（ハンブルグ）
　　　③ニーズ調査の実施
	 　日本の工芸の発信に向けて、学識者及び日本を代表する作り手である人間国宝や、日本

文化の海外発信を積極的に行ってきているアーティスト、国内外の日本工芸の専門家らを
招いてシンポジウム行う。

	 ○名　　称：工芸シンポジウム ジャポニスム再興プロジェクト「日本工芸の国際性」
	 ○日　　時：2009（平成21年）11月４日（水）13：00～16：30
	 ○会　　場：有楽町朝日ホール
	 ○主　　催：独立行政法人国立美術館／社団法人 日本工芸会／朝日新聞
	 ○参 加 者：450人程度
	 ○基調講演：青柳正規
	 　・ジャポニスム再興：「わが国の工芸美術を国際社会に普及定着させる方策」
　　　　○アンケート
	 シンポジウム参加の専門家や一般の人たちに、日本工芸を海外発信するための効果的な

方策についてアンケートを実施する。（アンケート内容は別紙を参照）
　⑵　企画メニューの作成
　　　①「日本の近代工芸展」の海外での開催
	 　日本の近代工芸は、伝統工芸を主に民芸やプロダクト・デザイン等の表現分野があり、

陶芸・染織・漆芸・木竹工・金工・人形・ガラス・七宝・和紙など多岐の素材にわたって
いる。それぞれが伝統的な産地を持ち、なおかつ東京や京都をはじめとして美術・工芸・
産業技術教育の場で教えられ、各分野で優れた後継者や作家を輩出している。多様な表現
と素材の各分野をも含めてそうした産地や教育機関を調査し、代表的な作家や作品を選び
出して「日本の近代工芸展」を開催する。

　　　②伝統工芸を中心に民芸やプロダクト・デザイン等各分野の代表作と、その源流となった作
品を含むリストの作成

	 　歴史的な名品については、全国各地の美術館や博物館から借用を予定しているが、とく
に陶磁器については愛知県陶磁資料館等に多彩なコレクションが所蔵されていることから、
同館を中心に借用する。近世の工芸品については、サントリー美術館やMOA美術館等に
協力を依頼し、名品により作品を構成する。近代の工芸作家については、東京国立近代美
術館と京都国立近代美術館が所蔵する作品を中心に構成し、個人所蔵家や工芸作家から作
品を借用し、日本が誇る名品をリスト化する。

　　　③日本の近代工芸や、その源流を示す近世以前の工芸作品を国内の美術館等から借用し、展
示会を構成

	 　日本の近代工芸は、今日すぐれた芸術性と高度な技を見せるものになっているが、それ
は、縄文土器や弥生土器、正倉院御物に見られるように、その背景には約１万３千年の工
芸の歴史がある。それは日本文化の最も得意とする手づくりの技と表現の歴史でもあり、
現在まで脈々と受け継がれている。近現代工芸の名品とともに、その発展に欠かすことの
できない源流となる歴史的な作品、いわゆる原始から近代に生み出された名品を同一会場
に並べて、継承と発展の歴史を紹介し、かつ、現代工芸における多様な展開とその意義に
ついて探る。そして、現代工芸における多様な展開を紹介する作品は、重要無形文化財保
持者を中心とした代表的な工芸作家らによるものとする。



― � ― ― � ―

1 平成21年度「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業概要

１．実施期間
　　2009（平成21）年９月１日から2010（平成22）年２月28日

２．趣旨
	 　2007（平成19）年にロンドンで開催された「わざの美―伝統工芸の50年」展が好評を博すな
ど、日本の優れて多様な工芸やそれらをとおした文化への関心が特に高まっている。日本工芸
の一層の普及振興と文化発信のため「ジャポニスム再興プロジェクト」と名付け、イギリスや
フランス等の諸外国や国内において近代工芸のニーズ調査と研究を実施し、国際社会へ向けた
展覧会の企画メニューを作成する。

３．対象事業
　　⑴　ニーズの調査及び分析
　　⑵　企画メニューの作成
　　⑶　研究成果報告

４．事業概要
　　⑴　ニーズの調査及び分析
	 　次の項目について、以下①から③を総合的に勘案し、日本の近代工芸をとおした日本文

化への関心と日本文化の効果的な普及・発信の在り方について調査・分析を行う。
　　　　○展示内容
　　　　○集客人数
　　　　○鑑賞者層
　　　　○展示会にかかる広報と成果等
　　　①近年に海外で開催されてきた日本の近代工芸に関する展覧会の調査・分析
	 　日本の伝統工芸や民芸、プロダクト・デザイン等の多様な工芸に関連し、日本の優れた

文化の発信と普及及び近・現代の西洋文化との関係性において顕著な成果を示した主要な
海外展の調査及び分析を行う。そうして今後の本格的な日本の工芸の発信に向けての参考
とする。

	 ○「わざの美―伝統工芸の50年」展（2007年度）大英博物館
　　　　○「Japanese Studio Crafts：Tradition and the Avant-Garde」展
	 　 （1995年度）ヴィクトリア＆アルバート美術館
	 ○「International Arts and Crafts」展
	 　 （2005年度）ヴィクトリア＆アルバート美術館
　　　　○「日本の民芸精神」展（2008年度）ケ・ブランリ美術館
	 ○「WA（和）現代日本のデザインと調和」展（2008年度）パリ日本文化会館
	 ○「KAGOSHI」展（2009年度）ハンブルグ工芸美術館
　　　②海外における日本の近代工芸への関心の調査・分析
	 　日本の近代工芸に高い関心をもって展覧会等を企画し、また、作品収集を行ってきたイ

ギリスやフランス、イタリア、ドイツ等の専門美術館や研究機関及び学識者に対して、日
本の工芸に関する近年の評価と関心の高さや具体的な内容を調査する。

	 ○イギリス：大英博物館（ロンドン）
	 　　　　　　ヴィクトリア＆アルバート美術館（ロンドン）

	 　　　　　　セインズベリー日本藝術研究所（セインズベリー）
	 ○フランス：パリ日本文化会館（パリ）
	 　　　　　　装飾美術館（パリ）
	 ○イタリア：ピッティ宮殿（銀器博物館）（フィレンツェ）
	 ○ド イ ツ：ハンブルク工芸美術館（ハンブルグ）
　　　③ニーズ調査の実施
	 　日本の工芸の発信に向けて、学識者及び日本を代表する作り手である人間国宝や、日本

文化の海外発信を積極的に行ってきているアーティスト、国内外の日本工芸の専門家らを
招いてシンポジウム行う。

	 ○名　　称：工芸シンポジウム ジャポニスム再興プロジェクト「日本工芸の国際性」
	 ○日　　時：2009（平成21年）11月４日（水）13：00～16：30
	 ○会　　場：有楽町朝日ホール
	 ○主　　催：独立行政法人国立美術館／社団法人 日本工芸会／朝日新聞
	 ○参 加 者：450人程度
	 ○基調講演：青柳正規
	 　・ジャポニスム再興：「わが国の工芸美術を国際社会に普及定着させる方策」
　　　　○アンケート
	 シンポジウム参加の専門家や一般の人たちに、日本工芸を海外発信するための効果的な

方策についてアンケートを実施する。（アンケート内容は別紙を参照）
　⑵　企画メニューの作成
　　　①「日本の近代工芸展」の海外での開催
	 　日本の近代工芸は、伝統工芸を主に民芸やプロダクト・デザイン等の表現分野があり、

陶芸・染織・漆芸・木竹工・金工・人形・ガラス・七宝・和紙など多岐の素材にわたって
いる。それぞれが伝統的な産地を持ち、なおかつ東京や京都をはじめとして美術・工芸・
産業技術教育の場で教えられ、各分野で優れた後継者や作家を輩出している。多様な表現
と素材の各分野をも含めてそうした産地や教育機関を調査し、代表的な作家や作品を選び
出して「日本の近代工芸展」を開催する。

　　　②伝統工芸を中心に民芸やプロダクト・デザイン等各分野の代表作と、その源流となった作
品を含むリストの作成

	 　歴史的な名品については、全国各地の美術館や博物館から借用を予定しているが、とく
に陶磁器については愛知県陶磁資料館等に多彩なコレクションが所蔵されていることから、
同館を中心に借用する。近世の工芸品については、サントリー美術館やMOA美術館等に
協力を依頼し、名品により作品を構成する。近代の工芸作家については、東京国立近代美
術館と京都国立近代美術館が所蔵する作品を中心に構成し、個人所蔵家や工芸作家から作
品を借用し、日本が誇る名品をリスト化する。

　　　③日本の近代工芸や、その源流を示す近世以前の工芸作品を国内の美術館等から借用し、展
示会を構成

	 　日本の近代工芸は、今日すぐれた芸術性と高度な技を見せるものになっているが、それ
は、縄文土器や弥生土器、正倉院御物に見られるように、その背景には約１万３千年の工
芸の歴史がある。それは日本文化の最も得意とする手づくりの技と表現の歴史でもあり、
現在まで脈々と受け継がれている。近現代工芸の名品とともに、その発展に欠かすことの
できない源流となる歴史的な作品、いわゆる原始から近代に生み出された名品を同一会場
に並べて、継承と発展の歴史を紹介し、かつ、現代工芸における多様な展開とその意義に
ついて探る。そして、現代工芸における多様な展開を紹介する作品は、重要無形文化財保
持者を中心とした代表的な工芸作家らによるものとする。



― � ― ― � ―

2 日本の近代工芸に関する展覧会とニーズの調査・分析について

（１）国内（アンケート調査の実施と分析）

　１．シンポジウム参加について
	 　開催情報については、60,000枚作成し関係各機関、美術館、専門大学、マスコミ等へ送付、

日本伝統工芸展会場（日本橋三越ほか）等で配布したチラシという回答が最も多く、次いで
朝日新聞紙面、人づての紹介となっている。

	 　参加は、工芸や日本の文化政策への関心からが多く、出演者への関心が次いでいる。
　２．シンポジウムの感想
	 　内容については分かりやすかったとの回答が多く、国際的に日本の文化や近代工芸への関

心が高まっていることは知られているようである。日本文化に関する情報発信については、
充分とする回答が少なく、普通あるいは充分でないとする回答が多かった。

	 　日本の文化や優れた工芸の情報発信の必要性や、各出演者の意見発表に対する関心などが
意見として述べられている。

　３．「ジャポニスム再興」プロジェクトに関連しての意見
	 　日本の工芸については、陶芸や漆芸、染織等を上位に概ね分野ごとの関心があり、その特

有の性質からいずれの分野ごとの紹介もが有効であるとの意見が多数である。
	 　紹介の方法としては、展覧会開催や研究者・芸術家の招聘・交流が有効であろうとのこと

で、講演会等や出版、映像製作も認める意見が多かった。作品展示とともに、素材や制作過
程、使用方法といった具体的な解説をあわせた紹介の有効さを指摘する意見や、継続的な事
業推進への意見、国内へも紹介・普及が必要との意見などがある。

	 　海外へは、通史的な内容や近・現代の作家作品という意見より、素材分野やテーマによっ
た展覧会が有効と思われた。文化発信は、欧米での開催がもっとも有効という意見であり、
中国や韓国を主にアジア地域という回答が目立っている。

	 　国外への文化発信を訴える本プロジェクトへの賛意、大英博物館「わざの美」展開催の有
意義さ、マスコミや企業との共同の必要性といった意見とともに、海外だけでなく国内への
普及・発信のよりよい充実が必要という意見が印象的である。

〈アンケート〉　―ジャポニスム再興プロジェクト　工芸シンポジウム「日本工芸の国際性」―

　１．本シンポジウムご参加についておたずねします。
　　　①本シンポジウム開催をどこでご覧になりましたか？　　有効回答―296
	 チラシ―131……44%	 新聞―79……27%
	 インターネット―７……２%	 紹介―71……24%
	 その他―８……３%
	 　　伝統工芸展での告知―４　　　工芸館での告知―１
	 　　三越の展覧会にて―１　　　　木竹部総会での告知―１
	 　　日本伝統工芸会員―１
	 記載無し―３
　　　②ご参加の理由をお尋ねします。　　有効回答―476（複数回答）
	 工芸に関心がある―238……50%	 日本の文化政策に関心がある―143……30%
	 出演者に関心がある―81……17%	 知人からの紹介―11……２%

	 その他―３……１%
	 　　日本工芸会会員―１　　　　　日本の文化に関心―１
	 　　工芸家―１

　２．本日のシンポジウムの感想をおたずねします。
　　　①シンポジウムの内容はいかがでしたか？　　有効回答―260
	 非常にわかりやすかった―104……40％	　　わかりやすかった―133……51％
	 普通―19……７％	 　　　わかりにくかった―４……１％

　　　②日本文化への関心が国際的に高まっていることについてご存じでしたか？ 有効回答―288
	 よく知っている―49……17％	 知っている―129……44％
	 聞いたことがある―85…29％	 知らない―25……８％

　　　③海外で日本の近代工芸が紹介され高い評価を得ていることをご存じでしたか？ 有効回答―289
	 よく知っている―44……15％	 知っている―126……43％
	 聞いたことがある―83……28％	 知らない―36……12％

　　　④日本の文化に関する情報発信は充分であると思いますか？　　有効回答―268
	 充分である―19……５％	 普通―95……25％
	 もう少し期待している―95……25％	 充分ではない―59……22%

　　　○普通
　　　　◦受信する側を考慮するむずかしさをあらためて認識しました。
　　　　◦各分野の方々が世界に出て展示会等やっていらっしゃるようなので。

　　　○もう少し期待している
　　　　◦このシンポジウムに参加して、改めて、日本の中にもっと情報を広めるべきだと思う。

日本の海外で活躍している人の活動をもっと広めてほしい。
　　　　　◦メディアを通じて、多くの人々に活動内容を知らせて欲しい。日本工芸に触れた外国

の方々の感想を知る機会があるといいと思う。
　　　　　◦言葉、定義は大切だと思うが、外国人に理解されること、好みはあまり意識しないで、

本物を紹介するようにしたほうがいいと思う。
　　　　　◦国内でも薄く感じる。子供たちにも知ってほしい。
　　　　　◦海外で行われている日本発の展覧会を、日本国内でもっと紹介すべき。
　　　　　◦海外に対することも大切だが、国内の理解をもっと高めてほしい。
　　　　◦政治的文化の理解が待たれます。
　　　　　◦国の予算配分が少なすぎる。
　　　　　◦バブル期は企業によるメセナ活動も見られたが、経済の低迷と共に、その運動はあま

り聞かれなくなった。

　　　○充分ではない
　　　　◦最近はアニメ、漫画などサブカルチャー、大衆カルチャーに偏って日本文化が理解され

ている。
　　　　◦日本人自体が日本文化に対する理解が不足。
　　　　　◦教育現場、ことに子供の段階での情報発信、教育は大切だと思います。
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 陶芸―151……16％ 漆工―192……21％
 染織―147……16％ 金工―79……８％
 木工―107……11％ 竹工―99……10％
 人形―43……４％ ガラス―40……４％
 七宝―44……４％

　　　③海外発信にはどのような方法が有効だと思いますか？　　有効回答―546（複数回答）

 展覧会―170……31％
 国内外の研究者・芸術家の招聘や交流―134……24％
 講演会・シンポジウム・講座―89……16％
 出版―64……11％ 映像製作―89……16％

　　　④海外で行う近代工芸の展覧会としてはどのような内容が良いと思いますか？
有効回答―407（複数回答）

 通史的な作品―50……12％ 近・現代の作家作品―98……24％
 素材ごとの分野作品―129……31％ テーマによる作品―130……31％

　　　⑤海外のどの国や地域への発信が有効（重要）だと思いますか？　有効回答―706（複数回答）
 アメリカ・北米―160……22％ 中・南米―39……５％
 ヨーロッパ―206……29％ ロシア・旧ソヴィエト圏―54……７％
 アフリカ―19……２％ 中国・韓国―94……13％
 東南アジア―48……６％ 中・近東アジア―37……５％
 オセアニア―９……１％ オーストラリア・ニュージーランド―40……５％

　４．皆様におたずねします。
　　　①年齢　　有効回答―256
 ～20代―28……10％ 30代―35……13％
 40代―32……12％ 50代―48……18％
 60代―72……28％ 70代以上―41……16％

　　　②性別　　有効回答―260
 男性―113……43％ 女性―147……56％

　　　③職業　　有効回答―231
 会社員―39……16% 自営業―23……９%
 公務員―９……３% 教職員―22……９%
 主婦―31……13% 学生―30……12%
 作家（工芸関係）―26……11% 作家（工芸以外）―７……３%
 デザイン関係―９……3% 出版関係―８……３%
 報道関係―１……0.4% その他―26……11%

　５．本日のシンポジウムについてのご感想、ご意見をお聞かせください。
　　　①本日のシンポジウムについてのご感想、ご意見をお聞かせください。

している。
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い人が多いのではないかということです。まず、発信する側が理解をし、そういう人が
増えることが発信を広げていくもととなると思います。欧米では、教育から自分の文化
というものをしっかり教えますが、それが日本では薄いように感じます。大消費社会の
現代日本で、クオリティーのある日本工芸、文化を守るには、そして、それを発信して
いくには、そういう質を理解できる人間を国内にも増やしていく教育が必要だと考えます。

じます。

つつある現代において、今まで文化情報発信、普及活動のための能力が十分に開発さ
れていない。実際に文化的資源を持っている人間が、（日本人全般が）国際人として成
熟していない。

持ちはあるが、工芸展などのメディア露出をすべきだと思いました。

　　　○よくわからない（回答者が項目立て）

　３．「ジャポニスム再興」プロジェクトについてご意見をおきかせください。
　　　①日本の工芸のどの分野にご関心がありますか。　　有効回答―1028（複数回答）
 陶芸―195……18％ 漆工―200……19％
 染織―163……15％ 金工―92……８％
 木工―112……10％ 竹工―91……８％
 人形―45……４％ ガラス―71……６％
 七宝―43……４％
 その他―16……１％
  和紙―４　　武具―２　　家具―２　　茶道具全般―１　　型紙、型染―１
 デザイン―１　　邦楽―１　　雁金―１　　文様―１　　「道もの」―１
 デザイン―１

　　　②日本の工芸を海外に発信する場合、どの分野が有効だと思いますか。
有効回答―902（複数回答）
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力を国としても地域としても注いでほしいです。

ということで、若手、ベテランに限らず、発表の場（ギャラリーなど）をバックアッ
プしたらいいと思いました。発信基地を提供する機関を作ってください。

学校（小・中学校）でもっと力を入れて学習の機会を作るべきだ。

くべきであるし、上質の芸術品を実際に見せて使って理解させる為のカリキュラムや
教育の場について国をあげて取り組むべきだと思う。

られました。美術品としての工芸、産業としての工芸の内面を支援していくことが必要
だと感じました。

後継者保存の為に。

独立行政法人美術館のHPについても同様。

を作ることが必要。

　　　②「ジャポニスム再興」プロジェクトについて具体的なご意見はありますか？

な分野（とくに民間から）から集める。

がほしい。

子供の時にも視覚的に学ばせるべきだと痛感しております。

を広めていく必要があると思う。使い捨てではなくよいものを長く大切に使う精神を
養う教育が重要だと思った。

外に持っていくことも一つ重要だと思いますし、高校生や大学生に対する日本文化の
理解の場、それ以前に知る場、触れられる場を増やしていただけたらと思います。国
内の理解者を育てることが遠回りでも一番急務であると、今回のシンポジウムで感じ
ました。

労が伝わるとよりよいと思います。日本人だって見てみたい内容の展示だと思います。

― 12 ―

ンポジウムで諸先生方が伝承し発進している事を知りました。

信していくコンセプトをつくることにもつながるかもしれない（欧米は特に）。質問
の時間も良かった。室瀬先生の教育の話も良かった。

グがはっきりしていないことが大きな問題点だとわかりました。

物を生かす心、裏方の存在をも含めて、海外への発信が必要であると考えられている
のがうれしかった。

はユニークで興味深い内容だった。

いました。

 

ると感じました。

る。文化庁を文化省にしたいものです。

たです。又それ以上に日本工芸、文化に深くかかわる諸先生方がどういう考えをお持
ちになっているのか、ご意見をかわされる間でより明らかに知れたことが、それぞれ
のご著書を拝見するなどでは知られないことだったので一番貴重でした。

がわかった。国際性とともに国内における普及も力をいれなければとも思います。

られない現状が変わらない限り、好転は望めない。現代におけるジャポニスムとは。

と思いました。Artとしての工芸という掘り下げも必要。

いらっしゃるといいのにと思った。せっかく良いものを持っていても言葉のニュアン
スの配慮不足で、認識されないのは至極残念としか言いようがない。

われ、受け継がれてきた素晴らしい文化であることを、あらためて感じることが出来た。
日本と世界の交流、交感、共感を持つべく、やはり海外への積極的紹介をしていくこと
が大切。未来にむけて日本の工芸が果たす役割は大きいと思う。今後もこのようなシン
ポジウムを開催していただきたい。

的普及が異文化交流、国際理解を深めることにつながることを学ばせていただきました。
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　　　　　◦日本中に素晴らしい技術を持った職人、作家さんが数多く埋もれていると思います。
そういう方々を発掘し、彼ら自身が、世界に発信できる土台を作って頂きたい。国内
へのアピールにも伝承するためにも是非マスメディアにモーションをかけてほしい、
対外へは、その行われている事実をライブで国内へ伝えてほしい。

　　　　　◦伝統工芸継承者が減る最近、国が育成にもう少し協力があれば、生活が安定しなけれ
ば今後も難しいと思います。

　　　　◦「Crafting, Beauty in Japan」を東京で見てみたかったと思います。「和の美」が大英博
物館の味つけ、またスクリーニングによって、どう変化したか知るのもおもしろいこと
でした。「ジャポニスム」をあまり外国の眼（批評）を意識しすぎずに発信することが
大切ではないでしょうか。同じ展覧会がアメリカでもヨーロッパでもアジアでも開催さ
れると嬉しいです。

　　　　◦海外に於いての展覧会を多くする事が大事だと思います。その為のスポンサー探しも必
要だと思います。

　　　　　◦素材の多様性を現代の感覚でとり入れた現代作家の展覧会。「今」までを含めた「伝
統」工芸展。

　　　　　◦日本の独自色、唯一無二のエッセンスを集約して伝えることを望みます。漠然としす
ぎると拡散しそう。

　　　　　◦生活に根ざした物として工芸品を海外に発信することにもっと力を注ぐことが大切。
　　　　　◦開催国の国立美術館との取り組みとその国のキュレーターの熱意、又プレス協力を

得ること。
　　　　　◦建築物を含めた生活様式からの展示、プレゼンが出来ないものか。
　　　　　◦邦楽とのコラボレーション、文楽の人形など、工芸品が多く使われています。
　　　　　◦食器と食べ物の企画は如何でしょうか。
　　　　　◦時代別の共通性をテーマにしてはいかがですか。室町・・・明治、昭和前半・後半

などなど。
　　　　◦国をあげて、作り手の支援にも力を入れてもらう為の運動をすべき。海外向けの車や家

具、ジュエリーにもっと作り手と企業が協力して工芸品の技を用いた作品を作って発信
していくべきだと思う。一般の人の知恵やアイデアも積極的に取り入れたら案外面白い
ものもあるかも。

　　　　◦“日本人としての国際人”という意識が必要では？ 
　　　　　◦世界の多様性を保つ中での日本の工芸という視点が重要だと思います。
　　　　◦欧州、特にフランス、ドイツ、イギリスの研究者、作家と日本側との情報（研究）支援

の場（機会）を、より多く。
　　　　　◦ニコル・ルーマニエールさんのような外国のかたがたにお話をたくさん取り上げてほ

しいです。新しい見方が良く理解されるように思います。そしてそのほかに工芸の種
まきを細かく多くしてゆきたいものと思います。

　　　　　◦「日本工芸の国際性」や「日本的であること」を客観視する上でも、このプロジェク
ト主催の国際工芸展（ビエンナーレなりトリエンナーレ形式）を望みます。日本の工
芸と全く違う価値観からものをつくっている世界をみつめ、「日本工芸の国際性」を
見出す機会が出来るととても素晴らしいことだと思います。

　　　　　◦シンポジウム、談話会は課題を見つけるのに有益だと思う。ただ、この成果をどう還
元しているのか、できるのか、プロジェクトの途中経過、総括を出してほしい。

　　　　　◦空港での展示についてぜひ実現してほしいです。あわせて全国の伝統工芸品の販売も
できるといいと思います。手工芸のプロセスが分かるような展示の場もぜひ作ってほ
しいです。作られる背景プロセスに注目して購入するような価値観は海外、国内同様
に今後見直されてくると思います。

　　　　　◦「ジャポニスム」という言葉にひっかかりを感じます。なんとなく受身的で、過去の
栄光みたいな。日本の言葉で海外に発信するのは無理なのでしょうか。

　　　　　◦長い間純粋に作り続けていたものが受け入れられた時代、いろいろな意味でグローバ
ル化した現在、多くの情報手段を使って多くの人たちに見てもらうことが大事だと思
います。そして反応を早く受け入れて、工芸のこれからに生かされればと思います。

　　　　　◦「KOGEI」の思想も合わせて発信してほしい。「KOGEI」の専門メディア（評論誌）
をつくり内外へ発信。

　　　　　◦企業とのタイアップ、コラボで製品を作り、海外、国内で販売する。
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　　　　　◦シンポジウム、談話会は課題を見つけるのに有益だと思う。ただ、この成果をどう還
元しているのか、できるのか、プロジェクトの途中経過、総括を出してほしい。

　　　　　◦空港での展示についてぜひ実現してほしいです。あわせて全国の伝統工芸品の販売も
できるといいと思います。手工芸のプロセスが分かるような展示の場もぜひ作ってほ
しいです。作られる背景プロセスに注目して購入するような価値観は海外、国内同様
に今後見直されてくると思います。

　　　　　◦「ジャポニスム」という言葉にひっかかりを感じます。なんとなく受身的で、過去の
栄光みたいな。日本の言葉で海外に発信するのは無理なのでしょうか。
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（２）海外（実地調査の実施と分析）
〈イギリス〉
　①大英博物館（アジア部日本部門担当―ティモシー・クラーク、内田ひろみ）
　②ヴィクトリア＆アルバート美術館（日本アジア部門シニアキュレーター―ルパート・フォーク
ナー）

　③オックスフォード大学付属アシュモリアン美術館（日本部門アシスタント・キーパー―クレ
ア・ポラード）

　④セインズベリー日本藝術研究所（所長―ニコル・クーリジ・ルーマニエール）
　⑤セインズベリー視覚芸術センター（Head of Collections and Exhibition―Amanda Geitner）
　イギリスで日本の近・現代の工芸が初めて本格的に紹介されたのは、ロンドンのヴィクトリア
＆アルバート美術館における平成7年度の「Japanese Studio Crafts：Tradition and the Avant-
Garde」展であろう。伝統工芸や民芸、創作、前衛、そして現代美術的な指向の作品などが広範に
とりあげられ、日本工芸の特有の発展とそれらの表現された芸術性を表す多様な作品が出陳され、
会場で開催された工芸作家によるワークショップは盛況でその理解を深めた。そうした成果は、
近年にいたり、陶芸や漆芸作品等の充実した多くの収蔵品となり、Japan Room（The Toshiba 
Gallery）で常設的に展示されている。〔fig.a〕同館では、平成17年度の「International Arts and 
Crafts」展でも、19世紀後半以降におこったアーツ＆クラフツの国際的な広がりのなかに日本の民
芸運動が位置づけられ、民芸品や民芸の精神に基づいた近
代作家らの工芸作品がもっとも充実した展示で紹介された。
また、同21年にリニューアルされたMaterial & Techniques 
RoomsのCeramicsの各室でも、産業を含む近代以降の歴史
的な展示のなかに日本の陶芸作品が多く展示されていた。
　そうした日本工芸への理解と関心の高まりがあって、平
成19年度に大英博物館で「Crafting Beauty in Modern 
Japan：Celebrating fifty years of the Japan Traditional 
Art Crafts Exhibition（わざの美：伝統工芸の50年）」展
〔fig.b, c〕（７月18日～10月21日）が開催され、有料入場者
数が43,040人に上るなど記録的な成果を獲得した。日本の
優れた文化を担い、その高度なわざと芸術性が継承・発展
されてきた伝統工芸の世界は、同展への大英博物館側の積
極的な広報活動と、デイリー・テレグラフやタイムス、ガ
ーディアン等の主要な有力紙面、美術雑誌、ウェブ等のマ
スコミによる報道によって広く紹介され普及した。同館に
は同年度にリニューアルしたJapan Galleryがあり、わずか
な近代工芸作品が常陳されているが、新たに現代の伝統工
芸等の作品収集の活動を始めた。
　大英博物館やセインズベリー日本藝術研究所等の専門家
らとの検討では、日本の近代工芸を通じた文化発信におい
て、大英博物館「わざの美」展と同様の伝統工芸を特集す
るメニューでの企画は難しいと思われる。しかし、伝統工
芸を含む現代の多様な表現分野の工芸展や、陶芸をはじめ
染織や漆芸、竹工芸等の近代工芸をそれらの源流とともに
分野ごとに特集する企画等の構想を検討した。イギリス最
古の博物館で平成21年秋にリニューアル・オープンした
オックスフォード大学付属アシュモリアン博物館〔fig.ｄ〕
は、日本の近代工芸を含む貴重な美術資料の収蔵品で知ら

れるが、近代工芸展や富本憲吉の個展をはじめ近代陶芸の
企画への強い関心を示した。
　大英博物館日本部門担当のティモシー・クラークとセイ
ンズベリー日本藝術研究所所長で同館のキュレーターも務
めるニコル・クーリジ・ルーマニエールらは、ロンドン・
ピカデリーの大通りに面したRoyal Academy of Arts王立
美術院にある企画展ギャラリーでの開催を強く勧めた。同
ギャラリーは、市民や諸外国からの観光客らの芸術への高
い関心が集まりやすく、日本の工芸及び芸術文化を戦略的
に発信するには望ましいところであり、条件が整えば、ギ
ャラリーの企画担当者らと有益な開催への協力が得られ、優れた企画を図ることができる美術館と
いえる。ただし開催関連の経費は日本側の負担となり、企画開催への充当な手当てが必要となる。
〈フランス〉
　①パリ日本文化会館（展示総括責任者―竹下潤、展示主任―栗原一栄ほか）
　②パリ三越エトワール（館長―山田裕隆）
　③ニース・アジア美術館（学芸員補佐―Helene Capodano Corrdonier）
　④装飾美術館
　⑤ケ・ブランリ美術館
　フランス・パリには、ルーブル宮殿のなかの装飾美術館やギメ美術館、セーブルのフランス国立
陶磁器美術館等が日本美術への関心をうかがわせるが、日本の近代工芸に関する展覧会の企画実績
がある美術館は、凱旋門向かいのパリ・三越エトワールやエッフェル塔に近いパリ日本文化会館が
あげられよう。三越エトワールは、日仏、ヨーロッパとの文化交流と文化の発信を旨に平成４年に
開館した施設で、開館年の「日本の陶芸 ｢今｣ 百選展」、「14代酒井田柿右衛門展」をはじめ、陶芸
を中心に現代の伝統系の多くの作家個展を開催してきた。1994年には、「人間国宝展」を開催し、
パリ街頭に掲示された大きなポスターや人間国宝によるデモンストレーションなどが話題となり、
大きな成果を上げた。広報・普及活動と作品理解のための展示手法に徹底し、フランス人を見越し
た伝統性や現代性、先進性の明快な作家や企画を選択することによって実績をあげてきている。そ
うした手法を検討したメニューによる文化発信は、戦略的な有効さが図られよう。
　19世紀末の万国博覧会の時代から現代へと、フランスでは日本文化が華やかに紹介され、強い関
心がもたれてきた。平成20年の秋にそのことを改めて証するように、いくつかの日本文化を紹介す
る展覧会が開催され、評価を得たようである。アジアやアフリカ、オセアニア等の民族の美術や文
化を展示する博物館としてパリ・エッフェル塔近くに平成18年誕生したケ・ブランリ美術館で、初
の海外企画展として「L’ESPRIT MINGEI AU JAPON（日本の民芸精神）」展（平成20年９月30
日～21年1月11日）が開催され多くの来場者に迎えられた。柳宗悦らに見出された民芸の精神に基
づく「用の美」をあらわす日用品が展示され、あわせて民芸の美を創作に結びつけた個人作家らの
作品、民芸の美に高い関心を向け優れた芸術とデザイン活動を繰り広げた建築家ブルーノ・タウト
とシャルロット・ペリアンや彫刻家イサム・ノグチ、工業デザイナーの剣持勇と柳宗理の作品が紹
介された。世界へと伝搬された民芸は、平成17〜18年にロンドンのヴィクトリア＆アルバート美術
館を皮切りにアメリカ国内で開催された「International Arts and Crafts」展で重要な位置づけが
なされ、国際的な芸術の歴史のなかで日本発信の文化・芸術として再認識された。
　ケ・ブランリ美術館の近くにあるパリ日本文化会館では、「WA: The Spirit of Harmony and 
Japanese Design Today（現代日本のデザインと調和の精神）」展（平成20年10月22日～21年１月
31日）が国際交流基金の企画で開催された。今日世界的に活況を呈する現代日本のプロダクトデザ
インだが、「WA（和）」という日本人の伝統的な生活や食住の精神概念に基づく、伝統の技や現
代の感性に導き出された造形として、生活什器や雑貨、家具、時計や携帯電話、カーデザイン等、
現代を代表する160のアイテムが紹介された。そのうちの30アイテムが重複したという「Kansei, l’

fig.a　ヴィクトリア＆アルバート美術館
	 Ceramics展示室

fig.b　大英博物館「わざの美」展会場

fig.c　大英博物館「わざの美」展会場

fig.d　オックスフォード大学付属アシュモリアン
	 美術館 所蔵品ギャラリー
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fig.a　ヴィクトリア＆アルバート美術館
	 Ceramics展示室

fig.b　大英博物館「わざの美」展会場

fig.c　大英博物館「わざの美」展会場

fig.d　オックスフォード大学付属アシュモリアン
	 美術館 所蔵品ギャラリー
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esprit 2009 d’une tradition millenaire」という展覧会が、12月12日から21日に、パリ・ルーブルの
装飾美術館で開催された。日本人特有の感性をキーワードにして、モノづくりの伝統や美意識に基
づく「メード・イン・ジャパン」の生活雑貨やプロダクトデザイン約220点を紹介したもので、経
済産業省と日本貿易振興機構（JETRO）の主催による。
　日仏修好150周年を記念した事業としてのラインナップに位置づけられたこれらの展覧会であった
が、「MINGEI」展と、そこで提唱された日本の近代デザインに対するビジョンを現代のプロダクト
デザインによって補完したといった評価も得た「WA」展とは、各々の芸術と文化の発信に相乗した
成果が見出されたという。新聞や雑誌、テレビ、ウェブ等の様々なメディアで取り上げられた。
　平成９年に開館したパリ日本文化会館は、国際交流基金が海外に保有する、文化交流の施設と
して機能してきた。開館年に15日間で約6000人という来館者を得たという「樂展」をはじめ、「萩
焼400年展」や「有田焼―日本の四季の器」展、「IMARI―将軍と欧州王侯の磁器1610～1760年
展」、「KATAGAMI～型紙とジャポニスム」展等の工芸にかかわる展覧会を開催してきた。フラン
スでは特に陶磁器への関心が高いことから、陶芸では陶業地ごとの企画を主に開催しており、作
家の個展は開催しないこととしている。また日本の古美術への期待も強いことから、近・現代と
いった新しい内容だけでは集客も注目も得がたいという状況があり、たとえば源流となった歴史
的作品を含む「近代日本陶芸」に関する展覧会は考えやすいとの意見がだされた。「IMARI展」、
「KATAGAMI」展でもそれらの優れたデザイン性への関心と注目が高く、「WA」展での充実した
開催などを鑑み、日本の古美術や伝統工芸、現代のプロダクトデザインに脈々と流れているデザイ
ン性という視点から、日本の文化と日本人の深い精神性を丹念に紹介する企画も検討され得る。
　いずれにしても、国際交流基金と共同することで、歴史的な構成を充実させた近代工芸や、フラ
ンスでの関心が高い陶芸や漆芸等の素材分野ごとのテーマで特集した企画メニュー案の作成をもと
に、フランスのみならずヨーロッパへの情報発信の拠点であるパリ日本文化会館を会場にして日本
文化の発信と文化交流を検討していきたい。
　南仏・ニースのアジア美術館は、大英博物館による「わざの美：伝統工芸の50年」展の成果に高
い関心を示し、平成23年に「わざの美」展と同様の展覧会構想を申し出ている。日仏文化・芸術交
流の場として構想された同美術館は真新しく、丹下健三の設計による。先んじて平成22年、ヨーロ
ッパでよく知られたリゾート地の特性から夏の４カ月を会期としての開催希望があり、打ち合わせ
を行った。同館では、伝統工芸の優秀さへの関心が高いことから、特に現代の人間国宝を中心とす
る展覧会企画を独自に図った。経費予算の困難さはあるようだが、実現を模索しており、さらに、
当初案であった翌23年度での開催の要望も強かった。
〈ドイツ〉
　①ミュンスター・漆工芸博物館（館長―Monika Kopplin）
　②ハンブルグ工芸美術館（東アジア・イスラム部門主任―Nora von Achenbach）
　ドイツでの日本工芸に関する関心は歴史的に高く、東京国立近代美術館でも日本経済新聞社と
の共催で、昭和54年に工芸館で開催された「近代日本の漆芸」展を再編成して昭和57年にベルリ
ンほかで巡回開催して成果を上げた。ケルン近郊のミュンスターには、平成５年に化学薬品メー
カーBASFコーティングスが設立した漆工芸博物館〔fig.e〕がある。中国、韓国、日本等のアジ
アやヨーロッパ、イスラム圏等の漆関係の資料を広範に収
集し公開する、国際的な専門美術館である。漆工に関する
研究・交流は日本とも深く、展覧会も平成９年に日本各地
の伝統を背景に活躍する漆のクラフトマンを取り上げた
「NURIMONO」展（ハンブルグ工芸美術館ほかを巡回）、
同19年に沈金の技法を独自の創作とした日展の「髙橋節郎
展」を開催した。平成23年春には、「木工芸」の人間国宝で
漆芸に独創的な制作活動を繰り広げた「黒田辰秋展」の開
催を予定している。フランスやオランダ、イギリスなどヨ

ーロッパの漆工研究の拠点でもあり、さまざまな漆芸に関
わる国際交流と展覧会企画が構想されうるとともに、日本
の漆蒔絵文化の発信を図る上でも将来の協力交流が必要で
あろう。
　日本ともかねて深い交流のあるハンブルグ工芸美術館
〔fig.f〕は、近代工芸・デザインの収蔵でも広く知られてい
る。ドイツでは浜田庄司や島岡達三ら民芸系の陶芸家をは
じめ日本の陶芸への関心が高く、同美術館でも多数の近・
現代の陶磁器が収蔵されている。それらは、平成18年フラ
ンス国立陶磁器美術館で開催された「TOJI」展に多数出品
された。同展は、ヨーロッパの各機関等で所蔵される、昭
和25年から現代にいたる陶芸作家の作品約150点によって
構成された。ハンブルグ工芸美術館では「KAGOSHI」展
〔fig.g〕（平成21年９月18日～22年１月10日）は国際的な話
題を呼び起こした。近年、日本特有の芸術として発展して
きた近代の竹工芸は欧米で急速に関心が高まり、研究と収
集が進展している。近代の初頭を飾った初代早川尚古斎の
貴重なコレクション60点余は、ジャポニスムの機運がもっ
とも高まった19世紀末に収集されたもので、日本国内では望
めないほど大変に優れたものであった。ハンブルグ工芸美
術館では、「KAGOSHI」展開催にあたり日本からの出品作品を含めた大きな展覧会を構想したが、
経費的に実現しなかったという。竹工芸に限らず陶芸や漆芸等の所蔵作品を有効に活用しつつ、日
本側と共同した近代工芸の展覧会を企画する希望があった。
　今日、国外の美術館や個人が所蔵する日本の近・現代工芸作品は質量ともに拡大し、充実もして
いる。輸送等の経済的な利便があり、相互の分化交流や情報発信の有益さからも、そうしたコレク
ションを活用することは重要となるであろう。そのためにも、日本の近代工芸への高い関心を保有
する欧米各地の美術館や個人所蔵家らとの交流を深めることが重要であり、あわせて調査も推し進
める必要があろう。ハンブルグ工芸美術館は、イギリスのヴィクトリア＆アルバート美術館などと
並ぶその最たる美術館であり、その所蔵作品と日本側の作品とをあわせた、近・現代陶芸をはじめ
とする工芸の展覧会や、世界的な注目を集める戦後から現代を代表する日本のプロダクトデザイナ
ーらの作品を伝統工芸と総合した企画メニューが検討され得る。
〈イタリア〉
　①ローマ日本文化会館（館長―高田和文、副館長―佐藤淳子）
　②フィレンツェ国立美術館特別監督局（ウフィツィ美術館内）
　　（フィレンツェ国立美術館特別監督局長―クリスティーナ・アチディーニ、
　　 フィレンツェ国立美術館特別監督局学芸員―マリア・スフラメーリ
　③ファエンツァ市（ファエンツァ市文化アドバイザー―平井智一）
　イタリアでは、平成24年にフィレンツェでの開催が検討されている「日本の近代工芸展（仮
称）」に関連して、開催実現のために確認を必要とする事項を中心に、展覧会の内容や、展覧会お
よび関連イベントを行う場合の会場の視察等、具体的な調査・分析を行った。
①ローマ日本文化会館
　ローマ日本文化会館では、平成24年にフィレンツェ国立美術館特別監督局が関係してフィレンツ
ェ市内の美術館・博物館で開催が検討されている「日本の近代工芸展（仮称）」の説明を行い、展
覧会の開催が実現した場合、ローマへの巡回、あるいは展覧会以外（関連イベント等）での協力の
有無について、また、ローマ市民の日本の伝統文化への関心の度合いなどについての調査・分析を
行った。

fig.e　漆工芸博物館

fig.f　ハンブルグ工芸美術館 外観

fig.g　ハンブルグ工芸美術館 「KAGOSHI」展
	 陳列室
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　平成24年はローマ日本文化会館の開館50周年にあたる年
で、現在、イベントの内容を検討しているところであると
いう。日本文化会館を会場として展覧会を検討した場合、
館内に展示室はあるものの、展示室〔fig.h〕の広さや環境
の条件があまりよくないので展示作品が限られてしまう可
能性がある。実際にこれまでにも、国際交流基金が所蔵す
る工芸作品を展示したことがあるが、その際は陶芸が中心
であった。この例からも、温湿度の急激な変化でも影響の
少ない陶芸作品であれば展覧会は可能であると思われるが、
展示点数については、展示内容が十分に伝えられる点数が
展示できるかどうか再確認する必要がある。
　また、日本文化会館では日本の文化に関する各種イベントを常時開催しており、近年ではイタリ
ア人に加え、ローマ在住の日本人からの関心も高く、イタリア語と日本語を併記したリーフレット
やプログラムを作成しているという。ローマには各国の施設が点在しており、ほとんど毎日のよう
にどこかの施設でイベントが開かれているが、日本の文化に関するイベントには毎回100名程度の
参加があるという。日本文化会館内には160人収容のレクチャー・ルームがあり、美術や芸能など、
さまざまな伝統文化に関するイベントを行っており、展覧会の関連イベントを計画した場合、施設
としての対応は可能で、集客も十分にあると思われる。
②フィレンツェ国立美術館特別監督局（ウフィツィ美術館内）
　近年の日本では、イタリアのとくに著名な絵画や彫刻が多数紹介されているが、イタリアでは日
本の美術や工芸を紹介する機会がほとんどないのが現状である。フィレンツェ国立美術館特別監督
局長クリスティーナ・アチディーニ氏は、「日本でイタリアの美術を紹介してもらっているので、
イタリアで日本の美術や工芸を紹介したい」と語り、とくに、日本の工芸作品に高い関心を示し
た。大英博物館で開催した「わざの美：伝統工芸の50年」展の情報はすでに届いており、フィレン
ツェでも、例えば同じような展覧会「日本の近代工芸展（仮称）」が開催できないかとの提案をい
ただいた。今回の調査では、展覧会の内容や予算、会場等、開催の実現にむけて相談が必要な事項
の確認を行い、その分析を行った。
　展覧会の内容については、アチディーニ局長と担当学芸員のスフラメーリ氏の二人ともが、近・
現代工芸作品にプラスして、その源流となった古代から近世の美術工芸作品の出品を強く希望して
おり、その割合は、近・現代工芸作品10点から15点に対して１点程度であった。この希望は、作品
についての市民の理解度を考えて両氏が検討したもようで、突然に新しい時代の作品を見せるより
も、日本の工芸の歴史を回顧しながら順序立てて作品を紹介したいという思いがある。しかしなが
ら、展覧会の位置づけについては二人の意見は食い違い、スフラメーリ学芸員は、日本の美術工芸
作品をさまざまに紹介する大きなプロジェクトを立ち上げて、その中の一つとして「日本の近代工
芸展（仮称）」を位置づけており、近・現代工芸作品と、源流となる美術工芸作品とを別々の展覧
会で紹介したいという希望を持っている。これに対してアチディーニ局長は、予算の関係で展覧会
を複数開催することは難しいとの考えをもっており、プロジェクトとは切り離し、一つの展覧会の
中で両方を展示紹介するのが現実的であるという意見であった。
　展覧会の予算については、会談前の話ではイタリア側と日本側とで折半するとしていたが、現
段階では即答は難しいという。なぜなら、「日本の近代工芸展（仮称）」の話が立ち上がってから、
それを核として、その他の日本の美術や工芸作品をも紹介したいというプロジェクトが持ち上が
り、その検討にも入っているからである。予算の割り振りについての結論を出すには、そのプロジ
ェクトの内容が固まるまでもう少し時間が必要とのことであった。
　フィレンツェ国立美術館特別監督局では、フィレンツェ市内の美術館・博物館を会場として「日
本の近代工芸展（仮称）」の開催を検討しており、その第一候補としてピッティ宮殿を会場として
あげている。今回の調査では、監督局が検討しているピッティ宮殿内の部屋と施設の3カ所を視察

し、会場の広さや環境について確認を行った。
　特別監督局があげた会場候補は、一つはピッティ宮殿内
の1階にある「銀器博物館」〔fig.i〕。二つ目は２階にある
「白い部屋」〔fig.j〕。三つ目は少し離れた「リモナーヤ庭園
にある建物」であった。調査の結果、集客による周知度や
展示効果等を考えて、「銀器博物館」を第一希望としたいと
イタリア側に伝えた。
　また、展覧会の時期や会期については、旅行者の動向が
集客に繋がることから、平成24年のイースター（４月８日）
の前からの開催をイタリア側は希望している。イースター
は春のバカンスの時期であり、その間は観光客が増えるの
で、沢山の人に展覧会を観てもらえるという。日本側とし
ても一人でも多くの来場者を見込みたいが、年度をまたぐ
可能性もあることから、展覧会の開始時期の調整が必要に
なると思われる。開催期間については、１カ月に１回程度、
染織作品の展示替えが行えるのであれば、全体として２カ
月から３カ月までは大丈夫であることを伝えた。
　今回の調査を踏まえて言えることは、「日本の近代工芸展
（仮称）」を開催するにあたり、展覧会の内容や会場につい
てはイタリア側と日本側とで大きな隔たりはないが、展覧
会の予算について、さらに確認・検討する必要がある。また、「銀器博物館」を会場とした場合、
温室度の管理について、また展示ケースの仕様についての調整が必要であり、その結果を受けて展
覧会内容の再検討が出るものと考えられる。
③ファエンツァ市
　ファエンツァはヨーロッパ屈指の陶都として知られており、とくに陶芸に関しては、隔年に開か
れるファエンツァ国際陶芸展が最も著名である。この陶芸展には多くの日本人も応募出品してお
り、これまでにグランプリをはじめ、入賞や入選者が多数でている。また、ファエンツァ国際陶芸
博物館を会場として平成９年に「樂展」が開催されるなど、日本の文化に対しても関心度は高い。
今回、ファエンツァ市では7回目となる「十月日本祭」の調査を中心に行い、展覧会や関連イベン
トの検討を行った。
　「十月日本祭」は、ファエンツァ市の市民ボランティアが中心となり、工芸や美術の展覧会、芸能な
ど、日本の文化を紹介するイベントが多数組まれている「祭」である。規模としては市民レベルという
こともあり、展覧会などは、美術館や博物館で開催するのではなく、市庁舎の一角や喫茶店などを使
っていたが、日本の文化に対する市民の関心度は高く、各イベントには多くの参加者が集まっていた。
　今回、「日本の近代工芸展（仮称）」との関連で、展覧会の開催については、展示の環境や安全
を考えて、やはりファエンツァ国際陶芸博物館を会場として検討するのがもっとも望ましいという
結論となった。しかしながら、同館は陶芸を専門とする施設のため、展示ケースのサイズや仕様が
陶芸作品に適しているものの、着物や屏風などの大型の工芸作品を展示する場合には、かなり制限
があると思われる。なお、展覧会の開催については、ファエンツァ市が力を入れている国際交流の
一環として話を進めることが良いのではというのが平井智一文化アドバイザーの意見であった。
　また、関連イベントの検討では、「十月日本祭」のイベントとして行われていた「カルロ・ザウ
リ美術館を会場とした作家によるワークショップに注目した。大英博物館においても作家によるワ
ークショップは多くの参加者を集めたといい、「日本の近代工芸展（仮称）」でも関連イベントの
一つとしてワークショップは欠かせないものと思われる。また、予算的な問題があるものの、カル
ロ・ザウリ美術館を会場とした場合、大英博物館ではできなかった長期滞在型のワークショップの
検討ができることから、今後、積極的な意見交換ができればとの思いを持った。

fig.h　ローマ日本文化会館 展示室 fig.i　ピッティ宮殿内 銀器博物館 企画展示室

fig.j　フィレンツェ市ピッティ宮殿内 白い部屋
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3 日本の近代工芸を海外に発信するための企画案について

　大きな成果を上げた大英博物館での「Crafting Beauty（わざの美：伝統工芸の50年）」展をは
じめ、これまでにヨーロッパやアメリカ、アジア等の諸外国で開催されてきた日本の近代工芸に関
わる展覧会の実績とあわせて、今回の国内でのシンポジウム開催およびアンケート調査とイギリス、
フランス、ドイツ、イタリアの美術館に対する国外の調査に基づき、次のようなメニュー案が構想
されうる。これらは、東京国立近代美術館をはじめ、京都国立近代美術館、文化庁等が所蔵する近
代工芸作品を中心にする。展覧会規模や仕様は各美術館の状況に応じた編成を図るとして、約100
点を基本とする。
　なお展覧会等の企画メニュー作成には、第１回および第２回検討委員会での各委員の意見や国内
のアンケート調査で指摘が多くあったが、国や美術館各々の事情や特性をよく承知し、各美術館お
よび学芸員との議論を常々深めておくことが肝要であり、そうした情報や要望を積極的に反映させ
ることで展覧会等での文化発信において高い成果が得られると思われる。またフランス・ニースの
アジア美術館やイタリア・フィレンツェのピッティ宮殿での近代工芸に関する展覧会企画と要望に
もあるように、そうした文化発信のための事業の実現性を高めるためには日本側への経費分担が常
に期待されており、日本国、文化庁等の支援が望まれている。さらに、事業協賛のスポンサーの開
拓が必要でもあろう。
　特に国内アンケートによる調査では、海外への文化発信の意義の重要さを認めながら、国内に対
するより広範な情報発信と積極的な普及・啓蒙の活動、若い世代への教育などが重要との意見が特
に多かった。また国外美術館学芸員との意見交換では、海外の美術館や個人が所蔵する日本の近代
工芸コレクションの調査と情報を共有することが重要で、それらを積極的に活用しかつ所蔵者と共
同することで、工芸研究とともに展覧会の企画や構想の実現性が高まるかと思われる。

　①「人間国宝を中心とした伝統工芸」
	 　1955（昭和30）年第一次認定から現代にいたる延べ145名（2009年度現在）の人間国宝を、

適宜あるいは現役を中心にするなどして選択し、「人間国宝展」や「伝統工芸展」のメニュ
ー案を作成する。

	 リスト参照：①―1「人間国宝を中心とした伝統工芸」展
	 　　　　　：①―2「現代の人間国宝を中心とした伝統工芸」展

　②「伝統工芸を含む現代の多様な表現分野の工芸」
	 　人間国宝を中心にした伝統工芸や、清水六兵衞・楠部彌弌・三浦景生・番浦省吾・宮田藍

堂・藤田喬平ら日展系等の創作の作家、河井寬次郎・浜田庄司・芹沢銈介・黒田辰秋ら民芸
系の作家、八木一夫・柳原睦夫・鈴木雅也・古伏脇司・高木敏子・福本繁樹・橋本真之・四
谷シモンら前衛および現代造形の作家らによる、近代あるいは現代における多様な表現分野
の作品をバランスよく構成する。

	 リスト参照：②「日本の近代工芸」展

　③「近代工芸とその源流」
	 　近代以降現代にいたる工芸の通史的展開とともに、近代工芸の源流となった縄文・弥生か

ら、奈良・平安、室町、桃山、江戸の各時代を代表する素材各分野の名品を併陳する。なお
歴史的工芸作品は、愛知県陶磁資料館やサントリー美術館、MOA美術館等の協力を図る。

	 リスト参照：③「近代工芸とその源流―東京国立近代美術館所蔵作品より―」展

　④「陶芸、染織、漆芸、竹工芸等の分野ごと、あるいは特定の工芸作家による個展」
	 　陶芸や漆芸においては近代以降あるいは現代を特集した展覧会は開催されてきており、そ

れらを参照しつつ今日の優品を含めた案を作成する。また染織や竹工芸等についても、伝統
工芸や民芸、創作、クラフト、現代造形といった多様な表現分野をもとに構成を図る。

	 リスト参照：④「日本の近代陶芸」展
	 個展案　陶　芸―富本憲吉、石黒宗麿、松井康成
	 　　　　染　織―芹沢銈介、森口華弘
	 　　　　漆　芸―黒田辰秋、松田権六
	 　　　　竹工芸―飯塚琅玕斎、生野祥雲斎

　⑤「現代の工芸とデザイン」
	 　戦後の伝統工芸や民芸、創作、クラフト、現代造形といった工芸各分野の展開と、柳宗理

や渡辺力、森正洋らを先駆として、現代の喜多俊之や小松誠、小泉誠、深澤直人等、国際的
な脚光を浴びてきたプロダクトデザイナーの代表的な作品とをあわせて構成して、日本の文
化と芸術を紹介する。

	 リスト参照：⑤「現代工芸とデザイン―東京国立近代美術館所蔵作品を中心として」展
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3 日本の近代工芸を海外に発信するための企画案について

　大きな成果を上げた大英博物館での「Crafting Beauty（わざの美：伝統工芸の50年）」展をは
じめ、これまでにヨーロッパやアメリカ、アジア等の諸外国で開催されてきた日本の近代工芸に関
わる展覧会の実績とあわせて、今回の国内でのシンポジウム開催およびアンケート調査とイギリス、
フランス、ドイツ、イタリアの美術館に対する国外の調査に基づき、次のようなメニュー案が構想
されうる。これらは、東京国立近代美術館をはじめ、京都国立近代美術館、文化庁等が所蔵する近
代工芸作品を中心にする。展覧会規模や仕様は各美術館の状況に応じた編成を図るとして、約100
点を基本とする。
　なお展覧会等の企画メニュー作成には、第１回および第２回検討委員会での各委員の意見や国内
のアンケート調査で指摘が多くあったが、国や美術館各々の事情や特性をよく承知し、各美術館お
よび学芸員との議論を常々深めておくことが肝要であり、そうした情報や要望を積極的に反映させ
ることで展覧会等での文化発信において高い成果が得られると思われる。またフランス・ニースの
アジア美術館やイタリア・フィレンツェのピッティ宮殿での近代工芸に関する展覧会企画と要望に
もあるように、そうした文化発信のための事業の実現性を高めるためには日本側への経費分担が常
に期待されており、日本国、文化庁等の支援が望まれている。さらに、事業協賛のスポンサーの開
拓が必要でもあろう。
　特に国内アンケートによる調査では、海外への文化発信の意義の重要さを認めながら、国内に対
するより広範な情報発信と積極的な普及・啓蒙の活動、若い世代への教育などが重要との意見が特
に多かった。また国外美術館学芸員との意見交換では、海外の美術館や個人が所蔵する日本の近代
工芸コレクションの調査と情報を共有することが重要で、それらを積極的に活用しかつ所蔵者と共
同することで、工芸研究とともに展覧会の企画や構想の実現性が高まるかと思われる。

　①「人間国宝を中心とした伝統工芸」
	 　1955（昭和30）年第一次認定から現代にいたる延べ145名（2009年度現在）の人間国宝を、

適宜あるいは現役を中心にするなどして選択し、「人間国宝展」や「伝統工芸展」のメニュ
ー案を作成する。

	 リスト参照：①―1「人間国宝を中心とした伝統工芸」展
	 　　　　　：①―2「現代の人間国宝を中心とした伝統工芸」展

　②「伝統工芸を含む現代の多様な表現分野の工芸」
	 　人間国宝を中心にした伝統工芸や、清水六兵衞・楠部彌弌・三浦景生・番浦省吾・宮田藍

堂・藤田喬平ら日展系等の創作の作家、河井寬次郎・浜田庄司・芹沢銈介・黒田辰秋ら民芸
系の作家、八木一夫・柳原睦夫・鈴木雅也・古伏脇司・高木敏子・福本繁樹・橋本真之・四
谷シモンら前衛および現代造形の作家らによる、近代あるいは現代における多様な表現分野
の作品をバランスよく構成する。

	 リスト参照：②「日本の近代工芸」展

　③「近代工芸とその源流」
	 　近代以降現代にいたる工芸の通史的展開とともに、近代工芸の源流となった縄文・弥生か

ら、奈良・平安、室町、桃山、江戸の各時代を代表する素材各分野の名品を併陳する。なお
歴史的工芸作品は、愛知県陶磁資料館やサントリー美術館、MOA美術館等の協力を図る。

	 リスト参照：③「近代工芸とその源流―東京国立近代美術館所蔵作品より―」展

　④「陶芸、染織、漆芸、竹工芸等の分野ごと、あるいは特定の工芸作家による個展」
	 　陶芸や漆芸においては近代以降あるいは現代を特集した展覧会は開催されてきており、そ

れらを参照しつつ今日の優品を含めた案を作成する。また染織や竹工芸等についても、伝統
工芸や民芸、創作、クラフト、現代造形といった多様な表現分野をもとに構成を図る。

	 リスト参照：④「日本の近代陶芸」展
	 個展案　陶　芸―富本憲吉、石黒宗麿、松井康成
	 　　　　染　織―芹沢銈介、森口華弘
	 　　　　漆　芸―黒田辰秋、松田権六
	 　　　　竹工芸―飯塚琅玕斎、生野祥雲斎

　⑤「現代の工芸とデザイン」
	 　戦後の伝統工芸や民芸、創作、クラフト、現代造形といった工芸各分野の展開と、柳宗理

や渡辺力、森正洋らを先駆として、現代の喜多俊之や小松誠、小泉誠、深澤直人等、国際的
な脚光を浴びてきたプロダクトデザイナーの代表的な作品とをあわせて構成して、日本の文
化と芸術を紹介する。

	 リスト参照：⑤「現代工芸とデザイン―東京国立近代美術館所蔵作品を中心として」展
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磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
染
織

型
絵
染

19
56

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
型
絵
染
文
字
の
れ
ん
　
こ
の
山
み
ち

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
染
織

型
絵
染

19
56

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
六
行
い
ろ
は
文
二
曲
屏
風

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
染
織

型
絵
染

19
62

稲
垣
稔
次
郎

IN
A
GA
K
I  T
os
hi
jir
o

19
02

19
63

結
城
紬
地
型
絵
染
着
物
　
竹
林

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
染
織

友
禅

19
67

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I  K
ak
o

19
09

20
08

上
代
紬
地
友
禅
菊
葉
文
訪
問
着

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
染
織

江
戸
小
紋

19
78

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

36
染
織

紬
縞
織
、
絣
織

19
82

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
染
織

友
禅

19
84

山
田
　
貢

Y
A
M
A
D
A
 M
its
ug
i

19
12

20
02

縮
緬
地
友
禅
松
林
文
訪
問
着
　
爽
丘

19
66

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
染
織

友
禅

19
88

羽
田
登
喜
男

H
A
T
A
 T
ok
io

19
11

20
08

双
美
縮
緬
地
友
禅
鴛
鴦
文
訪
問
着

19
56

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
染
織

紬
織

19
90

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
瑠
璃

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
染
織

佐
賀
錦

19
94

古
賀
フ
ミ

K
O
GA
 F
um
i

19
27

佐
賀
錦
松
皮
菱
文
帯
　
春
匂
う

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
染
織

羅
、
経
錦

19
95

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

42
染
織

紅
型

19
96

玉
那
覇
有
公

T
A
M
A
N
A
H
A
 Y
uk
o

19
36

苧
麻
地
紅
型
両
面
着
物
　
草
花

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
染
織

刺
繍

19
97

福
田
喜
重

FU
K
U
D
A
 K
iju

19
32

刺
繍
訪
問
着
　
生
々
去
来

19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
染
織

綴
織

19
97

細
見
華
岳

H
O
SO
M
I K
ag
ak
u

19
22

綴
帯
　
薫
風

20
00

東
京
国
立
近
代
美
術
館

45
染
織

首
里
の
織
物

19
98

宮
平
初
子

M
IY
A
H
IR
A
 H
at
su
ko

19
22

花
倉
織
着
物
　
南
の
海

19
93

個
人
蔵

46
染
織

友
禅

19
99

田
島
比
呂
子

T
A
JI
M
A
 H
iro
sh
i

19
22

変
織
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
揺
影

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
染
織

芭
蕉
布

20
00

平
良
敏
子

T
A
IR
A
 T
os
hi
ko

19
21

芭
蕉
布
着
尺
　
紺
地
 ト
ゥ
イ
グ
ワ
ー
ト
ー
ニ
ー

ハ
ナ
ア
ー
シ
ー

20
01

文
化
庁

48
染
織

紬
織

20
05

佐
々
木
苑
子

SA
SA
K
I  S
on
ok
o

19
39

絵
絣
紬
着
物
　
風
の
香

20
05

個
人
蔵

49
染
織

友
禅

20
07

森
口
邦
彦

M
O
RI
GU
CH
I K
un
ih
ik
o

19
41

友
禅
着
物
　
流
砂
文

19
84

個
人
蔵
（
東
京
近
美
寄
託
）

50
染
織

木
版
摺
更
紗

20
08

鈴
田
滋
人

SU
ZU
T
A
 S
hi
ge
to

19
54

木
版
摺
更
紗
着
物
　
藁
塚
く
づ
し
文

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

51
染
織

小
倉
建
亮

O
GU
RA
 K
en
su
ke

18
97

19
82

縮
緬
地
絞
り
染
縞
文
訪
問
着
　
虫
の
音

19
66

東
京
国
立
近
代
美
術
館

52
染
織

鈴
田
照
次

SU
ZU
T
A
 T
er
uj
i

19
16

19
81

木
版
摺
更
紗
着
物
　
花
文

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

53
染
織

二
代
森
山
虎
雄

M
O
RI
Y
A
M
A
 T
or
ao
 II

19
33

久
留
米
絣
着
物
　
サ
フ
ァ
イ
ヤ
ブ
ル
ー

19
86

文
化
庁

54
染
織

松
原
與
七

M
A
T
SU
BA
RA
 Y
os
hi
ch
i

19
37

紬
地
藍
型
染
着
物
　
旋
律

19
68

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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①
-1
「
人
間
国
宝
を
中
心
と
し
た
伝
統
工
芸
」

N
o.

分
野

指
定
技
法

指
定
年

作
家
名
（
和
）

N
A
M
E

生
年

没
年

作
品
名
（
和
）

制
作
年

所
　
　
蔵

1
陶
磁

志
野
、
瀬
戸
黒

19
55

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
陶
磁

鉄
釉
陶
器

19
55

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

3
陶
磁

色
絵
磁
器

19
55

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

4
陶
磁

民
芸
陶
器

19
55

浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
陶
磁

備
前
焼

19
56

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E  
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
陶
磁

色
絵
磁
器

19
61

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

萌
黄
金
襴
手
丸
筥

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

7
陶
磁

備
前
焼

19
70

藤
原
　
啓

FU
JI
W
A
RA
 K
ei

18
99

19
83

備
前
窯
変
水
盤

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

8
陶
磁

萩
焼

19
70

三
輪
休
和

M
IW
A
 K
yu
w
a

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
陶
磁

染
付

19
77

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
陶
磁

白
磁
、
青
白
磁

19
83

塚
本
快
示

T
SU
K
A
M
O
T
O
 K
ai
ji

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
陶
磁

萩
焼

19
8 3

三
輪
壽
雪

M
IW
A
 J
us
et
su

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
陶
磁

鉄
釉
陶
器

19
85

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

13
陶
磁

鉄
絵

19
86

田
村
耕
一

T
A
M
U
RA
 K
oi
ch
i

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
陶
磁

色
絵
磁
器

19
86

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

梅
白
釉
釉
描
色
絵
金
銀
彩
鷺
図
扁
壺

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
陶
磁

色
絵
磁
器

19
89

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I  I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

16
陶
磁

練
上
手

19
9 3

松
井
康
成

M
A
T
SU
I K
os
ei

19
27

20
03

晴
白
練
上
壺
　
潮

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
陶
磁

志
野

19
94

鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I O
sa
m
u

19
34

志
野
茶
碗

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
陶
磁

白
磁

19
95

井
上
萬
二

IN
O
U
E 
M
an
ji

19
29

白
磁
花
形
花
器

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

19
陶
磁

三
彩

19
95

加
藤
卓
男

K
A
T
O
 T
ak
uo

19
17

20
05

三
彩
鉢
　
蒼
容

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

20
陶
磁

彩
釉
陶
器

19
97

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
陶
磁

青
磁

19
97

三
浦
小
平
二

M
IU
RA
 K
oh
ei
ji

19
33

20
06

青
磁
大
鉢

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
陶
磁

色
絵
磁
器

20
01

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

23
陶
磁

釉
裏
金
彩

20
01

吉
田
美
統

Y
O
SH
IT
A
 M
in
or
i

19
32

釉
裏
金
彩
鉄
仙
文
鉢

19
92

文
化
庁

24
陶
磁

無
名
異
焼

20
03

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
陶
磁

備
前
焼

20
04

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

26
陶
磁

鉄
釉
陶
器

20
05

原
　
清

H
A
RA
 K
iy
os
hi

19
36

鉄
釉
花
鳥
紋
大
壺

20
05

文
化
庁

27
陶
磁

青
磁

20
07

中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
 H
iro
sh
i

19
41

青
瓷
線
彫
文
平
鉢

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

28
陶
磁

岡
部
嶺
男

O
K
A
BE
 M
in
eo

19
19

19
90

総
織
部
大
鉢

19
62

京
都
国
立
近
代
美
術
館

29
陶
磁

加
藤
孝
造

K
A
T
O
 K
oz
o

19
35

瀬
戸
黒
茶
碗

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

30
陶
磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
染
織

型
絵
染

19
56

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
型
絵
染
文
字
の
れ
ん
　
こ
の
山
み
ち

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
染
織

型
絵
染

19
56

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
六
行
い
ろ
は
文
二
曲
屏
風

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
染
織

型
絵
染

19
62

稲
垣
稔
次
郎

IN
A
GA
K
I  T
os
hi
jir
o

19
02

19
63

結
城
紬
地
型
絵
染
着
物
　
竹
林

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
染
織

友
禅

19
67

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I  K
ak
o

19
09

20
08

上
代
紬
地
友
禅
菊
葉
文
訪
問
着

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
染
織

江
戸
小
紋

19
78

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

36
染
織

紬
縞
織
、
絣
織

19
82

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
染
織

友
禅

19
84

山
田
　
貢

Y
A
M
A
D
A
 M
its
ug
i

19
12

20
02

縮
緬
地
友
禅
松
林
文
訪
問
着
　
爽
丘

19
66

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
染
織

友
禅

19
88

羽
田
登
喜
男

H
A
T
A
 T
ok
io

19
11

20
08

双
美
縮
緬
地
友
禅
鴛
鴦
文
訪
問
着

19
56

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
染
織

紬
織

19
90

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
瑠
璃

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
染
織

佐
賀
錦

19
94

古
賀
フ
ミ

K
O
GA
 F
um
i

19
27

佐
賀
錦
松
皮
菱
文
帯
　
春
匂
う

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
染
織

羅
、
経
錦

19
95

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

42
染
織

紅
型

19
96

玉
那
覇
有
公

T
A
M
A
N
A
H
A
 Y
uk
o

19
36

苧
麻
地
紅
型
両
面
着
物
　
草
花

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
染
織

刺
繍

19
97

福
田
喜
重

FU
K
U
D
A
 K
iju

19
32

刺
繍
訪
問
着
　
生
々
去
来

19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
染
織

綴
織

19
97

細
見
華
岳

H
O
SO
M
I K
ag
ak
u

19
22

綴
帯
　
薫
風

20
00

東
京
国
立
近
代
美
術
館

45
染
織

首
里
の
織
物

19
98

宮
平
初
子

M
IY
A
H
IR
A
 H
at
su
ko

19
22

花
倉
織
着
物
　
南
の
海

19
93

個
人
蔵

46
染
織

友
禅

19
99

田
島
比
呂
子

T
A
JI
M
A
 H
iro
sh
i

19
22

変
織
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
揺
影

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
染
織

芭
蕉
布

20
00

平
良
敏
子

T
A
IR
A
 T
os
hi
ko

19
21

芭
蕉
布
着
尺
　
紺
地
 ト
ゥ
イ
グ
ワ
ー
ト
ー
ニ
ー

ハ
ナ
ア
ー
シ
ー

20
01

文
化
庁

48
染
織

紬
織

20
05

佐
々
木
苑
子

SA
SA
K
I  S
on
ok
o

19
39

絵
絣
紬
着
物
　
風
の
香

20
05

個
人
蔵

49
染
織

友
禅

20
07

森
口
邦
彦

M
O
RI
GU
CH
I K
un
ih
ik
o

19
41

友
禅
着
物
　
流
砂
文

19
84

個
人
蔵
（
東
京
近
美
寄
託
）

50
染
織

木
版
摺
更
紗

20
08

鈴
田
滋
人

SU
ZU
T
A
 S
hi
ge
to

19
54

木
版
摺
更
紗
着
物
　
藁
塚
く
づ
し
文

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

51
染
織

小
倉
建
亮

O
GU
RA
 K
en
su
ke

18
97

19
82

縮
緬
地
絞
り
染
縞
文
訪
問
着
　
虫
の
音

19
66

東
京
国
立
近
代
美
術
館

52
染
織

鈴
田
照
次

SU
ZU
T
A
 T
er
uj
i

19
16

19
81

木
版
摺
更
紗
着
物
　
花
文

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

53
染
織

二
代
森
山
虎
雄

M
O
RI
Y
A
M
A
 T
or
ao
 II

19
33

久
留
米
絣
着
物
　
サ
フ
ァ
イ
ヤ
ブ
ル
ー

19
86

文
化
庁

54
染
織

松
原
與
七

M
A
T
SU
BA
RA
 Y
os
hi
ch
i

19
37

紬
地
藍
型
染
着
物
　
旋
律

19
68

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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55
染
織

釜
我
敏
子

K
A
M
A
GA
 T
os
hi
ko

19
38

型
絵
染
着
物
　
風
蝶
草

c.1
98
7
東
京
国
立
近
代
美
術
館

56
染
織

村
上
良
子

M
U
RA
K
A
M
I R
yo
ko

19
49

紬
織
着
物
　
森
に
懸
か
る
径

19
89

個
人
蔵

57
漆
工

蒔
絵

19
55

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

58
漆
工

彫
漆

19
55

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
色
紙
箱
　
カ
ト
レ
ヤ

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

59
漆
芸

木
工
芸

19
70

黒
田
辰
秋

K
U
RO
D
A
 T
at
su
ak
i

19
04

19
82

赤
漆
流
稜
文
飾
箱

c.1
95
7
東
京
国
立
近
代
美
術
館

60
漆
芸

髹
漆

19
74

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

61
漆
芸

髹
漆

19
78

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
盛
器

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

62
漆
芸

蒔
絵

19
82

大
場
松
魚

O
BA
 S
ho
gy
o

19
16

平
文
千
羽
鶴
の
箱

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

63
漆
工

蒟
醬

19
85

磯
井
正
美

IS
O
I  M
as
am
i

19
26

蒟
醬
陽
炎
香
盆

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

64
漆
芸

蒔
絵

19
85

寺
井
直
次

T
ER
A
I N
ao
ji

19
12

19
98

金
胎
蒔
絵
水
指
　
春

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

65
漆
芸

蒔
絵

19
89

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I  Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

日
蝕
蒔
絵
飾
箱

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

66
漆
芸

蒟
醬

19
94

太
田
　
儔

O
T
A
 H
ito
sh
i

19
31

籃
胎
蒟
醬
文
箱
　
蝶

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

67
漆
芸

髹
漆

19
95

塩
多
慶
四
郎

SH
IO
D
A
 K
ei
sh
iro

19
26

乾
漆
合
子

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

68
漆
芸

螺
鈿

19
99

北
村
昭
斎

K
IT
A
M
U
RA
 S
ho
sa
i

19
38

蝶
牡
丹
螺
鈿
経
箱

20
02

個
人
蔵

69
漆
芸

沈
金

19
99

前
　
史
雄

M
A
E  
Fu
m
io

19
40

沈
金
箱
　
朝
霧

19
98

東
京
国
立
近
代
美
術
館

70
漆
芸

髹
漆

20
02

大
西
　
勲

O
N
IS
H
I I
sa
o

19
44

曲
輪
造
黒
溜
盛
器

20
00

文
化
庁

71
漆
芸

髹
漆

20
06

小
森
邦
衛

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
盤
　
黎
明

20
02

文
化
庁

72
漆
芸

髹
漆

20
08

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

朱
塗
提
盤

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

73
漆
芸

蒔
絵

20
08

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

蒔
絵
螺
鈿
八
稜
箱
　
彩
光

20
00

文
化
庁

74
漆
芸

佐
々
木
英

SA
SA
K
I E
i

19
34

19
84

蒔
絵
彩
切
貝
短
冊
箱
　
尾
瀬
の
朝

19
82

東
京
国
立
近
代
美
術
館

75
漆
芸

山
口
松
太

Y
A
M
A
GU
CH
I  M
at
su
ta

19
40

乾
漆
堆
錦
箱
　
古
陵
想

19
99

文
化
庁

76
漆
芸

中
野
孝
一

N
A
K
A
N
O
 K
oi
ch
i

19
47

蒔
絵
栗
鼠
文
小
簞
笥

19
87

文
化
庁

77
金
工

茶
の
湯
釜

19
6 3

初
代
長
野
垤
志

N
A
GA
N
O
 T
es
sh
i I

19
00

19
77

は
じ
き
は
だ
田
口
釜

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

78
金
工

鋳
金

19
64

高
村
豊
周

T
A
K
A
M
U
RA
 T
oy
oc
hi
ka

18
90

19
72

朱
銅
み
す
ぢ
花
入

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

79
金
工

梵
鐘

19
77

香
取
正
彦

K
A
T
O
RI
 M
as
ah
ik
o

18
99

19
88

青
銅
回
文
菱
花
器

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

80
金
工

茶
の
湯
釜

19
78

角
谷
一
圭

K
A
K
U
T
A
N
I I
kk
ei

19
04

19
99

独
楽
釜

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

81
金
工

彫
金

19
78

内
藤
四
郎

N
A
IT
O
 S
hi
ro

19
07

19
88

黄
銅
蹴
彫
線
文
長
手
筥

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

82
金
工

彫
金

19
79

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
象
嵌
露
草
文
銀
四
分
一
接
合
水
指

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

83
金
工

彫
金

19
91

増
田
三
男

M
A
SU
D
A
 M
its
uo

19
09

20
09

銀
象
嵌
鉄
鴫
文
箱

19
67

京
都
国
立
近
代
美
術
館

84
金
工

鋳
金

19
93

齋
藤
　
明

SA
IT
O
 A
ki
ra

19
20

蠟
型
朧
銀
花
器

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

85
金
工

鍛
金

19
95

奥
山
峰
石

O
K
U
Y
A
M
A
 H
os
ek
i

19
37

朧
銀
鉢

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館

86
金
工

銅
鑼

20
02

三
代
魚
住
為
楽

U
O
ZU
M
I  I
ra
ku
 II
I

19
37

砂
張
千
筋
文
様
水
指

19
98

文
化
庁

87
金
工

彫
金

20
04

中
川
　
衛

N
A
K
A
GA
W
A
 M
am
or
u

19
47

縞
文
象
嵌
朧
銀
花
器

19
88

文
化
庁

88
金
工

大
角
幸
枝

O
SU
M
I  Y
uk
ie

19
45

南
鐐
花
器
　
潮
風

19
86

文
化
庁

89
金
工

田
中
正
幸

T
A
N
A
K
A
 M
as
ay
uk
i

19
50

20
05

銀
赤
銅
接
合
せ
水
指

19
99

文
化
庁

90
木
工

木
工
芸

19
70

氷
見
晃
堂

H
IM
I  K
od
o

19
06

19
75

唐
松
砂
磨
茶
箱

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

91
木
工

木
工
芸

19
84

大
野
昭
和
斎

O
N
O
 S
ho
w
as
ai

19
12

19
96

桑
斑
柿
造
小
箱

19
93

東
京
国
立
近
代
美
術
館

92
木
工

木
工
芸

19
84

中
臺
瑞
真

N
A
K
A
D
A
I Z
ui
sh
in

19
12

19
81

輪
花
盛
器

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

93
木
工

木
象
嵌

19
87

秋
山
逸
生

A
K
IY
A
M
A
 Is
se
i

19
01

19
88

輪
華
文
縞
黒
檀
印
箱

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

94
木
工

木
工
芸

19
94

川
北
良
造

K
A
W
A
GI
T
A
 R
yo
zo

19
34

欅
造
波
文
筋
大
鉢

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

95
木
工

木
工
芸

20
01

中
川
清
司

N
A
K
A
GA
W
A
 K
iy
ot
su
gu

19
42

神
代
杉
木
画
箱

20
02

文
化
庁

96
木
工

木
工
芸

20
0 3

村
山
　
明

M
U
RA
Y
A
M
A
 A
ki
ra

19
44

欅
拭
漆
輪
華
盤

20
00

京
都
国
立
近
代
美
術
館

97
竹
工

竹
芸

19
67

生
野
祥
雲
斎

SH
O
N
O
 S
ho
un
sa
i

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
華
籃

19
68

東
京
国
立
近
代
美
術
館

98
竹
工

竹
工
芸

19
82

飯
塚
小
玕
斎

II
ZU
K
A
 S
ho
ka
ns
ai

19
19

20
04

白
錆
花
籃
　
呑
龍

20
02

文
化
庁

99
竹
工

竹
工
芸

19
95

二
代
前
田
竹
房
斎

M
A
ED
A
 C
hi
ku
bo
sa
i I
I

19
17

20
03

印
葉
花
籃

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
0

竹
工

竹
工
芸

20
0 3

五
世
早
川
尚
古
斎

H
A
Y
A
K
A
W
A
 S
ho
ko
sa
i V

19
32

矢
羽
根
文
様
六
稜
花
籃

20
01

文
化
庁

10
1

竹
工

竹
工
芸

20
05

勝
城
蒼
鳳

K
A
T
SU
SH
IR
O
 S
oh
o

19
34

柾
割
千
筋
流
線
文
盛
籃
　
粼

19
97

文
化
庁

10
2

人
形

衣
裳
人
形

19
55

二
代
平
田
郷
陽

H
IR
A
T
A
 G
oy
o 
II

19
03

19
81

長
閑

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
3

人
形

衣
裳
人
形

19
55

堀
　
柳
女

H
O
RI
 R
yu
jo

18
97

19
84

古
鏡

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
4

人
形

紙
塑
人
形

19
61

鹿
児
島
寿
蔵

K
A
GO
SH
JI
M
A
 J
uz
o

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
5

人
形

衣
裳
人
形

19
96

秋
山
信
子

A
K
IY
A
M
A
 N
ob
uk
o

19
28

命
名

19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
6

人
形

桐
塑
人
形

20
02

林
　
駒
夫

H
A
Y
A
SH
I K
om
ao

19
36

江
口

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
7

人
形

芹
川
英
子

SE
RI
K
A
W
A
 E
ik
o

19
28

秋
め
く

19
95

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
8

諸
工
芸

截
金

19
81

斎
田
梅
亭

SA
ID
A
 B
ai
te
i

19
00

19
81

截
金
菜
花
文
小
箱

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
9

諸
工
芸

截
金

20
02

江
里
佐
代
子

ER
I S
ay
ok
o

19
45

20
07

截
金
彩
色
飾
筥
　
花
風
有
韻

19
91

文
化
庁

11
0

諸
工
芸

ガ
ラ
ス

青
野
武
市

A
O
N
O
 T
ak
ei
ch
i

19
21

金
赤
被
椿
文
蓋
物

19
93

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
2

諸
工
芸

小
林
菊
一
郎

K
O
BA
Y
A
SH
I K
ik
ui
ch
iro

18
96

19
63

う
ろ
こ
文
切
子
鉢
、
小
鉢

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
3

諸
工
芸

ガ
ラ
ス

石
田
　
亘

IS
H
ID
A
 W
at
ar
u

19
38

パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
蓋
物
　
白
寿

20
00

個
人
蔵
（
東
京
近
美
寄
託
）
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55
染
織

釜
我
敏
子

K
A
M
A
GA
 T
os
hi
ko

19
38

型
絵
染
着
物
　
風
蝶
草

c.1
98
7
東
京
国
立
近
代
美
術
館

56
染
織

村
上
良
子

M
U
RA
K
A
M
I R
yo
ko

19
49

紬
織
着
物
　
森
に
懸
か
る
径

19
89

個
人
蔵

57
漆
工

蒔
絵

19
55

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

58
漆
工

彫
漆

19
55

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
色
紙
箱
　
カ
ト
レ
ヤ

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

59
漆
芸

木
工
芸

19
70

黒
田
辰
秋

K
U
RO
D
A
 T
at
su
ak
i

19
04

19
82

赤
漆
流
稜
文
飾
箱

c.1
95
7
東
京
国
立
近
代
美
術
館

60
漆
芸

髹
漆

19
74

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

61
漆
芸

髹
漆

19
78

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
盛
器

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

62
漆
芸

蒔
絵

19
82

大
場
松
魚

O
BA
 S
ho
gy
o

19
16

平
文
千
羽
鶴
の
箱

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

63
漆
工

蒟
醬

19
85

磯
井
正
美

IS
O
I  M
as
am
i

19
26

蒟
醬
陽
炎
香
盆

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

64
漆
芸

蒔
絵

19
85

寺
井
直
次

T
ER
A
I N
ao
ji

19
12

19
98

金
胎
蒔
絵
水
指
　
春

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

65
漆
芸

蒔
絵

19
89

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I  Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

日
蝕
蒔
絵
飾
箱

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

66
漆
芸

蒟
醬

19
94

太
田
　
儔

O
T
A
 H
ito
sh
i

19
31

籃
胎
蒟
醬
文
箱
　
蝶

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

67
漆
芸

髹
漆

19
95

塩
多
慶
四
郎

SH
IO
D
A
 K
ei
sh
iro

19
26

乾
漆
合
子

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

68
漆
芸

螺
鈿

19
99

北
村
昭
斎

K
IT
A
M
U
RA
 S
ho
sa
i

19
38

蝶
牡
丹
螺
鈿
経
箱

20
02

個
人
蔵

69
漆
芸

沈
金

19
99

前
　
史
雄

M
A
E  
Fu
m
io

19
40

沈
金
箱
　
朝
霧

19
98

東
京
国
立
近
代
美
術
館

70
漆
芸

髹
漆

20
02

大
西
　
勲

O
N
IS
H
I I
sa
o

19
44

曲
輪
造
黒
溜
盛
器

20
00

文
化
庁

71
漆
芸

髹
漆

20
06

小
森
邦
衛

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
盤
　
黎
明

20
02

文
化
庁

72
漆
芸

髹
漆

20
08

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

朱
塗
提
盤

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

73
漆
芸

蒔
絵

20
08

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

蒔
絵
螺
鈿
八
稜
箱
　
彩
光

20
00

文
化
庁

74
漆
芸

佐
々
木
英

SA
SA
K
I E
i

19
34

19
84

蒔
絵
彩
切
貝
短
冊
箱
　
尾
瀬
の
朝

19
82

東
京
国
立
近
代
美
術
館

75
漆
芸

山
口
松
太

Y
A
M
A
GU
CH
I  M
at
su
ta

19
40

乾
漆
堆
錦
箱
　
古
陵
想

19
99

文
化
庁

76
漆
芸

中
野
孝
一

N
A
K
A
N
O
 K
oi
ch
i

19
47

蒔
絵
栗
鼠
文
小
簞
笥

19
87

文
化
庁

77
金
工

茶
の
湯
釜

19
6 3

初
代
長
野
垤
志

N
A
GA
N
O
 T
es
sh
i I

19
00

19
77

は
じ
き
は
だ
田
口
釜

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

78
金
工

鋳
金

19
64

高
村
豊
周

T
A
K
A
M
U
RA
 T
oy
oc
hi
ka

18
90

19
72

朱
銅
み
す
ぢ
花
入

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

79
金
工

梵
鐘

19
77

香
取
正
彦

K
A
T
O
RI
 M
as
ah
ik
o

18
99

19
88

青
銅
回
文
菱
花
器

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

80
金
工

茶
の
湯
釜

19
78

角
谷
一
圭

K
A
K
U
T
A
N
I I
kk
ei

19
04

19
99

独
楽
釜

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

81
金
工

彫
金

19
78

内
藤
四
郎

N
A
IT
O
 S
hi
ro

19
07

19
88

黄
銅
蹴
彫
線
文
長
手
筥

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

82
金
工

彫
金

19
79

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
象
嵌
露
草
文
銀
四
分
一
接
合
水
指

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

83
金
工

彫
金

19
91

増
田
三
男

M
A
SU
D
A
 M
its
uo

19
09

20
09

銀
象
嵌
鉄
鴫
文
箱

19
67

京
都
国
立
近
代
美
術
館

84
金
工

鋳
金

19
93

齋
藤
　
明

SA
IT
O
 A
ki
ra

19
20

蠟
型
朧
銀
花
器

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

85
金
工

鍛
金

19
95

奥
山
峰
石

O
K
U
Y
A
M
A
 H
os
ek
i

19
37

朧
銀
鉢

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館

86
金
工

銅
鑼

20
02

三
代
魚
住
為
楽

U
O
ZU
M
I  I
ra
ku
 II
I

19
37

砂
張
千
筋
文
様
水
指

19
98

文
化
庁

87
金
工

彫
金

20
04

中
川
　
衛

N
A
K
A
GA
W
A
 M
am
or
u

19
47

縞
文
象
嵌
朧
銀
花
器

19
88

文
化
庁

88
金
工

大
角
幸
枝

O
SU
M
I  Y
uk
ie

19
45

南
鐐
花
器
　
潮
風

19
86

文
化
庁

89
金
工

田
中
正
幸

T
A
N
A
K
A
 M
as
ay
uk
i

19
50

20
05

銀
赤
銅
接
合
せ
水
指

19
99

文
化
庁

90
木
工

木
工
芸

19
70

氷
見
晃
堂

H
IM
I  K
od
o

19
06

19
75

唐
松
砂
磨
茶
箱

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

91
木
工

木
工
芸

19
84

大
野
昭
和
斎

O
N
O
 S
ho
w
as
ai

19
12

19
96

桑
斑
柿
造
小
箱

19
93

東
京
国
立
近
代
美
術
館

92
木
工

木
工
芸

19
84

中
臺
瑞
真

N
A
K
A
D
A
I Z
ui
sh
in

19
12

19
81

輪
花
盛
器

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

93
木
工

木
象
嵌

19
87

秋
山
逸
生

A
K
IY
A
M
A
 Is
se
i

19
01

19
88

輪
華
文
縞
黒
檀
印
箱

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

94
木
工

木
工
芸

19
94

川
北
良
造

K
A
W
A
GI
T
A
 R
yo
zo

19
34

欅
造
波
文
筋
大
鉢

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

95
木
工

木
工
芸

20
01

中
川
清
司

N
A
K
A
GA
W
A
 K
iy
ot
su
gu

19
42

神
代
杉
木
画
箱

20
02

文
化
庁

96
木
工

木
工
芸

20
0 3

村
山
　
明

M
U
RA
Y
A
M
A
 A
ki
ra

19
44

欅
拭
漆
輪
華
盤

20
00

京
都
国
立
近
代
美
術
館

97
竹
工

竹
芸

19
67

生
野
祥
雲
斎

SH
O
N
O
 S
ho
un
sa
i

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
華
籃

19
68

東
京
国
立
近
代
美
術
館

98
竹
工

竹
工
芸

19
82

飯
塚
小
玕
斎

II
ZU
K
A
 S
ho
ka
ns
ai

19
19

20
04

白
錆
花
籃
　
呑
龍

20
02

文
化
庁

99
竹
工

竹
工
芸

19
95

二
代
前
田
竹
房
斎

M
A
ED
A
 C
hi
ku
bo
sa
i I
I

19
17

20
03

印
葉
花
籃

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
0

竹
工

竹
工
芸

20
0 3

五
世
早
川
尚
古
斎

H
A
Y
A
K
A
W
A
 S
ho
ko
sa
i V

19
32

矢
羽
根
文
様
六
稜
花
籃

20
01

文
化
庁

10
1

竹
工

竹
工
芸

20
05

勝
城
蒼
鳳

K
A
T
SU
SH
IR
O
 S
oh
o

19
34

柾
割
千
筋
流
線
文
盛
籃
　
粼

19
97

文
化
庁

10
2

人
形

衣
裳
人
形

19
55

二
代
平
田
郷
陽

H
IR
A
T
A
 G
oy
o 
II

19
03

19
81

長
閑

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
3

人
形

衣
裳
人
形

19
55

堀
　
柳
女

H
O
RI
 R
yu
jo

18
97

19
84

古
鏡

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
4

人
形

紙
塑
人
形

19
61

鹿
児
島
寿
蔵

K
A
GO
SH
JI
M
A
 J
uz
o

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
5

人
形

衣
裳
人
形

19
96

秋
山
信
子

A
K
IY
A
M
A
 N
ob
uk
o

19
28

命
名

19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
6

人
形

桐
塑
人
形

20
02

林
　
駒
夫

H
A
Y
A
SH
I K
om
ao

19
36

江
口

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
7

人
形

芹
川
英
子

SE
RI
K
A
W
A
 E
ik
o

19
28

秋
め
く

19
95

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
8

諸
工
芸

截
金

19
81

斎
田
梅
亭

SA
ID
A
 B
ai
te
i

19
00

19
81

截
金
菜
花
文
小
箱

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
9

諸
工
芸

截
金

20
02

江
里
佐
代
子

ER
I S
ay
ok
o

19
45

20
07

截
金
彩
色
飾
筥
　
花
風
有
韻

19
91

文
化
庁

11
0

諸
工
芸

ガ
ラ
ス

青
野
武
市

A
O
N
O
 T
ak
ei
ch
i

19
21

金
赤
被
椿
文
蓋
物

19
93

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
2

諸
工
芸

小
林
菊
一
郎

K
O
BA
Y
A
SH
I K
ik
ui
ch
iro

18
96

19
63

う
ろ
こ
文
切
子
鉢
、
小
鉢

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
3

諸
工
芸

ガ
ラ
ス

石
田
　
亘

IS
H
ID
A
 W
at
ar
u

19
38

パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
蓋
物
　
白
寿

20
00

個
人
蔵
（
東
京
近
美
寄
託
）
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①
-2
「
現
代
の
人
間
国
宝
を
中
心
と
し
た
伝
統
工
芸
」

N
o.

分
野

指
定
技
法

指
定
年

作
  家
  名

N
A
M
E

生
年

没
年

作
  品
  名

制
作
年

所
　
　
蔵

1
陶
磁

志
野
、
瀬
戸
黒

19
55

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
陶
磁

鉄
釉
陶
器

19
55

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

3
陶
磁

色
絵
磁
器

19
55

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

4
陶
磁

民
芸
陶
器

19
55

浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
陶
磁

備
前
焼

19
56

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E 
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
陶
磁

色
絵
磁
器

19
61

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

萌
黄
金
襴
手
丸
筥

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

7
陶
磁

備
前
焼

19
70

藤
原
　
啓

FU
JI
W
A
RA
 K
ei

18
99

19
83

備
前
窯
変
水
盤

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

8
陶
磁

萩
焼

19
70

三
輪
休
和

M
IW
A
 K
yu
w
a

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
陶
磁

染
付

19
77

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
陶
磁

白
磁
・
青
白
磁

19
83

塚
本
快
示

T
SU
K
A
M
O
T
O
 K
ai
ji

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
陶
磁

萩
焼

19
8 3

三
輪
壽
雪

M
IW
A
 J
us
et
su

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
陶
磁

鉄
釉
陶
器

19
85

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

13
陶
磁

鉄
絵

19
86

田
村
耕
一

T
A
M
U
RA
, K
oi
ch
i

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
陶
磁

色
絵
磁
器

19
86

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
陶
磁

色
絵
磁
器

19
89

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I  I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

16
陶
磁

練
上
手

19
93

松
井
康
成

M
A
T
SU
I K
os
ei

19
27

20
03

練
上
嘯
裂
文
大
壺

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
陶
磁

志
野

19
94

鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
34

志
野
茶
碗

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
陶
磁

白
磁

19
95

井
上
萬
二

IN
O
U
E 
M
an
ji

19
29

白
磁
花
形
花
器

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

19
陶
磁

三
彩

19
95

加
藤
卓
男

K
A
T
O
 T
ak
uo

19
17

20
05

三
彩
鉢
　
蒼
容

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

20
陶
磁

彩
釉
陶
器

19
97

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
陶
磁

青
磁

19
97

三
浦
小
平
二

M
IU
RA
 K
oh
ei
ji

19
33

20
06

青
磁
大
鉢

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
陶
磁

色
絵
磁
器

20
01

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
　
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

23
陶
磁

釉
裏
金
彩

20
01

吉
田
美
統

Y
O
SH
ID
A
,  M
in
or
i

19
32

釉
裏
金
彩
鉄
仙
文
鉢

19
92

文
化
庁

24
陶
磁

無
名
異
焼

20
03

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
陶
磁

備
前
焼

20
04

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

26
陶
磁

鉄
釉
陶
器

20
05

原
　
清

H
A
RA
 K
iy
os
hi

19
36

鈞
窯
大
鉢

19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

27
陶
磁

青
磁

20
07

中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
 H
iro
sh
i

19
41

青
瓷
線
彫
文
平
鉢

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

28
陶
磁

加
藤
孝
造

K
A
T
O
 K
oz
o

19
35

瀬
戸
黒
茶
碗

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

29
陶
磁

伊
藤
東
彦

IT
O
 M
ot
oh
ik
o

19
39

布
目
篠
文
大
鉢

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

30
陶
磁

岡
田
　
裕

O
K
A
D
A
 Y
ut
ak
a

19
46

白
釉
窯
変
壺

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
陶
磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
染
織

有
職
織
物

19
56

喜
多
川
平
朗

K
IT
A
GA
W
A
 H
ei
ro

18
98

19
88

能
衣
装
唐
織
黒
絵
段

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
染
織

型
絵
染

19
56

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
六
行
い
ろ
は
文
二
曲
屏
風

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
染
織

友
禅

19
67

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I  K
ak
o

19
09

20
08

駒
織
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
早
流

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
染
織

型
絵
染

19
73

鎌
倉
芳
太
郎

K
A
M
A
K
U
RA
 Y
os
hi
ta
ro

18
98

19
83

印
金
朧
型
着
物
　
瑲

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

36
染
織

江
戸
小
紋

19
78

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
染
織

紬
縞
織
、
絣
織

19
82

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
染
織

紬
織

19
90

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
瑠
璃

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
染
織

羅
、
経
錦

19
95

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
染
織

紅
型

19
96

玉
那
覇
有
公

T
A
M
A
N
A
H
A
 Y
uk
o

19
36

苧
麻
地
紅
型
両
面
着
物
　
草
花

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
染
織

刺
繍

19
97

福
田
喜
重

FU
K
U
D
A
 K
ijy
u

19
32

刺
繍
訪
問
着
　
生
々
去
来

19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

42
染
織

綴
織

19
97

細
見
華
岳

H
O
SO
M
I K
ag
ak
u

19
22

綴
帯
　
連
想

20
02

文
化
庁

43
染
織

友
禅

19
99

田
島
比
呂
子

T
A
JI
M
A
 H
iro
sh
i

19
22

変
織
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
揺
影

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

44
染
織

芭
蕉
布

20
00

平
良
敏
子

T
A
IR
A
, T
os
hi
ko

19
21

芭
蕉
布
　
田
舟
花
合
わ
せ
模
様

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

45
染
織

紬
織

20
05

佐
々
木
苑
子

SA
SA
K
I  S
on
ok
o

19
39

絵
絣
紬
着
物
　
翠
嵐

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

46
染
織

友
禅

20
07

森
口
邦
彦

M
O
RI
GU
CH
I  K
un
ih
ik
o

19
41

友
禅
着
物
　
流
砂
文

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
染
織

型
染

20
08

鈴
田
滋
人

SU
ZU
T
A
 S
hi
ge
to

19
54

木
版
摺
更
紗
着
物
　
藁
塚
く
づ
し
文

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

48
染
織

小
宮
康
正

K
O
M
IY
A
 Y
as
um
as
a

19
56

江
戸
小
紋
着
物
　
四
十
二
本
一
二
連
子

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

49
漆
工

蒔
絵

19
55

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

50
漆
工

彫
漆

19
55

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
色
紙
箱
　
カ
ト
レ
ヤ

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

51
漆
芸

木
工
芸

19
70

黒
田
辰
秋

K
U
RO
D
A
 T
at
su
ak
i

19
04

19
82

赤
漆
流
稜
文
飾
箱

c.1
95
7
東
京
国
立
近
代
美
術
館

52
漆
芸

髹
漆

19
74

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

53
漆
芸

髹
漆

19
78

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
梅
花
食
籠

19
67

東
京
国
立
近
代
美
術
館

54
漆
芸

蒟
醬

19
85

磯
井
正
美

IS
O
I M
as
am
i

19
26

蒟
醬
陽
炎
香
盆

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

55
漆
芸

蒔
絵

19
89

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

ほ
お
ず
き
朱
金
蒔
絵
飾
箱

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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①
-2
「
現
代
の
人
間
国
宝
を
中
心
と
し
た
伝
統
工
芸
」

N
o.

分
野

指
定
技
法

指
定
年

作
  家
  名

N
A
M
E

生
年

没
年

作
  品
  名

制
作
年

所
　
　
蔵

1
陶
磁

志
野
、
瀬
戸
黒

19
55

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
陶
磁

鉄
釉
陶
器

19
55

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

3
陶
磁

色
絵
磁
器

19
55

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

4
陶
磁

民
芸
陶
器

19
55

浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
陶
磁

備
前
焼

19
56

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E 
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
陶
磁

色
絵
磁
器

19
61

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

萌
黄
金
襴
手
丸
筥

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

7
陶
磁

備
前
焼

19
70

藤
原
　
啓

FU
JI
W
A
RA
 K
ei

18
99

19
83

備
前
窯
変
水
盤

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

8
陶
磁

萩
焼

19
70

三
輪
休
和

M
IW
A
 K
yu
w
a

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
陶
磁

染
付

19
77

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
陶
磁

白
磁
・
青
白
磁

19
83

塚
本
快
示

T
SU
K
A
M
O
T
O
 K
ai
ji

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
陶
磁

萩
焼

19
8 3

三
輪
壽
雪

M
IW
A
 J
us
et
su

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
陶
磁

鉄
釉
陶
器

19
85

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

13
陶
磁

鉄
絵

19
86

田
村
耕
一

T
A
M
U
RA
, K
oi
ch
i

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
陶
磁

色
絵
磁
器

19
86

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
陶
磁

色
絵
磁
器

19
89

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I  I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

16
陶
磁

練
上
手

19
93

松
井
康
成

M
A
T
SU
I K
os
ei

19
27

20
03

練
上
嘯
裂
文
大
壺

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
陶
磁

志
野

19
94

鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
34

志
野
茶
碗

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
陶
磁

白
磁

19
95

井
上
萬
二

IN
O
U
E 
M
an
ji

19
29

白
磁
花
形
花
器

19
96

東
京
国
立
近
代
美
術
館

19
陶
磁

三
彩

19
95

加
藤
卓
男

K
A
T
O
 T
ak
uo

19
17

20
05

三
彩
鉢
　
蒼
容

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

20
陶
磁

彩
釉
陶
器

19
97

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
陶
磁

青
磁

19
97

三
浦
小
平
二

M
IU
RA
 K
oh
ei
ji

19
33

20
06

青
磁
大
鉢

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
陶
磁

色
絵
磁
器

20
01

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
　
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

23
陶
磁

釉
裏
金
彩

20
01

吉
田
美
統

Y
O
SH
ID
A
,  M
in
or
i

19
32

釉
裏
金
彩
鉄
仙
文
鉢

19
92

文
化
庁

24
陶
磁

無
名
異
焼

20
03

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
陶
磁

備
前
焼

20
04

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
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曲
輪
造
盛
器

20
00

東
京
国
立
近
代
美
術
館

60
漆
芸

髹
漆

20
06

小
森
邦
衛

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
喰
籠

19
99

東
京
国
立
近
代
美
術
館

61
漆
芸

髹
漆

20
07

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

縄
胎
乾
漆
朱
漆
鉢

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

62
漆
芸

蒔
絵

20
08

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

き
す
げ
蒔
絵
小
箪
笥

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

63
漆
芸

三
好
か
が
り

M
IY
O
SH
I K
ag
ar
i

19
54

彩
切
貝
蒔
絵
硯
箱
 流
氷

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

64
金
工

鋳
金

19
64

高
村
豊
周

T
A
K
A
M
U
RA
 T
oy
oc
hi
ka

18
90

19
72

朱
銅
み
す
ぢ
花
入

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

65
金
工

鍛
金

19
77

関
谷
四
郎

SE
K
IY
A
 S
hi
ro

19
07

19
75

赤
銅
銀
十
字
線
火
器

19
75

東
京
国
立
近
代
美
術
館

66
金
工

彫
金

19
78

内
藤
四
郎

N
A
IT
O
 S
hi
ro

19
07

19
88

銀
流
線
文
筥

19
67

東
京
国
立
近
代
美
術
館

67
金
工

彫
金

19
79

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
象
嵌
露
草
文
銀
四
分
一
接
合
水
指

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

68
金
工

彫
金

19
91

増
田
三
男

M
A
SU
D
A
 M
its
uo

19
09

20
09

金
彩
遊
鹿
文
銀
壺

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

69
金
工

鋳
金

19
93

齋
藤
　
明

SA
IT
O
, A
ki
ra

19
20

蠟
型
朧
銀
花
器

19
87

東
京
国
立
近
代
美
術
館

70
金
工

銅
鑼

20
02

三
代
魚
住
為
楽

U
O
ZU
M
I  I
ra
ku
 II
I

19
37

砂
張
鉄
鉢

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

71
金
工

彫
金

20
04

中
川
　
衛

N
A
K
A
GA
W
A
, M
am
or
u

縞
文
象
嵌
朧
銀
花
器

19
88

文
化
庁

72
金
工

鋳
金

20
08

桂
　
盛
仁

K
A
T
SU
RA
 M
or
ih
ito

19
44

打
出
し
香
瀘
 森
閑

19
98

文
化
庁

73
金
工

大
角
幸
枝

O
SU
M
I Y
uk
ie

19
45

南
鐐
花
器
 潮
騒

19
95

東
京
国
立
近
代
美
術
館

74
金
工

田
中
正
幸

T
A
N
A
K
A
 M
as
ay
uk
i

19
50

20
05

南
鐐
交
差
文
水
指

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

75
木
工

木
工
芸

19
70

氷
見
晃
堂

H
IM
I K
od
o

19
06

19
75

唐
松
砂
磨
茶
箱

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

76
木
工

木
工
芸

19
84

大
野
昭
和
斎

O
N
O
 S
ho
w
as
ai

19
12

19
96

桑
斑
柿
造
小
箱

19
93

東
京
国
立
近
代
美
術
館

77
木
工

木
象
嵌

19
87

秋
山
逸
生

A
K
IY
A
M
A
 Is
se
i

19
01

19
88

輪
華
文
縞
黒
檀
印
箱

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

78
木
工

木
工
芸

19
94

川
北
良
造

K
A
W
A
GI
T
A
 R
yo
zo

19
34

欅
造
波
文
筋
大
鉢

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

79
木
工

木
工
芸

19
98

大
坂
弘
道

O
SA
K
A
 H
iro
m
ic
hi

19
37

黒
柿
蘇
芳
染
拭
漆
唐
草
文
嵌
荘
香
盒
子
 西
游

20
06

東
京
国
立
近
代
美
術
館

80
木
工

木
工
芸

20
01

中
川
清
司

N
A
K
A
GA
W
A
 K
iy
ot
su
gu

19
42

神
代
杉
木
画
箱

20
08

文
化
庁

81
木
工

木
工
芸

20
03

村
山
　
明

M
U
RA
Y
A
M
A
 A
ki
ra

19
44

欅
拭
漆
舟
形
盛
器

19
98

文
化
庁

82
竹
工

竹
芸

19
67

生
野
祥
雲
斎

SH
O
N
O
 S
ho
un
sa
i

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
華
籃

19
68

東
京
国
立
近
代
美
術
館

83
竹
工

竹
工
芸

20
03

五
世
早
川
尚
古
斎

H
A
Y
A
K
A
W
A
 S
ho
ko
sa
i V

19
32

切
込
透
文
様
盛
物
籠

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

84
竹
工

竹
工
芸

20
05

勝
城
蒼
鳳

K
A
T
SU
SH
IR
O
 S
oh
o

19
34

波
千
鳥
編
盛
花
籃
 渓
流

19
83

東
京
国
立
近
代
美
術
館

85
人
形

衣
裳
人
形

19
55

平
田
郷
陽

H
IR
A
T
A
 G
oy
o

19
03

19
81

清
泉

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

86
人
形

衣
裳
人
形

19
55

堀
　
柳
女

H
O
RI
 R
yu
jo

18
97

19
84

古
鏡

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

87
人
形

紙
塑
人
形

19
61

鹿
児
島
寿
蔵

K
A
GO
SH
IM
A
 J
uz
o

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

88
人
形

衣
裳
人
形

19
96

秋
山
信
子

A
K
IY
A
M
A
 N
ob
uk
o

19
28

大
月

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

89
人
形

桐
塑
人
形

20
02

林
　
駒
夫

H
A
Y
A
SH
I  K
om
ao

19
36

江
口

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

90
諸
工
芸

截
金

20
02

江
里
佐
代
子

ER
I S
ay
ok
o

19
45

20
07

截
金
六
角
組
飾
筥
 六
花
集
香

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

91
諸
工
芸

青
野
武
市

A
O
N
O
 T
ak
ei
ch
i

19
21

金
赤
被
椿
文
蓋
物

19
93

東
京
国
立
近
代
美
術
館

92
諸
工
芸

石
田
　
亘

IS
H
ID
A
 W
at
ar
u

19
38

パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
蓋
物
　
白
寿

20
00

個
人
蔵
（
東
京
近
美
寄
託
）
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②
「
日
本
の
近
代
工
芸
―
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
よ
り
―
」

N
o.

分
野

作
家
名
（
和
）

作
家
名
（
英
）

生
年

没
年

題
　
　
名

制
作
年

　
伝
統
工
芸

1
陶
磁

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

2
陶
磁

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
鉢

19
58

3
陶
磁

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

4
陶
磁

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

5
陶
磁

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

6
陶
磁

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

緑
地
釉
裏
金
彩
飾
壺

19
63

7
陶
磁

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E 
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

8
陶
磁

木
村
芳
郎

K
IM
U
RA
 Y
os
hi
ro

19
46

碧
釉
漣
文
器

19
99

9
陶
磁

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

10
陶
磁

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

11
陶
磁

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

12
陶
磁

鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
34

志
野
水
指

19
91

13
陶
磁

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

14
陶
磁

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

15
陶
磁

中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
, H
iro
sh
i

19
41

青
瓷
線
彫
文
平
鉢

20
05

16
陶
磁

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

17
陶
磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

18
陶
磁

松
井
康
成

M
A
T
SU
I  K
os
ei

19
27

20
03

練
上
嘯
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

19
陶
磁

三
輪
壽
雪
（
十
一
代
休
雪
）

M
IW
A
 J
us
et
su
 (K
yu
se
ts
u 
X
I)

19
10

鬼
萩
窯
変
割
高
台
茶
碗
　
銘
 龍
神

19
98

20
染
織

鎌
倉
芳
太
郎

K
A
M
A
K
U
RA
 Y
os
hi
ta
ro

18
98

19
83

印
金
紅
型
秋
草
文
長
着

19
61

21
染
織

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

22
染
織

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

23
染
織

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
煙

19
63

24
染
織

鈴
田
照
次

SU
ZU
T
A
 T
er
uj
i

19
16

19
81

木
版
摺
更
紗
着
物
　
花
文

19
79

25
染
織

築
城
則
子

T
SU
IK
I  N
or
ik
o

19
52

小
倉
縞
木
綿
帯
　
分
水
嶺

20
04

26
染
織

松
原
與
七

M
A
T
SU
BA
RA
 Y
os
hi
ch
i

19
37

藍
型
染
　
旋
律

19
68

27
染
織

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

28
染
織

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I K
ak
o

19
09

20
08

麗
光
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
梅
林

19
57

29
漆
工

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

30
漆
工

太
田
　
儔

O
T
A
 H
ito
sh
i

19
31

籃
胎
蒟
醬
文
箱
　
蝶

19
86

31
漆
工

大
場
松
魚

O
BA
 S
ho
gy
o

19
16

平
文
千
羽
鶴
の
箱

19
73

32
漆
工

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
銀
連
糸
茶
入

19
63

33
漆
工

小
森
邦
衞

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
喰
籠

19
99

34
漆
工

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

と
く
さ
蒔
絵
切
貝
水
指

19
84

35
漆
工

前
　
史
雄

M
A
E  
Fu
m
io

19
40

沈
金
箱
　
朝
霧

19
98

36
漆
工

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

縄
胎
乾
漆
朱
漆
鉢

19
91

37
漆
工

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
梅
花
食
籠

19
67

38
漆
工

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

39
漆
工

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

き
す
げ
蒔
絵
小
簞
笥

19
91

40
金
工

井
尾
敏
雄

IO
 T
os
hi
o

19
08

19
94

鍛
鉄
水
注

19
66

41
金
工

角
谷
一
圭

K
A
K
U
T
A
N
I I
kk
ei

19
04

19
99

末
広
釜

19
79

42
金
工

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
象
嵌
秋
之
譜
銀
水
指

19
78

43
金
工

高
村
豊
周

T
A
K
A
M
U
RA
 T
oy
oc
hi
ka

18
90

19
72

朱
銅
み
す
ぢ
花
入

19
65

44
金
工

内
藤
四
郎

N
A
IT
O
 S
hi
ro

19
07

19
88

銀
細
線
文
筥

19
76

45
金
工

長
野
垤
志

N
A
GA
N
O
 T
et
su
sh
i

19
00

19
77

は
じ
き
は
だ
田
口
釜

19
62

46
木
工

大
野
昭
和
斎

O
N
O
 S
ho
w
as
ai

19
12

19
96

桑
斑
柿
造
小
箱

19
93

47
木
工

川
北
良
造

K
A
W
A
GI
T
A
 R
yo
zo

19
34

欅
造
波
文
筋
大
鉢

19
64

48
木
工

氷
見
晃
堂

H
IM
I K
od
o

19
06

19
75

唐
松
砂
磨
茶
箱

19
64

49
木
工

藤
嵜
一
正

FU
JI
SA
K
I K
az
um
as
a

19
43

五
木
拭
漆
八
角
皿

19
74

50
竹
工

飯
塚
琅
玕
斎

II
ZU
K
A
 R
ok
an
sa
i

18
90

19
58

花
籃
　
あ
ん
こ
う

19
57

51
竹
工

勝
城
蒼
鳳

K
A
T
SU
SH
IR
O
 S
oh
o

19
34

波
千
鳥
編
盛
籃
　
溪
流

19
83

52
竹
工

生
野
祥
雲
斎

SH
O
N
O
 S
ho
un
sa
i

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
華
籃

19
68

53
竹
工

五
世
早
川
尚
古
斎

H
A
Y
A
K
A
W
A
 S
ho
ko
sa
i V

19
32

切
込
透
文
様
盛
物
籠

19
76

54
人
形

秋
山
信
子

A
K
IY
A
M
A
 N
ob
uk
o

19
28

大
月

19
78

55
人
形

鹿
児
島
寿
蔵

K
A
GO
SH
IM
A
 J
uz
o

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

56
人
形

平
田
郷
陽

H
IR
A
T
A
 G
oy
o

19
03

19
81

清
泉

19
61

57
人
形

堀
　
柳
女

H
O
RI
 R
yu
jo

18
97

19
84

古
鏡

19
63
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②
「
日
本
の
近
代
工
芸
―
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
よ
り
―
」

N
o.

分
野

作
家
名
（
和
）

作
家
名
（
英
）

生
年

没
年

題
　
　
名

制
作
年

　
伝
統
工
芸

1
陶
磁

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

2
陶
磁

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
鉢

19
58

3
陶
磁

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

4
陶
磁

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

5
陶
磁

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

6
陶
磁

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

緑
地
釉
裏
金
彩
飾
壺

19
63

7
陶
磁

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E 
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

8
陶
磁

木
村
芳
郎

K
IM
U
RA
 Y
os
hi
ro

19
46

碧
釉
漣
文
器

19
99

9
陶
磁

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

10
陶
磁

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

11
陶
磁

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

12
陶
磁

鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
34

志
野
水
指

19
91

13
陶
磁

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

14
陶
磁

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

15
陶
磁

中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
, H
iro
sh
i

19
41

青
瓷
線
彫
文
平
鉢

20
05

16
陶
磁

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

17
陶
磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

18
陶
磁

松
井
康
成

M
A
T
SU
I  K
os
ei

19
27

20
03

練
上
嘯
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

19
陶
磁

三
輪
壽
雪
（
十
一
代
休
雪
）

M
IW
A
 J
us
et
su
 (K
yu
se
ts
u 
X
I)

19
10

鬼
萩
窯
変
割
高
台
茶
碗
　
銘
 龍
神

19
98

20
染
織

鎌
倉
芳
太
郎

K
A
M
A
K
U
RA
 Y
os
hi
ta
ro

18
98

19
83

印
金
紅
型
秋
草
文
長
着

19
61

21
染
織

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

22
染
織

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

23
染
織

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
煙

19
63

24
染
織

鈴
田
照
次

SU
ZU
T
A
 T
er
uj
i

19
16

19
81

木
版
摺
更
紗
着
物
　
花
文

19
79

25
染
織

築
城
則
子

T
SU
IK
I  N
or
ik
o

19
52

小
倉
縞
木
綿
帯
　
分
水
嶺

20
04

26
染
織

松
原
與
七

M
A
T
SU
BA
RA
 Y
os
hi
ch
i

19
37

藍
型
染
　
旋
律

19
68

27
染
織

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

28
染
織

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I K
ak
o

19
09

20
08

麗
光
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
梅
林

19
57

29
漆
工

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

30
漆
工

太
田
　
儔

O
T
A
 H
ito
sh
i

19
31

籃
胎
蒟
醬
文
箱
　
蝶

19
86

31
漆
工

大
場
松
魚

O
BA
 S
ho
gy
o

19
16

平
文
千
羽
鶴
の
箱

19
73

32
漆
工

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
銀
連
糸
茶
入

19
63

33
漆
工

小
森
邦
衞

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
喰
籠

19
99

34
漆
工

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

と
く
さ
蒔
絵
切
貝
水
指

19
84

35
漆
工

前
　
史
雄

M
A
E  
Fu
m
io

19
40

沈
金
箱
　
朝
霧

19
98

36
漆
工

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

縄
胎
乾
漆
朱
漆
鉢

19
91

37
漆
工

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
梅
花
食
籠

19
67

38
漆
工

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

39
漆
工

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

き
す
げ
蒔
絵
小
簞
笥

19
91

40
金
工

井
尾
敏
雄

IO
 T
os
hi
o

19
08

19
94

鍛
鉄
水
注

19
66

41
金
工

角
谷
一
圭

K
A
K
U
T
A
N
I I
kk
ei

19
04

19
99

末
広
釜

19
79

42
金
工

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
象
嵌
秋
之
譜
銀
水
指

19
78

43
金
工

高
村
豊
周

T
A
K
A
M
U
RA
 T
oy
oc
hi
ka

18
90

19
72

朱
銅
み
す
ぢ
花
入

19
65

44
金
工

内
藤
四
郎

N
A
IT
O
 S
hi
ro

19
07

19
88

銀
細
線
文
筥

19
76

45
金
工

長
野
垤
志

N
A
GA
N
O
 T
et
su
sh
i

19
00

19
77

は
じ
き
は
だ
田
口
釜

19
62

46
木
工

大
野
昭
和
斎

O
N
O
 S
ho
w
as
ai

19
12

19
96

桑
斑
柿
造
小
箱

19
93

47
木
工

川
北
良
造

K
A
W
A
GI
T
A
 R
yo
zo

19
34

欅
造
波
文
筋
大
鉢

19
64

48
木
工

氷
見
晃
堂

H
IM
I K
od
o

19
06

19
75

唐
松
砂
磨
茶
箱

19
64

49
木
工

藤
嵜
一
正

FU
JI
SA
K
I K
az
um
as
a

19
43

五
木
拭
漆
八
角
皿

19
74

50
竹
工

飯
塚
琅
玕
斎

II
ZU
K
A
 R
ok
an
sa
i

18
90

19
58

花
籃
　
あ
ん
こ
う

19
57

51
竹
工

勝
城
蒼
鳳

K
A
T
SU
SH
IR
O
 S
oh
o

19
34

波
千
鳥
編
盛
籃
　
溪
流

19
83

52
竹
工

生
野
祥
雲
斎

SH
O
N
O
 S
ho
un
sa
i

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
華
籃

19
68

53
竹
工

五
世
早
川
尚
古
斎

H
A
Y
A
K
A
W
A
 S
ho
ko
sa
i V

19
32

切
込
透
文
様
盛
物
籠

19
76

54
人
形

秋
山
信
子

A
K
IY
A
M
A
 N
ob
uk
o

19
28

大
月

19
78

55
人
形

鹿
児
島
寿
蔵

K
A
GO
SH
IM
A
 J
uz
o

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

56
人
形

平
田
郷
陽

H
IR
A
T
A
 G
oy
o

19
03

19
81

清
泉

19
61

57
人
形

堀
　
柳
女

H
O
RI
 R
yu
jo

18
97

19
84

古
鏡

19
63
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58
そ
の
他

江
里
佐
代
子

ER
I S
ay
ok
o

19
45

20
07

截
金
六
角
組
飾
筥
　
六
花
集
香

19
92

　
民
藝 59

陶
磁

河
井
寬
次
郎

K
A
W
A
I  K
an
jir
o

18
90

19
66

辰
砂
扁
壺

19
37

60
陶
磁

島
岡
達
三

SH
IM
A
O
K
A
 T
at
su
zo

19
19

20
07

塩
釉
象
嵌
縄
文
大
皿

19
88

61
陶
磁

浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

62
染
織

小
島
悳
次
郎

K
O
JI
M
A
 T
ok
uj
iro

19
12

19
96

紬
地
手
綱
絞
り
い
ろ
は
文
様
着
物

19
79

63
染
織

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
藍
染
い
ろ
は
文
着
物

19
61

64
染
織

平
良
敏
子

T
A
IR
A
 T
os
hi
ko

19
21

芭
蕉
布
斜
角
取
縞
絣
着
物

19
70

65
木
工

黒
田
辰
秋

K
U
RO
D
A
 T
at
su
ak
i

19
04

19
82

溜
漆
欅
大
平
椀

19
74

　
創
作 66

陶
磁

加
藤
清
之

K
A
T
O
 K
iy
oy
uk
i

19
31

作
品
65

19
65

67
陶
磁

金
重
晃
介

K
A
N
ES
H
IG
E 
K
os
uk
e

19
43

備
前
花
器
　
海
か
ら

19
99

68
陶
磁

加
守
田
章
二

K
A
M
O
D
A
 S
ho
ji

19
33

19
83

壺
19
67

69
陶
磁

六
代
清
水
六
兵
衞

K
IY
O
M
IZ
U
 R
ok
ub
ei
 V
I

19
01

19
80

秋
叢
花
瓶

19
70

70
陶
磁

楠
部
彌
弌

K
U
SU
BE
 Y
ai
ch
i

18
97

19
84

彩
筵
花
瓶
　
夏
日

19
76

71
陶
磁

栗
木
達
介

K
U
RI
K
I T
at
su
su
ke

19
43

銀
彩
紅
地
文
壺

19
84

72
陶
磁

森
野
泰
明

M
O
RI
N
O
 T
ai
m
ei

19
34

黒
銹
扁
壺

19
83

73
陶
磁

安
原
喜
明

Y
A
SU
H
A
RA
 K
im
ei

19
06

19
80

焼
締
花
器
　
港

19
54

74
ガ
ラ
ス

岩
田
藤
七

IW
A
T
A
 T
os
hi
ch
i

18
93

19
80

黒
牡
丹

19
64

75
ガ
ラ
ス

藤
田
喬
平

FU
JI
T
A
 K
yo
he
i

19
21

20
04

飾
箱
　
天
寿

19
84

76
染
織

伊
砂
利
彦

IS
A
 T
os
hi
hi
ko

19
24

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
前
奏
曲
集
　
交
代
す
る
三
度
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り

19
85

77
染
織

佐
野
猛
夫

SA
N
O
 T
ak
eo

19
13

19
95

翅
19
65

78
漆
工

大
西
忠
夫

O
N
IS
H
I  T
ad
ao

19
18

20
07

我
拝
師
山

19
77

79
漆
工

髙
橋
節
郎

T
A
K
A
H
A
SH
I  S
et
su
ro

19
14

20
07

森
響

20
02

80
漆
工

番
浦
省
吾

BA
N
'U
RA
 S
ho
go

19
01

19
82

双
象

19
72

81
金
工

越
智
健
三

O
CH
I  K
en
zo

19
29

19
81

樹
想

19
70

82
金
工

原
　
正
樹

H
A
RA
 M
as
ak
i

19
35

Br
as
sの
ト
ル
ソ
ー

19
68

83
金
工

三
代
宮
田
藍
堂
（
宏
平
）

M
IY
A
T
A
 R
an
do
u 
II
I (
K
oh
ei
)

19
26

20
07

森
の
神
様

19
63

84
竹
工

田
辺
一
竹
斎
（
二
代
竹
雲
斎
）

T
A
N
A
BE
 Ic
ch
ik
us
ai
 (C
hi
ku
un
sa
i I
I)

19
10

20
00

花
籃
　
静
日

19
79

85
人
形

川
上
南
甫

K
A
W
A
K
A
M
I  N
am
po

18
98

19
80

清
爽

19
54

　
ク
ラ
フ
ト

86
陶
磁

工
藤
省
治

K
U
D
O
 S
ho
ji

19
34

白
磁
蓋
付
鉢

19
95

87
陶
磁

黒
田
泰
蔵

K
U
RO
D
A
 T
ai
zo

19
46

鉢
20
00

88
漆
工

大
西
長
利

O
N
IS
H
I N
ag
at
os
hi

19
33

乾
漆
の
器
　
大
地

19
86

89
漆
工

角
　
偉
三
郎

K
A
D
O
 Is
ab
ur
o

19
40

20
05

溜
漆
椀

19
92

90
木
工

青
峰
重
倫

A
O
M
IN
E  
Sh
ig
em
ic
hi

19
16

20
01

ブ
ビ
ン
ガ
鉢

19
56

91
木
工

有
岡
良
益

A
RI
O
K
A
 R
yo
ek
i

19
30

肥
松
盛
鉢

19
95

92
金
工

中
村
ミ
ナ
ト

N
A
K
A
M
U
RA
 M
in
at
o

19
47

リ
ン
グ
 J
oi
nt

19
94

93
金
工

中
村
ミ
ナ
ト

N
A
K
A
M
U
RA
 M
in
at
o

19
47

リ
ン
グ
 O
ut
 o
f J
oi
nt

19
94

94
金
工

中
山
あ
や

N
A
K
A
Y
A
M
A
 A
ya

19
46

ペ
ン
ダ
ン
ト
 U
-0
01

19
76

95
金
工

平
松
保
城

H
IR
A
M
A
T
SU
 Y
as
uk
i

19
26

ブ
ロ
ー
チ
（
K
18
） 
1

19
78

96
金
工

平
松
保
城

H
IR
A
M
A
T
SU
 Y
as
uk
i

19
26

ブ
ロ
ー
チ
（
K
18
） 
2

19
78

　
前
衛
・
現
代
工
芸

97
染
織

福
本
潮
子

FU
K
U
M
O
T
O
 S
hi
ho
ko

19
45

時
空
3

19
93

98
染
織

八
幡
は
る
み

Y
A
H
A
T
A
 H
ar
um
i

19
56

食
卓

19
94

99
陶
磁

熊
倉
順
吉

K
U
M
A
K
U
RA
 J
un
ki
ch
i

19
20

19
85

僧
の
座

19
71

10
0

陶
磁

鈴
木
　
治

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
26

20
01

馬
19
82

10
1

陶
磁

田
嶋
悦
子

T
A
SH
IM
A
 E
ts
uk
o

19
59

Co
rn
uc
op
ia
 0
2-
X
I

20
02

10
2

陶
磁

中
村
錦
平

N
A
K
A
M
U
RA
 K
im
pe
i

19
35

日
本
趣
味
解
題
/閉
ジ
タ
石

19
88

10
3

陶
磁

深
見
陶
治

FU
K
A
M
I  S
ue
ha
ru

19
47

心
象
　
彼
方
へ

19
88

10
4

陶
磁

三
代
宮
永
東
山
（
理
吉
）

M
IY
A
N
A
GA
 T
oz
an
 II
I (
Ri
ki
ch
i)

19
35

山
中
暦
日
な
し

19
92

10
5

陶
磁

八
木
一
夫

Y
A
GI
 K
az
uo

19
18

19
79

黒
陶
　
環

19
67

10
6

陶
磁

柳
原
睦
夫

Y
A
N
A
GI
H
A
RA
, M
ut
su
o

19
34

破
顔
笑
口
壺

19
90

10
7

ガ
ラ
ス

高
橋
禎
彦

T
A
K
A
H
A
SH
I Y
os
hi
hi
ko

19
58

浮
か
ぶ
こ
と

20
04

10
8

ガ
ラ
ス

益
田
芳
徳

M
A
SU
D
A
 Y
os
hi
no
ri

19
34

オ
ブ
ジ
ェ
　
し
の
び
あ
し

19
77

10
9

漆
工

古
伏
脇
　
司

K
O
FU
SH
IW
A
K
I  T
su
ka
sa

19
61

乾
漆
車
箱
 0
4-
03

20
04

11
0

金
工

畠
山
耕
治

H
A
T
A
K
EY
A
M
A
 K
oj
i

19
56

A
 S
m
al
l, 
Li
tt
le
 T
hi
ng

19
98

11
1

人
形

四
谷
シ
モ
ン

Y
O
T
SU
Y
A
 S
hi
m
on

19
44

解
剖
学
の
少
年

19
83
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58
そ
の
他

江
里
佐
代
子

ER
I S
ay
ok
o

19
45

20
07

截
金
六
角
組
飾
筥
　
六
花
集
香

19
92

　
民
藝 59

陶
磁

河
井
寬
次
郎

K
A
W
A
I  K
an
jir
o

18
90

19
66

辰
砂
扁
壺

19
37

60
陶
磁

島
岡
達
三

SH
IM
A
O
K
A
 T
at
su
zo

19
19

20
07

塩
釉
象
嵌
縄
文
大
皿

19
88

61
陶
磁

浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

62
染
織

小
島
悳
次
郎

K
O
JI
M
A
 T
ok
uj
iro

19
12

19
96

紬
地
手
綱
絞
り
い
ろ
は
文
様
着
物

19
79

63
染
織

芹
沢
銈
介

SE
RI
ZA
W
A
 K
ei
su
ke

18
95

19
84

木
綿
地
藍
染
い
ろ
は
文
着
物

19
61

64
染
織

平
良
敏
子

T
A
IR
A
 T
os
hi
ko

19
21

芭
蕉
布
斜
角
取
縞
絣
着
物

19
70

65
木
工

黒
田
辰
秋

K
U
RO
D
A
 T
at
su
ak
i

19
04

19
82

溜
漆
欅
大
平
椀

19
74

　
創
作 66

陶
磁

加
藤
清
之

K
A
T
O
 K
iy
oy
uk
i

19
31

作
品
65

19
65

67
陶
磁

金
重
晃
介

K
A
N
ES
H
IG
E 
K
os
uk
e

19
43

備
前
花
器
　
海
か
ら

19
99

68
陶
磁

加
守
田
章
二

K
A
M
O
D
A
 S
ho
ji

19
33

19
83

壺
19
67

69
陶
磁

六
代
清
水
六
兵
衞

K
IY
O
M
IZ
U
 R
ok
ub
ei
 V
I

19
01

19
80

秋
叢
花
瓶

19
70

70
陶
磁

楠
部
彌
弌

K
U
SU
BE
 Y
ai
ch
i

18
97

19
84

彩
筵
花
瓶
　
夏
日

19
76

71
陶
磁

栗
木
達
介

K
U
RI
K
I T
at
su
su
ke

19
43

銀
彩
紅
地
文
壺

19
84

72
陶
磁

森
野
泰
明

M
O
RI
N
O
 T
ai
m
ei

19
34

黒
銹
扁
壺

19
83

73
陶
磁

安
原
喜
明

Y
A
SU
H
A
RA
 K
im
ei

19
06

19
80

焼
締
花
器
　
港

19
54

74
ガ
ラ
ス

岩
田
藤
七

IW
A
T
A
 T
os
hi
ch
i

18
93

19
80

黒
牡
丹

19
64

75
ガ
ラ
ス

藤
田
喬
平

FU
JI
T
A
 K
yo
he
i

19
21

20
04

飾
箱
　
天
寿

19
84

76
染
織

伊
砂
利
彦

IS
A
 T
os
hi
hi
ko

19
24

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
前
奏
曲
集
　
交
代
す
る
三
度
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り

19
85

77
染
織

佐
野
猛
夫

SA
N
O
 T
ak
eo

19
13

19
95

翅
19
65

78
漆
工

大
西
忠
夫

O
N
IS
H
I  T
ad
ao

19
18

20
07

我
拝
師
山

19
77

79
漆
工

髙
橋
節
郎

T
A
K
A
H
A
SH
I  S
et
su
ro

19
14

20
07

森
響

20
02

80
漆
工

番
浦
省
吾

BA
N
'U
RA
 S
ho
go

19
01

19
82

双
象

19
72

81
金
工

越
智
健
三

O
CH
I  K
en
zo

19
29

19
81

樹
想

19
70

82
金
工

原
　
正
樹

H
A
RA
 M
as
ak
i

19
35

Br
as
sの
ト
ル
ソ
ー

19
68

83
金
工

三
代
宮
田
藍
堂
（
宏
平
）

M
IY
A
T
A
 R
an
do
u 
II
I (
K
oh
ei
)

19
26

20
07

森
の
神
様

19
63

84
竹
工

田
辺
一
竹
斎
（
二
代
竹
雲
斎
）

T
A
N
A
BE
 Ic
ch
ik
us
ai
 (C
hi
ku
un
sa
i I
I)

19
10

20
00

花
籃
　
静
日

19
79

85
人
形

川
上
南
甫

K
A
W
A
K
A
M
I  N
am
po

18
98

19
80

清
爽

19
54

　
ク
ラ
フ
ト

86
陶
磁

工
藤
省
治

K
U
D
O
 S
ho
ji

19
34

白
磁
蓋
付
鉢

19
95

87
陶
磁

黒
田
泰
蔵

K
U
RO
D
A
 T
ai
zo

19
46

鉢
20
00

88
漆
工

大
西
長
利

O
N
IS
H
I N
ag
at
os
hi

19
33

乾
漆
の
器
　
大
地

19
86

89
漆
工

角
　
偉
三
郎

K
A
D
O
 Is
ab
ur
o

19
40

20
05

溜
漆
椀

19
92

90
木
工

青
峰
重
倫

A
O
M
IN
E  
Sh
ig
em
ic
hi

19
16

20
01

ブ
ビ
ン
ガ
鉢

19
56

91
木
工

有
岡
良
益

A
RI
O
K
A
 R
yo
ek
i

19
30

肥
松
盛
鉢

19
95

92
金
工

中
村
ミ
ナ
ト

N
A
K
A
M
U
RA
 M
in
at
o

19
47

リ
ン
グ
 J
oi
nt

19
94

93
金
工

中
村
ミ
ナ
ト

N
A
K
A
M
U
RA
 M
in
at
o

19
47

リ
ン
グ
 O
ut
 o
f J
oi
nt

19
94

94
金
工

中
山
あ
や

N
A
K
A
Y
A
M
A
 A
ya

19
46

ペ
ン
ダ
ン
ト
 U
-0
01

19
76

95
金
工

平
松
保
城

H
IR
A
M
A
T
SU
 Y
as
uk
i

19
26

ブ
ロ
ー
チ
（
K
18
） 
1

19
78

96
金
工

平
松
保
城

H
IR
A
M
A
T
SU
 Y
as
uk
i

19
26

ブ
ロ
ー
チ
（
K
18
） 
2

19
78

　
前
衛
・
現
代
工
芸

97
染
織

福
本
潮
子

FU
K
U
M
O
T
O
 S
hi
ho
ko

19
45

時
空
3

19
93

98
染
織

八
幡
は
る
み

Y
A
H
A
T
A
 H
ar
um
i

19
56

食
卓

19
94

99
陶
磁

熊
倉
順
吉

K
U
M
A
K
U
RA
 J
un
ki
ch
i

19
20

19
85

僧
の
座

19
71

10
0

陶
磁

鈴
木
　
治

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
26

20
01

馬
19
82

10
1

陶
磁

田
嶋
悦
子

T
A
SH
IM
A
 E
ts
uk
o

19
59

Co
rn
uc
op
ia
 0
2-
X
I

20
02

10
2

陶
磁

中
村
錦
平

N
A
K
A
M
U
RA
 K
im
pe
i

19
35

日
本
趣
味
解
題
/閉
ジ
タ
石

19
88

10
3

陶
磁

深
見
陶
治

FU
K
A
M
I  S
ue
ha
ru

19
47

心
象
　
彼
方
へ

19
88

10
4

陶
磁

三
代
宮
永
東
山
（
理
吉
）

M
IY
A
N
A
GA
 T
oz
an
 II
I (
Ri
ki
ch
i)

19
35

山
中
暦
日
な
し

19
92

10
5

陶
磁

八
木
一
夫

Y
A
GI
 K
az
uo

19
18

19
79

黒
陶
　
環

19
67

10
6

陶
磁

柳
原
睦
夫

Y
A
N
A
GI
H
A
RA
, M
ut
su
o

19
34

破
顔
笑
口
壺

19
90

10
7

ガ
ラ
ス

高
橋
禎
彦

T
A
K
A
H
A
SH
I Y
os
hi
hi
ko

19
58

浮
か
ぶ
こ
と

20
04

10
8

ガ
ラ
ス

益
田
芳
徳

M
A
SU
D
A
 Y
os
hi
no
ri

19
34

オ
ブ
ジ
ェ
　
し
の
び
あ
し

19
77

10
9

漆
工

古
伏
脇
　
司

K
O
FU
SH
IW
A
K
I  T
su
ka
sa

19
61

乾
漆
車
箱
 0
4-
03

20
04

11
0

金
工

畠
山
耕
治

H
A
T
A
K
EY
A
M
A
 K
oj
i

19
56

A
 S
m
al
l, 
Li
tt
le
 T
hi
ng

19
98

11
1

人
形

四
谷
シ
モ
ン

Y
O
T
SU
Y
A
 S
hi
m
on

19
44

解
剖
学
の
少
年

19
83
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③
「
近
代
工
芸
と
そ
の
源
流
」

源
　
流

N
o.

分
　
野

作
者
・
出
土
・
伝
来

生
年

没
年

作
　
品
　
名

年
　
代

所
　
蔵
　
先

1
陶
磁

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
時
代
中
期
／
紀
元
前
20
00
年
頃

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

2
陶
磁

埴
輪

琴
を
弾
く
男
子

古
墳
時
代
後
期
／
6-
7
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

3
陶
磁

渥
美

灰
釉
芦
鷺
文
三
耳
壺

平
安
時
代
末
期
／
12
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

4
陶
磁

瀬
戸

鉄
釉
巴
文
瓶
子

鎌
倉
時
代
末
期
／
14
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

5
漆
器

根
来

朱
漆
塗
湯
桶

室
町
時
代
／
15
世
紀

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

6
陶
磁

長
次
郎

黒
樂
茶
碗

桃
山
時
代
／
16
世
紀

個
人
蔵

7
漆
器

尾
花
に
葛
蒔
絵
硯
箱

桃
山
時
代
／
16
世
紀

文
化
庁

8
陶
磁

美
濃
窯

志
野
果
樹
文
鉢

桃
山
時
代
／
16
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

9
染
織

辻
が
花

紫
地
葵
紋
付
葵
の
葉
文
辻
ケ
花
染
羽
織

桃
山
－
江
戸
時
代
／
16
-1
7
世
紀

個
人
蔵

10
漆
器

伝
本
阿
弥
光
悦

樵
夫
蒔
絵
硯
箱

桃
山
－
江
戸
時
代
／
17
世
紀

M
O
A
美
術
館

11
陶
磁

仁
清

色
絵
若
松
図
茶
壺

江
戸
時
代
／
17
世
紀

文
化
庁

12
陶
磁

伊
万
里
･
柿
右
衛
門
様
式

色
絵
唐
人
物
文
大
蓋
物

江
戸
時
代
／
17
世
紀

文
化
庁

1 3
陶
磁

有
田
・
鍋
島
藩
様
式

色
絵
・
染
付
棕
櫚
葉
文
皿
　
一
対

江
戸
時
代
／
17
-1
8
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

14
染
織

能
装
束

江
戸
時
代
／
18
世
紀

個
人
蔵

近
代
工
芸

　
１
．
輸
出
工
芸
と
機
械
工
業
化

N
o.

分
　
野

作
　
家
　
名

生
年

没
年

作
　
品
　
名

年
　
代

所
　
蔵
　
先

1
陶
磁

七
代
錦
光
山
宗
兵
衛

18
68

19
27

上
絵
金
彩
花
鳥
図
蓋
付
飾
壺

18
68
-1
89
7

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
陶
磁

初
代
宮
川
香
山

18
42

19
16

色
入
菖
蒲
図
花
瓶

18
97
-1
91
2

東
京
国
立
近
代
美
術
館

3
金
工

鈴
木
長
吉

18
48

19
19

十
二
の
鷹

18
9 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
２
．
近
代
作
家
に
よ
る
工
芸
制
作
の
4
傾
向

　
　
　
①
西
洋
芸
術
思
潮
に
拠
る

４
陶
磁

板
谷
波
山

18
72

19
6 3

彩
磁
延
寿
文
水
指

19
42

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
陶
磁

富
本
憲
吉

18
86

19
6 3

色
絵
風
花
雪
月
角
皿

19
51

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
陶
磁

富
本
憲
吉

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
染
付
飾
皿
　
竹
林
月
夜

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

7
陶
磁

近
藤
悠
三

19
02

19
85

染
付
岩
文
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
日
本
の
古
典
に
拠
る

8
陶
磁

荒
川
豊
蔵

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
陶
磁

十
二
代
今
泉
今
右
衛
門

18
97

19
75

色
鍋
島
更
紗
文
八
角
大
皿

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
陶
磁

金
重
陶
陽

18
96

19
67

備
前
花
生

c.1
95
8

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
陶
磁

十
二
代
中
里
太
郎
右
衛
門

18
95

19
85

唐
津
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
陶
磁

三
輪
休
和

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

1 3
陶
磁

北
大
路
魯
山
人

18
83

19
59

織
部
蓋
物

c.1
94
0-
45

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
染
織

喜
多
川
平
朗

18
98

19
88

紅
地
菱
花
鳥
文
倭
錦

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
金
工

香
取
秀
真

18
74

19
54

雷
文
鋳
銅
花
瓶

19
31

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
に
拠
る

16
陶
磁

石
黒
宗
麿

18
9 3

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
陶
磁

加
藤
土
師
萌

19
00

19
68

紅
地
金
襴
手
菊
花
文
飾
壺

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
陶
磁

塚
本
快
示

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
民
芸
に
拠
る

19
陶
磁

河
井
寬
次
郎

18
90

19
66

花
鳥
図
壺

c.1
92
6

東
京
国
立
近
代
美
術
館

20
陶
磁

島
岡
達
三

19
19

20
08

塩
釉
象
嵌
縄
文
大
皿

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
陶
磁

浜
田
庄
司

18
94

19
78

鉄
絵
角
皿

19
54

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
陶
磁

浜
田
庄
司

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2 3
染
織

芹
沢
銈
介

18
95

19
84

紬
地
型
絵
染
二
曲
屏
風
　
晴
雨

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
３
．
現
代
の
工
芸
地
図

　
　
　
①
伝
統
工
芸

24
陶
磁

伊
勢
﨑
　
淳

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
陶
磁

伊
藤
赤
水

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

26
陶
磁

江
崎
一
生

19
18

19
92

灰
釉
大
皿

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

27
陶
磁

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

28
陶
磁

清
水
卯
一

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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③
「
近
代
工
芸
と
そ
の
源
流
」

源
　
流

N
o.

分
　
野

作
者
・
出
土
・
伝
来

生
年

没
年

作
　
品
　
名

年
　
代

所
　
蔵
　
先

1
陶
磁

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
時
代
中
期
／
紀
元
前
20
00
年
頃

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

2
陶
磁

埴
輪

琴
を
弾
く
男
子

古
墳
時
代
後
期
／
6-
7
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

3
陶
磁

渥
美

灰
釉
芦
鷺
文
三
耳
壺

平
安
時
代
末
期
／
12
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

4
陶
磁

瀬
戸

鉄
釉
巴
文
瓶
子

鎌
倉
時
代
末
期
／
14
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

5
漆
器

根
来

朱
漆
塗
湯
桶

室
町
時
代
／
15
世
紀

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

6
陶
磁

長
次
郎

黒
樂
茶
碗

桃
山
時
代
／
16
世
紀

個
人
蔵

7
漆
器

尾
花
に
葛
蒔
絵
硯
箱

桃
山
時
代
／
16
世
紀

文
化
庁

8
陶
磁

美
濃
窯

志
野
果
樹
文
鉢

桃
山
時
代
／
16
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

9
染
織

辻
が
花

紫
地
葵
紋
付
葵
の
葉
文
辻
ケ
花
染
羽
織

桃
山
－
江
戸
時
代
／
16
-1
7
世
紀

個
人
蔵

10
漆
器

伝
本
阿
弥
光
悦

樵
夫
蒔
絵
硯
箱

桃
山
－
江
戸
時
代
／
17
世
紀

M
O
A
美
術
館

11
陶
磁

仁
清

色
絵
若
松
図
茶
壺

江
戸
時
代
／
17
世
紀

文
化
庁

12
陶
磁

伊
万
里
･
柿
右
衛
門
様
式

色
絵
唐
人
物
文
大
蓋
物

江
戸
時
代
／
17
世
紀

文
化
庁

1 3
陶
磁

有
田
・
鍋
島
藩
様
式

色
絵
・
染
付
棕
櫚
葉
文
皿
　
一
対

江
戸
時
代
／
17
-1
8
世
紀

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

14
染
織

能
装
束

江
戸
時
代
／
18
世
紀

個
人
蔵

近
代
工
芸

　
１
．
輸
出
工
芸
と
機
械
工
業
化

N
o.

分
　
野

作
　
家
　
名

生
年

没
年

作
　
品
　
名

年
　
代

所
　
蔵
　
先

1
陶
磁

七
代
錦
光
山
宗
兵
衛

18
68

19
27

上
絵
金
彩
花
鳥
図
蓋
付
飾
壺

18
68
-1
89
7

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
陶
磁

初
代
宮
川
香
山

18
42

19
16

色
入
菖
蒲
図
花
瓶

18
97
-1
91
2

東
京
国
立
近
代
美
術
館

3
金
工

鈴
木
長
吉

18
48

19
19

十
二
の
鷹

18
9 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
２
．
近
代
作
家
に
よ
る
工
芸
制
作
の
4
傾
向

　
　
　
①
西
洋
芸
術
思
潮
に
拠
る

４
陶
磁

板
谷
波
山

18
72

19
6 3

彩
磁
延
寿
文
水
指

19
42

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
陶
磁

富
本
憲
吉

18
86

19
6 3

色
絵
風
花
雪
月
角
皿

19
51

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
陶
磁

富
本
憲
吉

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
染
付
飾
皿
　
竹
林
月
夜

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

7
陶
磁

近
藤
悠
三

19
02

19
85

染
付
岩
文
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
日
本
の
古
典
に
拠
る

8
陶
磁

荒
川
豊
蔵

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
陶
磁

十
二
代
今
泉
今
右
衛
門

18
97

19
75

色
鍋
島
更
紗
文
八
角
大
皿

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
陶
磁

金
重
陶
陽

18
96

19
67

備
前
花
生

c.1
95
8

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
陶
磁

十
二
代
中
里
太
郎
右
衛
門

18
95

19
85

唐
津
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
陶
磁

三
輪
休
和

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

1 3
陶
磁

北
大
路
魯
山
人

18
83

19
59

織
部
蓋
物

c.1
94
0-
45

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
染
織

喜
多
川
平
朗

18
98

19
88

紅
地
菱
花
鳥
文
倭
錦

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
金
工

香
取
秀
真

18
74

19
54

雷
文
鋳
銅
花
瓶

19
31

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
に
拠
る

16
陶
磁

石
黒
宗
麿

18
9 3

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
陶
磁

加
藤
土
師
萌

19
00

19
68

紅
地
金
襴
手
菊
花
文
飾
壺

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
陶
磁

塚
本
快
示

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
民
芸
に
拠
る

19
陶
磁

河
井
寬
次
郎

18
90

19
66

花
鳥
図
壺

c.1
92
6

東
京
国
立
近
代
美
術
館

20
陶
磁

島
岡
達
三

19
19

20
08

塩
釉
象
嵌
縄
文
大
皿

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
陶
磁

浜
田
庄
司

18
94

19
78

鉄
絵
角
皿

19
54

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
陶
磁

浜
田
庄
司

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2 3
染
織

芹
沢
銈
介

18
95

19
84

紬
地
型
絵
染
二
曲
屏
風
　
晴
雨

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
３
．
現
代
の
工
芸
地
図

　
　
　
①
伝
統
工
芸

24
陶
磁

伊
勢
﨑
　
淳

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
陶
磁

伊
藤
赤
水

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

26
陶
磁

江
崎
一
生

19
18

19
92

灰
釉
大
皿

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

27
陶
磁

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

28
陶
磁

清
水
卯
一

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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56
陶
磁

楠
部
彌
弌

18
97

19
84

彩
埏
花
瓶
　
山
帰
来

19
75

東
京
国
立
近
代
美
術
館

57
陶
磁

辻
　
清
明

19
27

20
08

球
と
方
形
の
対
話

19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

58
陶
磁

藤
平
　
伸

19
22

約
翰
（
ヨ
ハ
ネ
）
黙
示
録

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

59
陶
磁

森
野
泰
明

19
34

黒
銹
扁
壺

19
83

東
京
国
立
近
代
美
術
館

60
ガ
ラ
ス

藤
田
喬
平

19
21

20
04

飾
箱
　
天
寿

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

61
染
織

福
本
潮
子

19
45

時
空
3

19
9 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

62
金
工

越
智
健
三

19
29

19
81

樹
想

19
70

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6 3
金
工

三
代
宮
田
藍
堂
（
宏
平
）

19
26

20
07

森
の
神
様

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

64
竹
工
　

田
辺
一
竹
斎
（
二
代
竹
雲
斎
）

19
10

20
00

透
し
編
瓢
形
花
籃

c.1
9 3
9

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
ク
ラ
フ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

65
陶
磁

内
田
邦
夫

19
10

19
94

紅
茶
セ
ッ
ト

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

66
陶
磁

工
藤
省
治

19
34

白
磁
蓋
付
鉢

c.1
99
5

東
京
国
立
近
代
美
術
館

67
漆
芸

大
西
長
利

19
33

乾
漆
の
器
　
大
地

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

68
漆
芸

角
　
偉
三
郎

19
40

20
05

練
金
文
合
鹿
椀

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

69
金
工

平
松
保
城

19
26

ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
・
ウ
ェ
イ
ト

19
7 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

70
工
業
デ
ザ
イ
ン

森
　
正
洋

19
27

20
05

G
型
し
ょ
う
ゆ
さ
し
／
フ
ァ
ン
シ
ー
カ
ッ
プ

19
58
/1
96
9

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
前
衛
・
現
代
工
芸

71
陶
磁

鈴
木
　
治

19
26

20
01

鳥
19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

72
陶
磁

坪
井
明
日
香

19
32

京
都
地
図

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

73
陶
磁

中
村
錦
平

19
35

日
本
趣
味
解
題
 B

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

74
陶
磁

深
見
陶
治

19
47

宙
19
94

東
京
国
立
近
代
美
術
館

75
陶
磁

八
木
一
夫

19
18

19
79

黒
陶
 環

19
67

東
京
国
立
近
代
美
術
館

76
陶
磁

柳
原
睦
夫

19
34

破
顔
笑
口
壺

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

77
漆
芸

古
伏
脇
　
司

19
61

乾
漆
車
箱
　
04
-0
3

20
04

東
京
国
立
近
代
美
術
館

29
陶
磁

鈴
木
　
藏

19
34

志
野
水
指

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

30
陶
磁

田
村
耕
一

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
陶
磁

三
代
德
田
八
十
吉

19
33

20
09

耀
彩
華
文
鉢

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
陶
磁

中
島
　
宏

19
41

青
白
磁
壺

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
陶
磁

原
　
　
清

19
36

鈞
窯
壺

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
陶
磁

藤
本
能
道

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
陶
磁

藤
原
　
啓

18
99

19
8 3

備
前
大
徳
利
形
壺

19
71

東
京
国
立
近
代
美
術
館

36
陶
磁

松
井
康
成

19
27

20
03

練
上
繍
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
陶
磁

三
浦
小
平
二

19
33

20
06

青
磁
飾
り
壺

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
陶
磁

三
輪
壽
雪

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
陶
磁

十
五
代
樂
吉
左
衞
門

19
49

黒
茶
碗
　
月
華
千
峰

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
ガ
ラ
ス

青
野
武
市

19
21

金
赤
被
せ
椿
文
蓋
物

19
9 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
染
織

志
村
ふ
く
み

19
24

紬
織
着
物
　
水
煙

19
6 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

42
染
織

森
口
華
弘

19
09

20
08

駒
織
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
早
流

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
漆
芸

赤
地
友
哉

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
盛
器

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

44
漆
芸

音
丸
耕
堂

18
98

19
97

彫
漆
カ
ト
レ
ヤ
色
紙
箱

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

45
漆
芸

松
田
権
六

18
96

19
86

蒔
絵
螺
鈿
有
職
文
飾
箱

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

46
金
工

角
谷
一
圭

19
04

19
99

末
広
釜

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
金
工

鹿
島
一
谷

18
98

19
96

布
目
象
嵌
秋
之
譜
銀
水
指

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

48
金
工

高
村
豊
周

18
90

19
72

朱
銅
ま
ゆ
花
瓶

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

49
木
工

川
北
良
造

19
34

楓
造
盆

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

50
竹
工
　

生
野
祥
雲
斎

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
花
籃

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

51
人
形

鹿
児
島
寿
蔵

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

52
人
形

堀
　
柳
女

18
97

19
84

け
は
い

19
54

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5 3
截
金

斎
田
梅
亭

19
00

19
81

截
金
菱
花
文
飾
筥

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
創
作
工
芸
（
日
展
系
ほ
か
）

54
陶
磁

加
守
田
章
二

19
33

19
83

彩
色
壺

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

55
陶
磁

六
代
清
水
六
兵
衞

19
01

19
80

秋
叢
花
瓶

19
70

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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56
陶
磁

楠
部
彌
弌

18
97

19
84

彩
埏
花
瓶
　
山
帰
来

19
75

東
京
国
立
近
代
美
術
館

57
陶
磁

辻
　
清
明

19
27

20
08

球
と
方
形
の
対
話

19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

58
陶
磁

藤
平
　
伸

19
22

約
翰
（
ヨ
ハ
ネ
）
黙
示
録

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

59
陶
磁

森
野
泰
明

19
34

黒
銹
扁
壺

19
83

東
京
国
立
近
代
美
術
館

60
ガ
ラ
ス

藤
田
喬
平

19
21

20
04

飾
箱
　
天
寿

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

61
染
織

福
本
潮
子

19
45

時
空
3

19
9 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

62
金
工

越
智
健
三

19
29

19
81

樹
想

19
70

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6 3
金
工

三
代
宮
田
藍
堂
（
宏
平
）

19
26

20
07

森
の
神
様

19
63

東
京
国
立
近
代
美
術
館

64
竹
工
　

田
辺
一
竹
斎
（
二
代
竹
雲
斎
）

19
10

20
00

透
し
編
瓢
形
花
籃

c.1
9 3
9

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
ク
ラ
フ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

65
陶
磁

内
田
邦
夫

19
10

19
94

紅
茶
セ
ッ
ト

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

66
陶
磁

工
藤
省
治

19
34

白
磁
蓋
付
鉢

c.1
99
5

東
京
国
立
近
代
美
術
館

67
漆
芸

大
西
長
利

19
33

乾
漆
の
器
　
大
地

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

68
漆
芸

角
　
偉
三
郎

19
40

20
05

練
金
文
合
鹿
椀

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

69
金
工

平
松
保
城

19
26

ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
・
ウ
ェ
イ
ト

19
7 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

70
工
業
デ
ザ
イ
ン

森
　
正
洋

19
27

20
05

G
型
し
ょ
う
ゆ
さ
し
／
フ
ァ
ン
シ
ー
カ
ッ
プ

19
58
/1
96
9

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
前
衛
・
現
代
工
芸

71
陶
磁

鈴
木
　
治

19
26

20
01

鳥
19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

72
陶
磁

坪
井
明
日
香

19
32

京
都
地
図

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

73
陶
磁

中
村
錦
平

19
35

日
本
趣
味
解
題
 B

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

74
陶
磁

深
見
陶
治

19
47

宙
19
94

東
京
国
立
近
代
美
術
館

75
陶
磁

八
木
一
夫

19
18

19
79

黒
陶
 環

19
67

東
京
国
立
近
代
美
術
館

76
陶
磁

柳
原
睦
夫

19
34

破
顔
笑
口
壺

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

77
漆
芸

古
伏
脇
　
司

19
61

乾
漆
車
箱
　
04
-0
3

20
04

東
京
国
立
近
代
美
術
館

29
陶
磁

鈴
木
　
藏

19
34

志
野
水
指

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

30
陶
磁

田
村
耕
一

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
陶
磁

三
代
德
田
八
十
吉

19
33

20
09

耀
彩
華
文
鉢

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
陶
磁

中
島
　
宏

19
41

青
白
磁
壺

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
陶
磁

原
　
　
清

19
36

鈞
窯
壺

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
陶
磁

藤
本
能
道

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
陶
磁

藤
原
　
啓

18
99

19
8 3

備
前
大
徳
利
形
壺

19
71

東
京
国
立
近
代
美
術
館

36
陶
磁

松
井
康
成

19
27

20
03

練
上
繍
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
陶
磁

三
浦
小
平
二

19
33

20
06

青
磁
飾
り
壺

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
陶
磁

三
輪
壽
雪

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
陶
磁

十
五
代
樂
吉
左
衞
門

19
49

黒
茶
碗
　
月
華
千
峰

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
ガ
ラ
ス

青
野
武
市

19
21

金
赤
被
せ
椿
文
蓋
物

19
9 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
染
織

志
村
ふ
く
み

19
24

紬
織
着
物
　
水
煙

19
6 3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

42
染
織

森
口
華
弘

19
09

20
08

駒
織
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
早
流

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
漆
芸

赤
地
友
哉

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
盛
器

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

44
漆
芸

音
丸
耕
堂

18
98

19
97

彫
漆
カ
ト
レ
ヤ
色
紙
箱

19
92

東
京
国
立
近
代
美
術
館

45
漆
芸

松
田
権
六

18
96

19
86

蒔
絵
螺
鈿
有
職
文
飾
箱

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

46
金
工

角
谷
一
圭

19
04

19
99

末
広
釜

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
金
工

鹿
島
一
谷

18
98

19
96

布
目
象
嵌
秋
之
譜
銀
水
指

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

48
金
工

高
村
豊
周

18
90

19
72

朱
銅
ま
ゆ
花
瓶

19
64

東
京
国
立
近
代
美
術
館

49
木
工

川
北
良
造

19
34

楓
造
盆

19
78

東
京
国
立
近
代
美
術
館

50
竹
工
　

生
野
祥
雲
斎

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
花
籃

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

51
人
形

鹿
児
島
寿
蔵

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

52
人
形

堀
　
柳
女

18
97

19
84

け
は
い

19
54

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5 3
截
金

斎
田
梅
亭

19
00

19
81

截
金
菱
花
文
飾
筥

19
79

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
創
作
工
芸
（
日
展
系
ほ
か
）

54
陶
磁

加
守
田
章
二

19
33

19
83

彩
色
壺

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

55
陶
磁

六
代
清
水
六
兵
衞

19
01

19
80

秋
叢
花
瓶

19
70

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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④
「
日
本
の
近
代
陶
芸
」

N
o.

作
　
家
　
名

N
A
M
E

生
年

没
年

作
　
品
　
名

制
 作
 年

所
 　
　
 蔵

　
１
．
輸
出
工
芸
と
機
械
工
業
化

1
七
代
錦
光
山
宗
兵
衛

K
IN
K
O
ZA
N
 S
ob
ei
 V
II

18
68

19
27

上
絵
金
彩
花
鳥
図
蓋
付
飾
壺

18
68
-1
89
7

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
初
代
宮
川
香
山

M
IY
A
GA
W
A
 K
oz
an
 Ⅰ

18
42

19
16

大
礼
磁
草
花
文
高
杯

19
17

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
２
．
近
代
作
家
に
よ
る
工
芸
制
作
の
4傾
向

　
　
　
①
西
洋
芸
術
思
潮
に
拠
る

3
板
谷
波
山

IT
A
Y
A
 H
az
an

18
72

19
63

彩
磁
延
寿
文
水
指

19
42

東
京
国
立
近
代
美
術
館

4
富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
風
花
雪
月
角
皿

19
51

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
染
付
飾
皿
　
竹
林
月
夜

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
岩
文
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
日
本
の
古
典
に
拠
る

7
荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

8
十
二
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I  I
m
ae
m
on
 X
II

18
97

19
75

色
鍋
島
更
紗
文
八
角
大
皿

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E  
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
花
生

ｃ
.19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
十
二
代
中
里
太
郎
右
衛
門

N
A
K
A
ZA
T
O
 T
ar
oe
m
on
 X
II

18
95

19
85

唐
津
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
三
輪
休
和

M
IW
A
 K
yu
w
a

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
北
大
路
魯
山
人

K
IT
A
O
JI
 R
os
an
jin

18
83

19
59

織
部
蓋
物

c.1
94
0-
45

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
に
拠
る

1 3
石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

紅
地
金
襴
手
菊
花
文
飾
壺

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
塚
本
快
示

T
SU
K
A
M
O
T
O
 K
ai
ji

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
民
芸
に
拠
る

16
河
井
寬
次
郎

K
A
W
A
I  K
an
jir
o

18
90

19
66

花
鳥
図
壺

c.1
92
6

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
島
岡
達
三

SH
IM
A
O
K
A
 T
at
su
zo

19
19

20
08

塩
釉
象
嵌
縄
文
大
皿

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

鉄
絵
角
皿

19
54

東
京
国
立
近
代
美
術
館

19
浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
３
．
現
代
の
工
芸
地
図

　
　
　
①
伝
統
工
芸

20
伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
江
崎
一
生

EZ
A
K
I, 
Is
se
i

19
18

19
92

灰
釉
大
皿

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

23
十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

24
清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I O
sa
m
u

19
34

志
野
水
指

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

26
田
村
耕
一

T
A
M
U
RA
 K
oi
ch
i

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

27
三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

耀
彩
華
文
鉢

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

28
中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
 H
iro
sh
i

19
41

青
白
磁
壺

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

29
原
　
　
清

H
A
RA
 K
iy
os
hi

19
36

鈞
窯
壺

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

30
藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
藤
原
　
啓

FU
JI
W
A
RA
 K
ei

18
99

19
83

備
前
大
徳
利
形
壺

19
71

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
松
井
康
成

M
A
T
SU
I  K
os
ei

19
27

20
03

練
上
繍
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
三
浦
小
平
二

M
IU
RA
 K
oh
ei
ji

19
33

20
06

青
磁
飾
り
壺

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
三
輪
壽
雪

M
IW
A
 J
us
et
su

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
十
五
代
樂
　吉
左
衞
門

RA
K
U
 K
ic
hi
za
em
on
 X
V

19
49

黒
茶
碗
　
月
華
千
峰

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
創
作
工
芸
（
日
展
系
ほ
か
）

36
加
守
田
章
二

K
A
M
O
D
A
 S
ho
ji

19
33

19
83

彩
色
壺

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
六
代
清
水
六
兵
衞

K
IY
O
M
IZ
U
 R
ok
ub
ei
 V
I

19
01

19
80

秋
叢
花
瓶

19
70

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
楠
部
彌
弌

K
U
SU
BE
 Y
ai
ch
i

18
97

19
84

彩
埏
花
瓶
　
山
帰
来

19
75

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
辻
　
清
明

T
SU
JI
 S
ei
m
ei

19
27

20
08

球
と
方
形
の
対
話

19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
藤
平
　
伸

FU
JI
H
IR
A
 S
hi
n

19
22

約
翰
（
ヨ
ハ
ネ
）
黙
示
録

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
森
野
泰
明

M
O
RI
N
O
 T
ai
m
ei

19
34

黒
銹
扁
壺

19
83

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
ク
ラ
フ
ト

42
内
田
邦
夫

U
CH
ID
A
 K
un
io

19
10

19
94

紅
茶
セ
ッ
ト

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
工
藤
省
治

K
U
D
O
 S
ho
ji

19
34

白
磁
蓋
付
鉢

c.1
99
5

東
京
国
立
近
代
美
術
館

44
森
　
正
洋

M
O
RI
 M
as
ah
iro

19
27

20
05

G型
し
ょ
う
ゆ
さ
し
／
フ
ァ
ン
シ
ー
カ
ッ
プ

19
58
／
19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
前
衛
工
芸

45
鈴
木
　
治

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
26

20
01

鳥
19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

46
坪
井
明
日
香

T
SU
BO
I A
su
ka

19
32

京
都
地
図

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
中
村
錦
平

N
A
K
A
M
U
RA
 K
im
pe
i

19
35

日
本
趣
味
解
題
 B

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

48
深
見
陶
治

FU
K
A
M
I S
ue
ha
ru

19
47

宙
19
94

東
京
国
立
近
代
美
術
館

49
八
木
一
夫

Y
A
GI
 K
az
uo

19
18

19
79

黒
陶
　
環

19
67

東
京
国
立
近
代
美
術
館

50
柳
原
睦
夫

Y
A
N
A
GI
H
A
RA
 M
ut
su
o

19
34

破
顔
笑
口
壺

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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④
「
日
本
の
近
代
陶
芸
」

N
o.

作
　
家
　
名

N
A
M
E

生
年

没
年

作
　
品
　
名

制
 作
 年

所
 　
　
 蔵

　
１
．
輸
出
工
芸
と
機
械
工
業
化

1
七
代
錦
光
山
宗
兵
衛

K
IN
K
O
ZA
N
 S
ob
ei
 V
II

18
68

19
27

上
絵
金
彩
花
鳥
図
蓋
付
飾
壺

18
68
-1
89
7

東
京
国
立
近
代
美
術
館

2
初
代
宮
川
香
山

M
IY
A
GA
W
A
 K
oz
an
 Ⅰ

18
42

19
16

大
礼
磁
草
花
文
高
杯

19
17

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
２
．
近
代
作
家
に
よ
る
工
芸
制
作
の
4傾
向

　
　
　
①
西
洋
芸
術
思
潮
に
拠
る

3
板
谷
波
山

IT
A
Y
A
 H
az
an

18
72

19
63

彩
磁
延
寿
文
水
指

19
42

東
京
国
立
近
代
美
術
館

4
富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
風
花
雪
月
角
皿

19
51

東
京
国
立
近
代
美
術
館

5
富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
染
付
飾
皿
　
竹
林
月
夜

19
59

東
京
国
立
近
代
美
術
館

6
近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
岩
文
壺

19
60

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
日
本
の
古
典
に
拠
る

7
荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

東
京
国
立
近
代
美
術
館

8
十
二
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I  I
m
ae
m
on
 X
II

18
97

19
75

色
鍋
島
更
紗
文
八
角
大
皿

19
62

東
京
国
立
近
代
美
術
館

9
金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E  
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
花
生

ｃ
.19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

10
十
二
代
中
里
太
郎
右
衛
門

N
A
K
A
ZA
T
O
 T
ar
oe
m
on
 X
II

18
95

19
85

唐
津
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

11
三
輪
休
和

M
IW
A
 K
yu
w
a

18
95

19
81

萩
水
指

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

12
北
大
路
魯
山
人

K
IT
A
O
JI
 R
os
an
jin

18
83

19
59

織
部
蓋
物

c.1
94
0-
45

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
に
拠
る

1 3
石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
壺

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

14
加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

紅
地
金
襴
手
菊
花
文
飾
壺

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

15
塚
本
快
示

T
SU
K
A
M
O
T
O
 K
ai
ji

19
12

19
90

青
白
磁
彫
花
鉢

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
民
芸
に
拠
る

16
河
井
寬
次
郎

K
A
W
A
I  K
an
jir
o

18
90

19
66

花
鳥
図
壺

c.1
92
6

東
京
国
立
近
代
美
術
館

17
島
岡
達
三

SH
IM
A
O
K
A
 T
at
su
zo

19
19

20
08

塩
釉
象
嵌
縄
文
大
皿

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

18
浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

鉄
絵
角
皿

19
54

東
京
国
立
近
代
美
術
館

19
浜
田
庄
司

H
A
M
A
D
A
 S
ho
ji

18
94

19
78

青
釉
十
字
文
大
鉢

19
58

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
３
．
現
代
の
工
芸
地
図

　
　
　
①
伝
統
工
芸

20
伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

東
京
国
立
近
代
美
術
館

21
五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

22
江
崎
一
生

EZ
A
K
I, 
Is
se
i

19
18

19
92

灰
釉
大
皿

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

23
十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

東
京
国
立
近
代
美
術
館

24
清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

東
京
国
立
近
代
美
術
館

25
鈴
木
　
藏

SU
ZU
K
I O
sa
m
u

19
34

志
野
水
指

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

26
田
村
耕
一

T
A
M
U
RA
 K
oi
ch
i

19
18

19
87

黒
釉
流
芒
文
大
皿

19
61

東
京
国
立
近
代
美
術
館

27
三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

耀
彩
華
文
鉢

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

28
中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
 H
iro
sh
i

19
41

青
白
磁
壺

19
77

東
京
国
立
近
代
美
術
館

29
原
　
　
清

H
A
RA
 K
iy
os
hi

19
36

鈞
窯
壺

19
85

東
京
国
立
近
代
美
術
館

30
藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

東
京
国
立
近
代
美
術
館

31
藤
原
　
啓

FU
JI
W
A
RA
 K
ei

18
99

19
83

備
前
大
徳
利
形
壺

19
71

東
京
国
立
近
代
美
術
館

32
松
井
康
成

M
A
T
SU
I  K
os
ei

19
27

20
03

練
上
繍
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

東
京
国
立
近
代
美
術
館

33
三
浦
小
平
二

M
IU
RA
 K
oh
ei
ji

19
33

20
06

青
磁
飾
り
壺

19
89

東
京
国
立
近
代
美
術
館

34
三
輪
壽
雪

M
IW
A
 J
us
et
su

19
10

鬼
萩
茶
碗

19
97

東
京
国
立
近
代
美
術
館

35
十
五
代
樂
　吉
左
衞
門

RA
K
U
 K
ic
hi
za
em
on
 X
V

19
49

黒
茶
碗
　
月
華
千
峰

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
②
創
作
工
芸
（
日
展
系
ほ
か
）

36
加
守
田
章
二

K
A
M
O
D
A
 S
ho
ji

19
33

19
83

彩
色
壺

19
72

東
京
国
立
近
代
美
術
館

37
六
代
清
水
六
兵
衞

K
IY
O
M
IZ
U
 R
ok
ub
ei
 V
I

19
01

19
80

秋
叢
花
瓶

19
70

東
京
国
立
近
代
美
術
館

38
楠
部
彌
弌

K
U
SU
BE
 Y
ai
ch
i

18
97

19
84

彩
埏
花
瓶
　
山
帰
来

19
75

東
京
国
立
近
代
美
術
館

39
辻
　
清
明

T
SU
JI
 S
ei
m
ei

19
27

20
08

球
と
方
形
の
対
話

19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

40
藤
平
　
伸

FU
JI
H
IR
A
 S
hi
n

19
22

約
翰
（
ヨ
ハ
ネ
）
黙
示
録

19
91

東
京
国
立
近
代
美
術
館

41
森
野
泰
明

M
O
RI
N
O
 T
ai
m
ei

19
34

黒
銹
扁
壺

19
83

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
③
ク
ラ
フ
ト

42
内
田
邦
夫

U
CH
ID
A
 K
un
io

19
10

19
94

紅
茶
セ
ッ
ト

19
65

東
京
国
立
近
代
美
術
館

43
工
藤
省
治

K
U
D
O
 S
ho
ji

19
34

白
磁
蓋
付
鉢

c.1
99
5

東
京
国
立
近
代
美
術
館

44
森
　
正
洋

M
O
RI
 M
as
ah
iro

19
27

20
05

G型
し
ょ
う
ゆ
さ
し
／
フ
ァ
ン
シ
ー
カ
ッ
プ

19
58
／
19
69

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　
　
　
④
前
衛
工
芸

45
鈴
木
　
治

SU
ZU
K
I  O
sa
m
u

19
26

20
01

鳥
19
80

東
京
国
立
近
代
美
術
館

46
坪
井
明
日
香

T
SU
BO
I A
su
ka

19
32

京
都
地
図

19
76

東
京
国
立
近
代
美
術
館

47
中
村
錦
平

N
A
K
A
M
U
RA
 K
im
pe
i

19
35

日
本
趣
味
解
題
 B

19
88

東
京
国
立
近
代
美
術
館

48
深
見
陶
治

FU
K
A
M
I S
ue
ha
ru

19
47

宙
19
94

東
京
国
立
近
代
美
術
館

49
八
木
一
夫

Y
A
GI
 K
az
uo

19
18

19
79

黒
陶
　
環

19
67

東
京
国
立
近
代
美
術
館

50
柳
原
睦
夫

Y
A
N
A
GI
H
A
RA
 M
ut
su
o

19
34

破
顔
笑
口
壺

19
90

東
京
国
立
近
代
美
術
館
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⑤
「
現
代
工
芸
と
デ
ザ
イ
ン
―
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
を
中
心
と
し
て
」

N
o.

分
野

作
家
名
(和
)

作
家
名
(英
)

生
年

没
年

題
　
　
名

制
作
年

　
伝
統
工
芸

1
陶
磁

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

2
陶
磁

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
鉢

19
58

3
陶
磁

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

4
陶
磁

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

5
陶
磁

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

6
陶
磁

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

緑
地
釉
裏
金
彩
飾
壺

19
63

7
陶
磁

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E  
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

8
陶
磁

木
村
芳
郎

K
IM
U
RA
 Y
os
hi
ro

19
46

碧
釉
漣
文
器

19
99

9
陶
磁

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

10
陶
磁

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

11
陶
磁

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

12
陶
磁

鈴
木
藏

SU
ZU
K
I O
sa
m
u

19
34

志
野
水
指

19
91

13
陶
磁

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

14
陶
磁

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

15
陶
磁

中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
 H
iro
sh
i

19
41

青
瓷
線
彫
文
平
鉢

20
05

16
陶
磁

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

17
陶
磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

18
陶
磁

松
井
康
成

M
A
T
SU
I  K
os
ei

19
27

20
03

練
上
嘯
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

19
陶
磁

三
輪
壽
雪
（
十
一
代
休
雪
）

M
IW
A
 J
us
et
su
 (K
yu
se
ts
u 
X
I)

19
10

鬼
萩
窯
変
割
高
台
茶
碗
　
銘
 龍
神

19
98

20
染
織

鎌
倉
芳
太
郎

K
A
M
A
K
U
RA
 Y
os
hi
ta
ro

18
98

19
83

印
金
紅
型
秋
草
文
長
着

19
61

21
染
織

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

22
染
織

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

23
染
織

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
煙

19
63

24
染
織

鈴
田
照
次

SU
ZU
T
A
 T
er
uj
i

19
16

19
81

木
版
摺
更
紗
着
物
　
花
文

19
79

25
染
織

築
城
則
子

T
SU
IK
I N
or
ik
o

19
52

小
倉
縞
木
綿
帯
　
分
水
嶺

20
04

26
染
織

松
原
與
七

M
A
T
SU
BA
RA
 Y
os
hi
ch
i

19
37

藍
型
染
　
旋
律

19
68

27
染
織

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

28
染
織

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I K
ak
o

19
09

20
08

麗
光
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
梅
林

19
57

29
漆
工

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

30
漆
工

太
田
　
儔

O
T
A
 H
ito
sh
i

19
31

籃
胎
蒟
醤
文
箱
　
蝶

19
86

31
漆
工

大
場
松
魚

O
BA
 S
ho
gy
o

19
16

平
文
千
羽
鶴
の
箱

19
73

32
漆
工

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
銀
連
糸
茶
入

19
63

33
漆
工

小
森
邦
衞

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
喰
籠

19
99

34
漆
工

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I  Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

と
く
さ
蒔
絵
切
貝
水
指

19
84

35
漆
工

前
　
史
雄

M
A
E 
Fu
m
io

19
40

沈
金
箱
　
朝
霧

19
98

36
漆
工

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

縄
胎
乾
漆
朱
漆
鉢

19
91

37
漆
工

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
梅
花
食
籠

19
67

38
漆
工

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

39
漆
工

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

き
す
げ
蒔
絵
小
箪
笥

19
91

40
金
工

井
尾
敏
雄

IO
 T
os
hi
o

19
08

19
94

鍛
鉄
水
注

19
66

41
金
工

角
谷
一
圭

K
A
K
U
T
A
N
I I
kk
ei

19
04

19
99

末
広
釜

19
79

42
金
工

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
象
嵌
秋
之
譜
銀
水
指

19
78

43
金
工

高
村
豊
周

T
A
K
A
M
U
RA
 T
oy
oc
hi
ka

18
90

19
72

朱
銅
み
す
ぢ
花
入

19
65

44
金
工

内
藤
四
郎

N
A
IT
O
 S
hi
ro

19
07

19
88

銀
細
線
文
筥

19
76

45
金
工

長
野
垤
志

N
A
GA
N
O
 T
et
su
sh
i

19
00

19
77

は
じ
き
は
だ
田
口
釜

19
62

46
木
工

大
野
昭
和
斎

O
N
O
 S
ho
w
as
ai

19
12

19
96

桑
斑
柿
造
小
箱

19
93

47
木
工

川
北
良
造

K
A
W
A
GI
T
A
 R
yo
zo

19
34

欅
造
波
文
筋
大
鉢

19
64

48
木
工

氷
見
晃
堂

H
IM
I  K
od
o

19
06

19
75

唐
松
砂
磨
茶
箱

19
64

49
木
工

藤
嵜
一
正

FU
JI
SA
K
I K
az
um
as
a

19
43

五
木
拭
漆
八
角
皿

19
74

50
竹
工

飯
塚
琅
玕
斎

II
ZU
K
A
 R
ok
an
sa
i

18
90

19
58

花
籃
　
あ
ん
こ
う

19
57

51
竹
工

勝
城
蒼
鳳

K
A
T
SU
SH
IR
O
 S
oh
o

19
34

波
千
鳥
編
盛
籃
　
溪
流

19
83

52
竹
工

生
野
祥
雲
斎

SH
O
N
O
 S
ho
un
sa
i

19
04

19
74

紫
竹
ま
が
き
華
籃

19
68

53
竹
工

五
世
早
川
尚
古
斎

H
A
Y
A
K
A
W
A
 S
ho
ko
sa
i V

19
32

切
込
透
文
様
盛
物
籠

19
76

54
人
形

秋
山
信
子

A
K
IY
A
M
A
 N
ob
uk
o

19
28

大
月

19
78

55
人
形

鹿
児
島
寿
蔵

K
A
GO
SH
IM
A
 J
uz
o

18
98

19
82

紙
塑
人
形
　
大
森
み
や
げ

19
58

56
人
形

平
田
郷
陽

H
IR
A
T
A
, G
oy
o

19
03

19
81

清
泉

19
61

57
人
形

堀
　
柳
女

H
O
RI
 R
yu
jo

18
97

19
84

古
鏡

19
63

58
そ
の
他

江
里
佐
代
子

ER
I S
ay
ok
o

19
45

20
07

截
金
六
角
組
飾
筥
　
六
花
集
香

19
92

　
民
藝 59

陶
磁

河
井
寬
次
郎

K
A
W
A
I K
an
jir
o

18
90

19
66

辰
砂
扁
壺

19
37
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⑤
「
現
代
工
芸
と
デ
ザ
イ
ン
―
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
を
中
心
と
し
て
」

N
o.

分
野

作
家
名
(和
)

作
家
名
(英
)

生
年

没
年

題
　
　
名

制
作
年

　
伝
統
工
芸

1
陶
磁

荒
川
豊
蔵

A
RA
K
A
W
A
 T
oy
oz
o

18
94

19
85

志
野
茶
碗

19
57

2
陶
磁

石
黒
宗
麿

IS
H
IG
U
RO
 M
un
em
ar
o

18
93

19
68

黒
釉
褐
斑
鳥
文
鉢

19
58

3
陶
磁

伊
勢
﨑
　
淳

IS
EZ
A
K
I  J
un

19
36

備
前
黒
角
皿

20
05

4
陶
磁

五
代
伊
藤
赤
水

IT
O
 S
ek
isu
i V

19
41

無
名
異
練
上
鉢

19
85

5
陶
磁

十
三
代
今
泉
今
右
衛
門

IM
A
IZ
U
M
I I
m
ae
m
on
 X
II
I

19
26

20
01

色
鍋
島
薄
墨
草
花
文
鉢

19
78

6
陶
磁

加
藤
土
師
萌

K
A
T
O
 H
aj
im
e

19
00

19
68

緑
地
釉
裏
金
彩
飾
壺

19
63

7
陶
磁

金
重
陶
陽

K
A
N
ES
H
IG
E  
T
oy
o

18
96

19
67

備
前
大
鉢

19
57

8
陶
磁

木
村
芳
郎

K
IM
U
RA
 Y
os
hi
ro

19
46

碧
釉
漣
文
器

19
99

9
陶
磁

近
藤
悠
三

K
O
N
D
O
 Y
uz
o

19
02

19
85

染
付
柘
榴
文
壺

19
57

10
陶
磁

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

SA
K
A
ID
A
 K
ak
ie
m
on
 X
IV

19
34

濁
手
つ
つ
じ
文
鉢

19
86

11
陶
磁

清
水
卯
一

SH
IM
IZ
U
 U
ic
hi

19
26

20
04

青
磁
大
鉢

19
73

12
陶
磁

鈴
木
藏

SU
ZU
K
I O
sa
m
u

19
34

志
野
水
指

19
91

13
陶
磁

三
代
德
田
八
十
吉

T
O
K
U
D
A
 Y
as
ok
ic
hi
 II
I

19
33

20
09

燿
彩
鉢
　
創
生

19
91

14
陶
磁

富
本
憲
吉

T
O
M
IM
O
T
O
 K
en
ki
ch
i

18
86

19
63

色
絵
金
銀
彩
四
弁
花
文
飾
壺

19
60

15
陶
磁

中
島
　
宏

N
A
K
A
SH
IM
A
 H
iro
sh
i

19
41

青
瓷
線
彫
文
平
鉢

20
05

16
陶
磁

藤
本
能
道

FU
JI
M
O
T
O
 Y
os
hi
m
ic
hi

19
19

19
92

雪
白
釉
釉
描
加
彩
竹
雀
図
四
角
隅
切
筥

19
84

17
陶
磁

前
田
昭
博

M
A
ET
A
 A
ki
hi
ro

19
54

白
瓷
面
取
壺

19
96

18
陶
磁

松
井
康
成

M
A
T
SU
I  K
os
ei

19
27

20
03

練
上
嘯
裂
文
茜
手
大
壺

19
81

19
陶
磁

三
輪
壽
雪
（
十
一
代
休
雪
）

M
IW
A
 J
us
et
su
 (K
yu
se
ts
u 
X
I)

19
10

鬼
萩
窯
変
割
高
台
茶
碗
　
銘
 龍
神

19
98

20
染
織

鎌
倉
芳
太
郎

K
A
M
A
K
U
RA
 Y
os
hi
ta
ro

18
98

19
83

印
金
紅
型
秋
草
文
長
着

19
61

21
染
織

北
村
武
資

K
IT
A
M
U
RA
 T
ak
es
hi

19
35

浅
黄
地
透
文
羅
裂
地

19
96

22
染
織

小
宮
康
孝

K
O
M
IY
A
 Y
as
ut
ak
a

19
25

縮
緬
地
江
戸
小
紋
着
物
　
梨
の
切
口

19
76

23
染
織

志
村
ふ
く
み

SH
IM
U
RA
 F
uk
um
i

19
24

紬
織
着
物
　
水
煙

19
63

24
染
織

鈴
田
照
次

SU
ZU
T
A
 T
er
uj
i

19
16

19
81

木
版
摺
更
紗
着
物
　
花
文

19
79

25
染
織

築
城
則
子

T
SU
IK
I N
or
ik
o

19
52

小
倉
縞
木
綿
帯
　
分
水
嶺

20
04

26
染
織

松
原
與
七

M
A
T
SU
BA
RA
 Y
os
hi
ch
i

19
37

藍
型
染
　
旋
律

19
68

27
染
織

宗
廣
力
三

M
U
N
EH
IR
O
 R
ik
iz
o

19
14

19
89

縞
に
丸
文
ど
ぼ
ん
こ
染
淡
鼠
地
絣
着
物

19
84

28
染
織

森
口
華
弘

M
O
RI
GU
CH
I K
ak
o

19
09

20
08

麗
光
縮
緬
地
友
禅
訪
問
着
　
梅
林

19
57

29
漆
工

赤
地
友
哉

A
K
A
JI
 Y
us
ai

19
06

19
84

曲
輪
造
彩
漆
鉢

19
61

30
漆
工

太
田
　
儔

O
T
A
 H
ito
sh
i

19
31

籃
胎
蒟
醤
文
箱
　
蝶

19
86

31
漆
工

大
場
松
魚

O
BA
 S
ho
gy
o

19
16

平
文
千
羽
鶴
の
箱

19
73

32
漆
工

音
丸
耕
堂

O
T
O
M
A
RU
 K
od
o

18
98

19
97

彫
漆
銀
連
糸
茶
入

19
63

33
漆
工

小
森
邦
衞

K
O
M
O
RI
 K
un
ie

19
45

曲
輪
造
籃
胎
喰
籠

19
99

34
漆
工

田
口
善
国

T
A
GU
CH
I  Y
os
hi
ku
ni

19
23

19
98

と
く
さ
蒔
絵
切
貝
水
指

19
84

35
漆
工

前
　
史
雄

M
A
E 
Fu
m
io

19
40

沈
金
箱
　
朝
霧

19
98

36
漆
工

増
村
紀
一
郎

M
A
SU
M
U
RA
 K
iic
hi
ro

19
41

縄
胎
乾
漆
朱
漆
鉢

19
91

37
漆
工

増
村
益
城

M
A
SU
M
U
RA
 M
as
hi
ki

19
10

19
96

乾
漆
梅
花
食
籠

19
67

38
漆
工

松
田
権
六

M
A
T
SU
D
A
 G
on
ro
ku

18
96

19
86

蒔
絵
鷺
文
飾
箱

19
61

39
漆
工

室
瀬
和
美

M
U
RO
SE
 K
az
um
i

19
50

き
す
げ
蒔
絵
小
箪
笥

19
91

40
金
工

井
尾
敏
雄

IO
 T
os
hi
o

19
08

19
94

鍛
鉄
水
注

19
66

41
金
工

角
谷
一
圭

K
A
K
U
T
A
N
I I
kk
ei

19
04

19
99

末
広
釜

19
79

42
金
工

鹿
島
一
谷

K
A
SH
IM
A
 Ik
ko
ku

18
98

19
96

布
目
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「文化発信戦略に関する調査研究事業」検討委員会議事要旨
第１回

１　日　時　　平成21年10月29日㈭　14：00～16：30
２　場　所　　東京国立近代美術館　工芸館会議室
３　出席者　　外部委員：森口邦彦（重要無形文化財「友禅」保持者、（社）日本工芸会副理事長）
　　　　　　　　　　　　室瀬和美（重要無形文化財「蒔絵」保持者、（社）日本工芸会理事）
　　　　　　　　　　　　谷岡知子（国際陶芸アカデミーIAC日本事務局長）
　　　　　　　内部委員：青柳正規（独立行政法人国立美術館理事長、国立西洋美術館長）
　　　　　　　本　　部：石垣次長、小谷松室長
　　　　　　　東京国立近代美術館：金子工芸課長、諸山工芸室長
４　議　事
　　⑴　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会　概要及び設置目的・趣旨について
　　　　青柳理事長から資料１、２等に基づき説明があった。
　　⑵　平成21年度「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業計画について
　　　　金子工芸課長より、資料３等に基づき説明があった。
　　⑶　「ジャポニスム再興―わが国の工芸美術を国際社会に普及定着させる方策」について
　　　　金子工芸課長より、資料６等に基づき説明があった。
　　⑷　意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（凡例：□外部委員、■内部委員・事務局）
　　■日本工芸の文化的な継続性・洗練性・室内空間との調和は世界でも類を見ないものであり、その存続・

発展のために、戦略的・継続的な情報発信による国際的な認知度の向上が望まれる。本事業では、工
芸の美とともに、現代の美術界において重視されなくなっている技術的な“質”の高さも伝えていきたい。

　　□地場産業としての工芸は危機に瀕しており、工芸文化の海外発信は早期に行うことが望まれる。日本工
芸に対する海外市場のニーズの調査やパッケージ化されたメニュー案の作成よりも、海外美術館の学芸員
の意志や彼らがその国で必要と考える展覧会を知り、お互いに議論して内容を深めることが展覧会を成
功に導く唯一の方法だ。また、海外展を継続的に実施するためには、海外美術館と費用分担ができると
よいだろう。

　　□欧州で漆芸のワークショップを行ったが、予想以上に関心は高かった。日本で漆工芸のレベルが保たれ
ており、制作が続けられていることを知ってもらう良い機会となった。展覧会を実施する際は、先方の学
芸員の熱意が非常に重要だ。日本側の意向だけでは長期的にうまくいかない。英国・ヴィクトリア＆アル
バート美術館で開催したStudio Crafts展（平成７年）は、展覧会の規模よりも質が高く評価された。また、
展覧会企画はアイデアだけが重要な訳ではない。「工芸」という言葉の意味を英語の「Crafts」とのズレ
を含めて、日本の歴史・精神と絡めた形で海外に紹介すると良い。

　　□工芸は西洋的な芸術の体系とは異なる価値観に基づいている。工芸の本来の精神を平易な言葉で伝える
ことが大切だ。「ジャポニスム」という言葉はわかりやすいが、欧州ではあまり一般的な言葉でないので、
表現を変えた方が伝わりやすい。

　　□■日本語の「Kogei（工芸）」で発信する。同様に、「lacquer」のような英語表記はせずに、「Urushi
（漆）」と表記する。工芸を巡る環境は国ごとに異なるため、英語でCraftsをあてても、必ずしも正確に
理解されない。日本語の「Kogei」でその意味合いや内容を発信することが望ましい。

　　■工芸の存続・発展のためには、そのわざ・材料・作家と併せて受け手が重要である。海外に工芸の良い
受け手はまだ少ないため、海外の学芸員に仲介者となってもらい、受け手を育てていきたい。海外の学
芸員を日本に呼んで、共同研究を行っても良いだろう。

　　□工芸は生活の中で使用するものであるから、展示は空間の中でどのように使われているかがわかり、手に
とって体験できるコーナーがあると良い。また、展覧会とは異なるが、外務省と連携して在外の日本大使
館に工芸品を置いても良いだろう。加えて、日本の工芸は日本の若者に浸透していないため、国内の認
知度の底上げも重要だ。美術品としての工芸だけでなく、その用途や使用時の質感も伝えていきたい。

　　□海外展の開催は毎年でなく４～５年に１回各地を巡回するペースでもよい。
　　■本事業の目的は、工芸という良質な文化を継続させ、後継者が魅力を感じるものになるよう普及すること

〔参考資料〕
平成21年度
文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会委員

氏　名 所属・役職 委嘱先
（所属機関）

森口邦彦 重要無形文化財「友禅」保持者
㈳日本工芸会副理事長

室瀬和美 重要無形文化財「蒔絵」保持者
㈳日本工芸会理事

白石和己 山梨県立美術館館長 山梨県立美術館
内山武夫 美術評論家

谷岡知子 国際芸術アカデミーIAC
日本事務局長 株式会社陶額堂

青柳正規 独立行政法人国立美術館理事長
国立西洋美術館長 国立西洋美術館
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「文化発信戦略に関する調査研究事業」検討委員会議事要旨
第１回

１　日　時　　平成21年10月29日㈭　14：00～16：30
２　場　所　　東京国立近代美術館　工芸館会議室
３　出席者　　外部委員：森口邦彦（重要無形文化財「友禅」保持者、（社）日本工芸会副理事長）
　　　　　　　　　　　　室瀬和美（重要無形文化財「蒔絵」保持者、（社）日本工芸会理事）
　　　　　　　　　　　　谷岡知子（国際陶芸アカデミーIAC日本事務局長）
　　　　　　　内部委員：青柳正規（独立行政法人国立美術館理事長、国立西洋美術館長）
　　　　　　　本　　部：石垣次長、小谷松室長
　　　　　　　東京国立近代美術館：金子工芸課長、諸山工芸室長
４　議　事
　　⑴　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会　概要及び設置目的・趣旨について
　　　　青柳理事長から資料１、２等に基づき説明があった。
　　⑵　平成21年度「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業計画について
　　　　金子工芸課長より、資料３等に基づき説明があった。
　　⑶　「ジャポニスム再興―わが国の工芸美術を国際社会に普及定着させる方策」について
　　　　金子工芸課長より、資料６等に基づき説明があった。
　　⑷　意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（凡例：□外部委員、■内部委員・事務局）
　　■日本工芸の文化的な継続性・洗練性・室内空間との調和は世界でも類を見ないものであり、その存続・

発展のために、戦略的・継続的な情報発信による国際的な認知度の向上が望まれる。本事業では、工
芸の美とともに、現代の美術界において重視されなくなっている技術的な“質”の高さも伝えていきたい。

　　□地場産業としての工芸は危機に瀕しており、工芸文化の海外発信は早期に行うことが望まれる。日本工
芸に対する海外市場のニーズの調査やパッケージ化されたメニュー案の作成よりも、海外美術館の学芸員
の意志や彼らがその国で必要と考える展覧会を知り、お互いに議論して内容を深めることが展覧会を成
功に導く唯一の方法だ。また、海外展を継続的に実施するためには、海外美術館と費用分担ができると
よいだろう。

　　□欧州で漆芸のワークショップを行ったが、予想以上に関心は高かった。日本で漆工芸のレベルが保たれ
ており、制作が続けられていることを知ってもらう良い機会となった。展覧会を実施する際は、先方の学
芸員の熱意が非常に重要だ。日本側の意向だけでは長期的にうまくいかない。英国・ヴィクトリア＆アル
バート美術館で開催したStudio Crafts展（平成７年）は、展覧会の規模よりも質が高く評価された。また、
展覧会企画はアイデアだけが重要な訳ではない。「工芸」という言葉の意味を英語の「Crafts」とのズレ
を含めて、日本の歴史・精神と絡めた形で海外に紹介すると良い。

　　□工芸は西洋的な芸術の体系とは異なる価値観に基づいている。工芸の本来の精神を平易な言葉で伝える
ことが大切だ。「ジャポニスム」という言葉はわかりやすいが、欧州ではあまり一般的な言葉でないので、
表現を変えた方が伝わりやすい。

　　□■日本語の「Kogei（工芸）」で発信する。同様に、「lacquer」のような英語表記はせずに、「Urushi
（漆）」と表記する。工芸を巡る環境は国ごとに異なるため、英語でCraftsをあてても、必ずしも正確に
理解されない。日本語の「Kogei」でその意味合いや内容を発信することが望ましい。

　　■工芸の存続・発展のためには、そのわざ・材料・作家と併せて受け手が重要である。海外に工芸の良い
受け手はまだ少ないため、海外の学芸員に仲介者となってもらい、受け手を育てていきたい。海外の学
芸員を日本に呼んで、共同研究を行っても良いだろう。

　　□工芸は生活の中で使用するものであるから、展示は空間の中でどのように使われているかがわかり、手に
とって体験できるコーナーがあると良い。また、展覧会とは異なるが、外務省と連携して在外の日本大使
館に工芸品を置いても良いだろう。加えて、日本の工芸は日本の若者に浸透していないため、国内の認
知度の底上げも重要だ。美術品としての工芸だけでなく、その用途や使用時の質感も伝えていきたい。

　　□海外展の開催は毎年でなく４～５年に１回各地を巡回するペースでもよい。
　　■本事業の目的は、工芸という良質な文化を継続させ、後継者が魅力を感じるものになるよう普及すること

〔参考資料〕
平成21年度
文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会委員

氏　名 所属・役職 委嘱先
（所属機関）

森口邦彦 重要無形文化財「友禅」保持者
㈳日本工芸会副理事長

室瀬和美 重要無形文化財「蒔絵」保持者
㈳日本工芸会理事

白石和己 山梨県立美術館館長 山梨県立美術館
内山武夫 美術評論家

谷岡知子 国際芸術アカデミーIAC
日本事務局長 株式会社陶額堂

青柳正規 独立行政法人国立美術館理事長
国立西洋美術館長 国立西洋美術館
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である。このことは生活の質を考えることにつながると期待している。

５　配布資料
　　⑴　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会委員名簿
　　⑵　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会設置要項
　　⑶　平成21年度「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業計画
　　⑷　シンポジウムアンケート案
　　⑸　平成21年度　文化発信戦略に関する調査研究事業募集案内
　　⑹　「ジャポニスム再興―わが国の工芸美術を国際社会に普及定着させる方策」
　　⑺　シンポジウム　パンフレット

第２回　議事要旨

１　日　時　　平成22年２月９日㈫　11：00～12：00
２　場　所　　東京国立近代美術館　工芸館会議室
３　出席者　　外部委員：白石和己（山梨県立美術館館長）
　　　　　　　　　　　　森口邦彦（重要無形文化財「友禅」保持者、（社）日本工芸会副理事長）
　　　　　　　　　　　　室瀬和美（重要無形文化財「蒔絵」保持者、（社）日本工芸会理事）
　　　　　　　　　　　　谷岡知子（国際陶芸アカデミーIAC日本事務局長）
　　　　　　　内部委員：青柳正規（独立行政法人国立美術館理事長、国立西洋美術館長）
　　　　　　　本　　部：石垣次長、小谷松室長
　　　　　　　東京国立近代美術館：金子工芸課長、諸山工芸室長、唐澤展示室長
４　議　事
　　⑴　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）について
　　　金子工芸課長から資料４～７に基づき、事業完了報告書（案）の概要、日・英・仏・独・伊における調

査結果および展覧会企画案について説明があった。その後、石垣次長より、各委員の意見を踏まえて国
立美術館が事業完了報告書の内容をまとめることを説明し、委員会の了解を得た。

　　⑵　意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（凡例：□外部委員、■内部委員・事務局）
　　□近年は日本から海外へ発信する文化というとアニメや漫画が注目されているが、工芸のように日本文化の

基盤となっているものを紹介することは重要なことであり、積極的な展開を望む。海外における工芸展は、
これまで単発で行われてきたが、日本と海外の人のつながりも深化しつつあり、こうした点を足がかりに
海外発信が継続的なものとなることを期待したい。工芸シンポジウムのアンケート回答者は工芸に理解の
ある方 な々ので、一般の人に同じように工芸を理解してもらうことは難しいかもしれないが、普及を続けて
いく試みが重要だ。

　　■現状はご指摘のとおり単発の展覧会の開催に留まっているが、何らかの戦略があれば、より一層の普及
が図れたのではないかと思う。今年、ニースのアジア美術館（フランス）と展覧会の企画を進めていたが、
相手負担の輸送費約1,300万円に県議会の了承が出ず開催を断念した。先方からは将来日本側が経費の
一部を折半できれば、ぜひ開催したいとの回答を得ている。今後は資金確保のために文化庁と早期の折
衝を進めることや、展覧会での工芸品の展示即売、関連図録の販売といった工夫を行いたい。 

　　□今回の海外調査のように、海外とのつながりを今後も保っていくことが大切だ。日本側が展覧会経費の
一部負担など積極的な姿勢を示せば、受入側も方法を考えるだろう。

　　■「Crafting Beauty（わざの美：伝統工芸の50年）」展（大英博物館・2007年）はイタリアの美術館関係
者にも高く評価されていた。また、イタリア側からは、近現代工芸のみを紹介すると理解が難しいので、
工芸の流れを展示するために作品の約１割を伝統工芸にして欲しいというリクエストがあった。企画案は
この様な意見をふまえて作成した。

　　□そうした提案が出るということは、相手側も具体的に検討しているということ。メニュー案のような具体
的な資料があれば、受入館とそれを元に話し合いを進めることができる。また、巡回展形式は経費削減
の面で非常に有効な手段である。

　　□一つの海外美術館と10年程度の長期にわたる展示プロジェクトを行うことは可能か。長期で開催できれ
ば浸透力が強いのではないか。

　　■海外の美術館は人の異動や館の方針の変化が大きく、また館長の意向が強い。そのため、長期のプロジ
ェクトを継続できるかどうかは相手館のトップ次第だ。

　　□継続性と言えば、文化庁予算は工芸周辺の事業に数千万円を付けており、文化庁予算は割合と継続的に
取得することができる。また、今年か来年、文部科学省の文化審議会が前倒しで文化政策の見直しを行
うので、この中に工芸の海外発信が盛り込まれると文化庁の予算を取得しやすくなる。この方面では森
口委員の働きかけが有効だろう。

　　□海外展を開催する際は、しっかりした思想に基づいてメッセージを打ち出していく事が重要だ。工芸の受
け止め方は国ごとに大きな違いがあるため、工芸をオブジェの集合体として展示するのか、伝統的な生活
文化を支えてきた技術と日本文化に注目するのか、現代の視点から見た工芸と生活を提示するのか、展
覧会のコンセプトをきちんと詰めることが必要だ。フランスやイタリア、スイス、デンマークなど家やモノ
を大切にする国を最初にターゲットにするべきだろう。また、展覧会に止まらず、文化を介した平和活動
や、現地の伝統技術の継続のためのノウハウの紹介という形で国際交流を行うなど、別の切り口の海外
発信も可能ではないか。実績はまだ無いが、予算を文化庁以外から取得するなどして、この様な活動を
検討しても良い。質の高い工芸文化は世界中にある。日本の工芸を特殊なものと捉えずに、世界的な文
脈で再検討することが、まず日本国内で必要だ。海外展については、ケ・ブランリー美術館（フランス）
の「民藝の精神」展のように、インテレクチュアルな内容の展示が今後必要となる。

　　■デンマークや北欧など、工業化が進み過ぎずに物作りが残っている地域は工芸への意識が高い。そのよ
うな国で展覧会を開催すると良いかもしれない。

　　□展覧会は総花的なものだけでなく、作家や作品ジャンルに絞ったものなど、変化を付けて行うと良いが、
同時に作家を含めた現地との人的交流を行うことで発信の成果が何倍にもなる。現状は作家についての
情報発信も不足している。現地情報の収集を含め、人を介した交流が必要だ。また、アイデアや企画を
外務省など省庁の枠を超えてアピールするとよい。 

　　□海外展では、日本の伝統的な建築の中での工芸品の使い方を紹介した上で、開催国の住空間と工芸品
の組み合わせを作家に提案してもらい、紹介するといった展示を行ってはどうか。

　　□現在ベルリン宮殿の外壁の復元プロジェクトが進められており、宮殿内は他国文化の発信の場とすること
が決まっている。展示スペースは巨大なものとなるので、大使館や外務省を通じて、日本工芸の展示ス
ペースを設けることを働きかけてはどうか。このような海外の情報を収集し、アプローチをしていくことが
大切だ。海外で工芸を紹介する際は、伝統的なものと併せて現代作品も展示すると良い。

　　□文化政策的なものは、費用がかかるだけでお荷物だと言われるが、このような意識を払拭したい。文化
と文化以外のものを組み合わせて発信することで、成果を見えやすくすることが出来るのではないか。

５　配布資料
　　⑴　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会（第１回）議事要旨
　　⑵　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会委員名簿
　　⑶　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業計画
　　⑷　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）
　　⑸　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）
　　　日本の近代工芸に関するニーズの調査・分析について
　　　⑴　国内（アンケート調査の実施と分析）
　　　⑵　海外（実地調査の実施と分析）
　　⑹　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）
　　　日本の近代工芸を海外に発信するための企画案について
　　⑺　工芸シンポジウム「日本工芸の国際性」パンフレット
　　⑻　青柳理事長基調講演「わが国の至宝」（参照：『和樂』№101掲載）
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である。このことは生活の質を考えることにつながると期待している。

５　配布資料
　　⑴　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会委員名簿
　　⑵　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会設置要項
　　⑶　平成21年度「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業計画
　　⑷　シンポジウムアンケート案
　　⑸　平成21年度　文化発信戦略に関する調査研究事業募集案内
　　⑹　「ジャポニスム再興―わが国の工芸美術を国際社会に普及定着させる方策」
　　⑺　シンポジウム　パンフレット

第２回　議事要旨

１　日　時　　平成22年２月９日㈫　11：00～12：00
２　場　所　　東京国立近代美術館　工芸館会議室
３　出席者　　外部委員：白石和己（山梨県立美術館館長）
　　　　　　　　　　　　森口邦彦（重要無形文化財「友禅」保持者、（社）日本工芸会副理事長）
　　　　　　　　　　　　室瀬和美（重要無形文化財「蒔絵」保持者、（社）日本工芸会理事）
　　　　　　　　　　　　谷岡知子（国際陶芸アカデミーIAC日本事務局長）
　　　　　　　内部委員：青柳正規（独立行政法人国立美術館理事長、国立西洋美術館長）
　　　　　　　本　　部：石垣次長、小谷松室長
　　　　　　　東京国立近代美術館：金子工芸課長、諸山工芸室長、唐澤展示室長
４　議　事
　　⑴　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）について
　　　金子工芸課長から資料４～７に基づき、事業完了報告書（案）の概要、日・英・仏・独・伊における調

査結果および展覧会企画案について説明があった。その後、石垣次長より、各委員の意見を踏まえて国
立美術館が事業完了報告書の内容をまとめることを説明し、委員会の了解を得た。

　　⑵　意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（凡例：□外部委員、■内部委員・事務局）
　　□近年は日本から海外へ発信する文化というとアニメや漫画が注目されているが、工芸のように日本文化の

基盤となっているものを紹介することは重要なことであり、積極的な展開を望む。海外における工芸展は、
これまで単発で行われてきたが、日本と海外の人のつながりも深化しつつあり、こうした点を足がかりに
海外発信が継続的なものとなることを期待したい。工芸シンポジウムのアンケート回答者は工芸に理解の
ある方 な々ので、一般の人に同じように工芸を理解してもらうことは難しいかもしれないが、普及を続けて
いく試みが重要だ。

　　■現状はご指摘のとおり単発の展覧会の開催に留まっているが、何らかの戦略があれば、より一層の普及
が図れたのではないかと思う。今年、ニースのアジア美術館（フランス）と展覧会の企画を進めていたが、
相手負担の輸送費約1,300万円に県議会の了承が出ず開催を断念した。先方からは将来日本側が経費の
一部を折半できれば、ぜひ開催したいとの回答を得ている。今後は資金確保のために文化庁と早期の折
衝を進めることや、展覧会での工芸品の展示即売、関連図録の販売といった工夫を行いたい。 

　　□今回の海外調査のように、海外とのつながりを今後も保っていくことが大切だ。日本側が展覧会経費の
一部負担など積極的な姿勢を示せば、受入側も方法を考えるだろう。

　　■「Crafting Beauty（わざの美：伝統工芸の50年）」展（大英博物館・2007年）はイタリアの美術館関係
者にも高く評価されていた。また、イタリア側からは、近現代工芸のみを紹介すると理解が難しいので、
工芸の流れを展示するために作品の約１割を伝統工芸にして欲しいというリクエストがあった。企画案は
この様な意見をふまえて作成した。

　　□そうした提案が出るということは、相手側も具体的に検討しているということ。メニュー案のような具体
的な資料があれば、受入館とそれを元に話し合いを進めることができる。また、巡回展形式は経費削減
の面で非常に有効な手段である。

　　□一つの海外美術館と10年程度の長期にわたる展示プロジェクトを行うことは可能か。長期で開催できれ
ば浸透力が強いのではないか。

　　■海外の美術館は人の異動や館の方針の変化が大きく、また館長の意向が強い。そのため、長期のプロジ
ェクトを継続できるかどうかは相手館のトップ次第だ。

　　□継続性と言えば、文化庁予算は工芸周辺の事業に数千万円を付けており、文化庁予算は割合と継続的に
取得することができる。また、今年か来年、文部科学省の文化審議会が前倒しで文化政策の見直しを行
うので、この中に工芸の海外発信が盛り込まれると文化庁の予算を取得しやすくなる。この方面では森
口委員の働きかけが有効だろう。

　　□海外展を開催する際は、しっかりした思想に基づいてメッセージを打ち出していく事が重要だ。工芸の受
け止め方は国ごとに大きな違いがあるため、工芸をオブジェの集合体として展示するのか、伝統的な生活
文化を支えてきた技術と日本文化に注目するのか、現代の視点から見た工芸と生活を提示するのか、展
覧会のコンセプトをきちんと詰めることが必要だ。フランスやイタリア、スイス、デンマークなど家やモノ
を大切にする国を最初にターゲットにするべきだろう。また、展覧会に止まらず、文化を介した平和活動
や、現地の伝統技術の継続のためのノウハウの紹介という形で国際交流を行うなど、別の切り口の海外
発信も可能ではないか。実績はまだ無いが、予算を文化庁以外から取得するなどして、この様な活動を
検討しても良い。質の高い工芸文化は世界中にある。日本の工芸を特殊なものと捉えずに、世界的な文
脈で再検討することが、まず日本国内で必要だ。海外展については、ケ・ブランリー美術館（フランス）
の「民藝の精神」展のように、インテレクチュアルな内容の展示が今後必要となる。

　　■デンマークや北欧など、工業化が進み過ぎずに物作りが残っている地域は工芸への意識が高い。そのよ
うな国で展覧会を開催すると良いかもしれない。

　　□展覧会は総花的なものだけでなく、作家や作品ジャンルに絞ったものなど、変化を付けて行うと良いが、
同時に作家を含めた現地との人的交流を行うことで発信の成果が何倍にもなる。現状は作家についての
情報発信も不足している。現地情報の収集を含め、人を介した交流が必要だ。また、アイデアや企画を
外務省など省庁の枠を超えてアピールするとよい。 

　　□海外展では、日本の伝統的な建築の中での工芸品の使い方を紹介した上で、開催国の住空間と工芸品
の組み合わせを作家に提案してもらい、紹介するといった展示を行ってはどうか。

　　□現在ベルリン宮殿の外壁の復元プロジェクトが進められており、宮殿内は他国文化の発信の場とすること
が決まっている。展示スペースは巨大なものとなるので、大使館や外務省を通じて、日本工芸の展示ス
ペースを設けることを働きかけてはどうか。このような海外の情報を収集し、アプローチをしていくことが
大切だ。海外で工芸を紹介する際は、伝統的なものと併せて現代作品も展示すると良い。

　　□文化政策的なものは、費用がかかるだけでお荷物だと言われるが、このような意識を払拭したい。文化
と文化以外のものを組み合わせて発信することで、成果を見えやすくすることが出来るのではないか。

５　配布資料
　　⑴　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会（第１回）議事要旨
　　⑵　文化発信戦略に関する調査研究事業検討委員会委員名簿
　　⑶　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業計画
　　⑷　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）
　　⑸　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）
　　　日本の近代工芸に関するニーズの調査・分析について
　　　⑴　国内（アンケート調査の実施と分析）
　　　⑵　海外（実地調査の実施と分析）
　　⑹　「文化発信戦略に関する調査研究事業」事業完了報告書（案）
　　　日本の近代工芸を海外に発信するための企画案について
　　⑺　工芸シンポジウム「日本工芸の国際性」パンフレット
　　⑻　青柳理事長基調講演「わが国の至宝」（参照：『和樂』№101掲載）
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ジャポニスム再興プロジェクト

工芸シンポジウム「日本工芸の国際性」

　　　　　　期日：平成21年11月４日㈬
　　　　　　会場：有楽町朝日ホール
　　　　　　主催：独立行政法人国立美術館／社団法人日本工芸会／朝日新聞社
　　　　　　協賛：ポーラ伝統文化振興財団

文化庁長官あいさつ
	 玉井日出夫
　平成21年３月、文化庁の「文化発信戦略に関する懇談会」において、「日本文化への理解と関心を高
めるための文化発信の取組について」の報告がとりまとめられました。この報告では、すみやかに着手す
べき事項として、「日本への関心の高い国に対して、その関心分野や鑑賞者層に対応した発信ができるよ
う企画のメニュー化を図ることにより、戦略的・効果的な文化発信を推進する」ことが提言されました。
本シンポジウムは、この提言を受けて実施される文化庁の委託調査研究である「文化発信戦略に関する
調査研究事業」の一環として開催されるものです。
　本シンポジウムの開催により、日本の工芸の文化的価値の高さと、海外に向けた文化発信を推進する
上での重要性について、あらためて認識が深められるものと期待しております。

　　　　当日のプログラム ―――――――――――――――――――――

　　　　　12：30　　開場
　　　　　13：00　　開演　開会の辞
　　　　　13：15　　基調講演　青柳正規
	 　　　　　「わが国の至宝」
　　　　　14：00　　休憩
　　　　　14：15　　シンポジウム開演
　　　　　　　　　　青柳正規、ニコル・クーリジ・ルーマニエール、森口邦彦、
　　　　　　　　　　室瀬和美、花塚久美子、山本寛斎
　　　　　16：30　　終演

　　パネラー：青柳正規（独立行政法人国立美術館理事長・国立西洋美術館長）
　　　　　　　ニコル・クーリジ・ルーマニエール（セインズベリー日本藝術研究所所長）
　　　　　　　森口邦彦（重要無形文化財「友禅」保持者、（社）日本工芸会副理事長）
　　　　　　　室瀬和美（重要無形文化財「蒔絵」保持者、（社）日本工芸会理事）
　　　　　　　花塚久美子（『和樂』編集長）
　　　　　　　山本寛斎（デザイナー／プロデューサー）
　　　　司会：金子賢治（東京国立近代美術館工芸課長）

基調講演「わが国の至宝」
　　　　　　　　　青柳正規

　ジャポニスムという言葉は皆さんご存じの通り、19世紀後半にヨーロッパで大変な人気を博した
一種の文化運動、美術・造形に関する分野ですけれども、そういう状況をもう一回、21世紀に再構
築してみようじゃないか、ということの提案をこれからお話し申し上げます。
　昔、世界を認識する場合、一番簡単な仕方は、「自分が住んでいるところだけをよく知っている」
ということです。「知っている世界」、それと「知らない世界」を明確に区別する方法なんですね。
紀元前３世紀、今から2300年くらい前にエジプトのアレクサンドリアに有名な図書館ができます。
この図書館というのは、実は本を集めているだけのところではなくて、植物や動物やあるいはさま
ざまな鉱物、岩石までも集めた、一種の総合博物館みたいなところだったんです。ところが最近に
なると特にこの30年間くらいで、いろんな地域がレース編みのようにいろんな形でつながるように
なっています。しかもこのつながりというのは、こういう平面的なつながりではなくて、立体的な
つながりになります。インターネット自体も、この連鎖性というものが、現代社会を象徴する非常
に大きな要素の、性格の一つです。国の範囲というか、国の輪郭というものがだんだん曖昧になっ
てきているんです。この曖昧性とか、国が決めた国境を越えてさまざまな行動や活動ができるよう
になってきているという越域性、ボーダレスですね、そういうものも今現在この地球上の特徴にな
りつつあるかと思われます。このような状況になった中で、文化や文明の多様性ということがさか
んに唱えられています。この多様性、ダイバスティというのは、文化や文明をいうことが最初では
なくて、実は生物の多様性ということがいわれ始めて注目されるようになってきた言葉です。
　我々の文明や文化も、さまざまな文明や文化があることによって、この地球というものが維持さ
れていて、しかも違う文化と違う文化が接触することでさらに活力を得て、あるいは新しいヒント
を得て、次の段階に展開していく。そういうためにこの多様性が非常に重要な課題である。という
ことが、ちょうどミレニアムの頃に取り上げられていきました。
　事実、申し上げたように、地球上での連鎖性というのが、結びつきがさまざまになりつつある。
多様性多様性といっても、その多様性を構成している本当の基本的な要素が何と何であるかという
のは、具体的に把握していないですね。それほど、多様性というものが大切だといわれているけ
れども、実際の根底のところでは本当の地道な把握のされ方はまだなされていない。それから、国
際化やグローバル化が進んでいるために、特にサブカルチャーの部分とかあるいはポップカルチャ
ーの部分だとは思いますが、異なる文化というものが世界的にどんどん侵入し始めていて、それぞ
れの地域や民族あるいは国の文化や文明の独自性というものが薄れていっているところがあります。
そういうようなことで、この多様性というものが損なわれつつあるからこそ、今現在多様性という
ものが大切なんだということが強調されているわけです。そのなかで、日本の工芸というものは独
自性をもって、伝統性をもったすばらしい質を持っている造形ジャンルです。
　では、そういう世界的に誇れる造形美術というか、美術が美術であるためにはどういう要件が必
要なのかというと――これはもう美術だけではなくて、音楽でも演劇でも文学でも何でもそうです
けれども、まず第一にユニークであるということですね。他に同じようなものがないということ。
これが非常に重要なことです。ユニークであることがまず重要です。
　残念ながら創作というか、本当の創造のできる範囲というのがだんだん狭くなっているんです。
これが、芸術家たちが一番困るところなんですけどね。ユニークであることを発揮するために。だ
けどもそれを乗り越えてさまざまな新しいことを、クリエーターやあるいは作家たちはやってきて
いる。だけど、おそらく昔のほうがクリエーターであることがはるかに容易であったと思われます。
　それから第二には、自分自身の自己満足に終わらないように、自分が何かを作ったらそれを鑑賞
してくれる人、見てくれる人たちが、感動やあるいは共感をもつことのできる作品であること。第
三には、ある一定の範囲の違う文明や文化に属している人達にも同じような理解やあるいは感動・
共感を与えることができること。第四に、美術の場合には造形でしか表現できないことを表現して
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ジャポニスム再興プロジェクト

工芸シンポジウム「日本工芸の国際性」

　　　　　　期日：平成21年11月４日㈬
　　　　　　会場：有楽町朝日ホール
　　　　　　主催：独立行政法人国立美術館／社団法人日本工芸会／朝日新聞社
　　　　　　協賛：ポーラ伝統文化振興財団

文化庁長官あいさつ
	 玉井日出夫
　平成21年３月、文化庁の「文化発信戦略に関する懇談会」において、「日本文化への理解と関心を高
めるための文化発信の取組について」の報告がとりまとめられました。この報告では、すみやかに着手す
べき事項として、「日本への関心の高い国に対して、その関心分野や鑑賞者層に対応した発信ができるよ
う企画のメニュー化を図ることにより、戦略的・効果的な文化発信を推進する」ことが提言されました。
本シンポジウムは、この提言を受けて実施される文化庁の委託調査研究である「文化発信戦略に関する
調査研究事業」の一環として開催されるものです。
　本シンポジウムの開催により、日本の工芸の文化的価値の高さと、海外に向けた文化発信を推進する
上での重要性について、あらためて認識が深められるものと期待しております。

　　　　当日のプログラム ―――――――――――――――――――――

　　　　　12：30　　開場
　　　　　13：00　　開演　開会の辞
　　　　　13：15　　基調講演　青柳正規
	 　　　　　「わが国の至宝」
　　　　　14：00　　休憩
　　　　　14：15　　シンポジウム開演
　　　　　　　　　　青柳正規、ニコル・クーリジ・ルーマニエール、森口邦彦、
　　　　　　　　　　室瀬和美、花塚久美子、山本寛斎
　　　　　16：30　　終演

　　パネラー：青柳正規（独立行政法人国立美術館理事長・国立西洋美術館長）
　　　　　　　ニコル・クーリジ・ルーマニエール（セインズベリー日本藝術研究所所長）
　　　　　　　森口邦彦（重要無形文化財「友禅」保持者、（社）日本工芸会副理事長）
　　　　　　　室瀬和美（重要無形文化財「蒔絵」保持者、（社）日本工芸会理事）
　　　　　　　花塚久美子（『和樂』編集長）
　　　　　　　山本寛斎（デザイナー／プロデューサー）
　　　　司会：金子賢治（東京国立近代美術館工芸課長）

基調講演「わが国の至宝」
　　　　　　　　　青柳正規

　ジャポニスムという言葉は皆さんご存じの通り、19世紀後半にヨーロッパで大変な人気を博した
一種の文化運動、美術・造形に関する分野ですけれども、そういう状況をもう一回、21世紀に再構
築してみようじゃないか、ということの提案をこれからお話し申し上げます。
　昔、世界を認識する場合、一番簡単な仕方は、「自分が住んでいるところだけをよく知っている」
ということです。「知っている世界」、それと「知らない世界」を明確に区別する方法なんですね。
紀元前３世紀、今から2300年くらい前にエジプトのアレクサンドリアに有名な図書館ができます。
この図書館というのは、実は本を集めているだけのところではなくて、植物や動物やあるいはさま
ざまな鉱物、岩石までも集めた、一種の総合博物館みたいなところだったんです。ところが最近に
なると特にこの30年間くらいで、いろんな地域がレース編みのようにいろんな形でつながるように
なっています。しかもこのつながりというのは、こういう平面的なつながりではなくて、立体的な
つながりになります。インターネット自体も、この連鎖性というものが、現代社会を象徴する非常
に大きな要素の、性格の一つです。国の範囲というか、国の輪郭というものがだんだん曖昧になっ
てきているんです。この曖昧性とか、国が決めた国境を越えてさまざまな行動や活動ができるよう
になってきているという越域性、ボーダレスですね、そういうものも今現在この地球上の特徴にな
りつつあるかと思われます。このような状況になった中で、文化や文明の多様性ということがさか
んに唱えられています。この多様性、ダイバスティというのは、文化や文明をいうことが最初では
なくて、実は生物の多様性ということがいわれ始めて注目されるようになってきた言葉です。
　我々の文明や文化も、さまざまな文明や文化があることによって、この地球というものが維持さ
れていて、しかも違う文化と違う文化が接触することでさらに活力を得て、あるいは新しいヒント
を得て、次の段階に展開していく。そういうためにこの多様性が非常に重要な課題である。という
ことが、ちょうどミレニアムの頃に取り上げられていきました。
　事実、申し上げたように、地球上での連鎖性というのが、結びつきがさまざまになりつつある。
多様性多様性といっても、その多様性を構成している本当の基本的な要素が何と何であるかという
のは、具体的に把握していないですね。それほど、多様性というものが大切だといわれているけ
れども、実際の根底のところでは本当の地道な把握のされ方はまだなされていない。それから、国
際化やグローバル化が進んでいるために、特にサブカルチャーの部分とかあるいはポップカルチャ
ーの部分だとは思いますが、異なる文化というものが世界的にどんどん侵入し始めていて、それぞ
れの地域や民族あるいは国の文化や文明の独自性というものが薄れていっているところがあります。
そういうようなことで、この多様性というものが損なわれつつあるからこそ、今現在多様性という
ものが大切なんだということが強調されているわけです。そのなかで、日本の工芸というものは独
自性をもって、伝統性をもったすばらしい質を持っている造形ジャンルです。
　では、そういう世界的に誇れる造形美術というか、美術が美術であるためにはどういう要件が必
要なのかというと――これはもう美術だけではなくて、音楽でも演劇でも文学でも何でもそうです
けれども、まず第一にユニークであるということですね。他に同じようなものがないということ。
これが非常に重要なことです。ユニークであることがまず重要です。
　残念ながら創作というか、本当の創造のできる範囲というのがだんだん狭くなっているんです。
これが、芸術家たちが一番困るところなんですけどね。ユニークであることを発揮するために。だ
けどもそれを乗り越えてさまざまな新しいことを、クリエーターやあるいは作家たちはやってきて
いる。だけど、おそらく昔のほうがクリエーターであることがはるかに容易であったと思われます。
　それから第二には、自分自身の自己満足に終わらないように、自分が何かを作ったらそれを鑑賞
してくれる人、見てくれる人たちが、感動やあるいは共感をもつことのできる作品であること。第
三には、ある一定の範囲の違う文明や文化に属している人達にも同じような理解やあるいは感動・
共感を与えることができること。第四に、美術の場合には造形でしか表現できないことを表現して
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いることですね。他にも要件はいろいろいえば出てきますが、大体こんなことが揃っていますと、
美術といえるのではないかなあと思います。
　日本の工芸の場合を、その今の４つくらいのクライテリアというか基準から考えてみるとどうか
というと、まず第一のユニークさなんですけれども、少なくとも平安時代から連綿とつながってい
る伝統がありますから、伝統性やあるいは質の高さ。磨き抜かれてきた技術的な質の高さあるいは
デザイン、意匠。
　それから第二の作者と受け手が、つまり我々鑑賞者であり消費者である人間と、作家たちとの関
係がある意味での緊張関係が常にあって、そしてお互いに長期にわたってあれはいい、あれは良く
ないとか、こういうものはきっと一般の鑑賞者にも受け入れてくれるはずだ、これは残念ながらま
だ早すぎるかもしれないけれど思い切って出してみようとか、さまざまな緊張関係の中で、お互い
に共感やあるいは感動というものが、今でもきちっと積み重ねられている。ですから日本工芸会の
毎年の展覧会でも、さまざまな方がたくさん来られて、これはいい、あれは去年よりはちょっとど
うかとかいろいろなことをお話しなさっています。これは素晴らしい共感する土台を皆が共有して
いるということですね。
　また日本の工芸というのは、豪華絢爛たるところもあるけれども、一方で控えめで俺は俺はとい
うのがあまりない造形性をもっています。であるからこそ、違う世界の中にも容易にもぐり込んで
いく、受け入れられていくジャンルなんですね。そういう意味で第三の条件になる異文化での理解
もされる可能性がある。
　それから最後に、技術や意匠や趣向というものの中に、漆にしても陶器にしてもあるいは染色に
しても金工にしても、すべて造形でしか表現できないところをかなり究極にまで攻め抜いて作品に
している。ですから、美術が美術であるためにということで、こういうものをチェックしてみると、
我々の日本の工芸というものにも、こういう基本的なものがきちっと備わっていることがわかるか
と思います。
　もちろん工芸というものがイコール美術ではなくて、美術の中の工芸という分野ですから、やっ
ぱり「用」というものがいつまでもある程度は機能していくというか、属性として性格として一部
にあると思います。この美と用の非常に微妙なバランスの中で、日本の工芸というのは成り立って
いるのだと思います。
　非常に不思議な展開のなかで、我々のものづくり、いいものを身近につくり込んで、そして身近
において生活空間を豊かにしていくという、誰にもある、我々日本人にも強烈にあるこの欲求とい
うか気持は、工芸品に籠められてくるようになるんですね。ですから、日本の工芸品というものが、
これだけ素晴らしい形や色や意匠をもった作品に仕上がってきているんです。今でも工芸の作家の
方々は、昔からの伝統を十分に承知していて、その中で伝統を守りながら現代という社会の中で、
どういう形やどういう色やどういう意匠が受け入れられているのかを考えながら創作していらっし
ゃるわけですね。ですから、大変控えめであるけれども、非常に凝縮された 造形の磨き抜かれた
ものがあるということです。
　それから、工業製品と対抗しうる特質というのは、――工業製品にも確かに金型をきちっとつく
った丁寧な工業製品もあり、そういうものはそれなりの造形的な価値をもっていますけれども――、
手作業でつくりだしているにもかかわらず、工業製品以上の精度や美しさや完璧さをもっているこ
と、それが日本の工芸なんですね。さまざまな分野や品種を、今でも日本の工芸は取り揃え、すべ
てが一定の高いレベルを今でも維持しているという、これもまた世界的にみると極めて特殊な状況
を、生み出しています。
　ここから少し簡単に、少なくとも縄文からあるいは平安時代から、手づくりのものづくりという
ことでの歴史が連綿として続いているという。それから徳川300年の時に、我々は実際には本当の
鎖国じゃないので、アメリカの歴史家などは「外交としての、選択した手段としての鎖国である」
という風ないい方をしていますけれど。文化というものに大切なのは、枠組みがあることです。枠
組みがあって初めてそれをより洗練させていこうとか、より充実させていこうとかいうことができ

るのです。
　基盤があったからこそ、近代工芸というものが花咲いて行くわけですけれど、今は手作り産業と
しての工芸と、輸出工芸としてあるいは機械工業化としての工芸と、作家による工芸という３つが
大体展開しつつある。手づくり産業としての工芸は、各地の、例えば輪島塗とか伊万里焼であると
か南部鉄瓶、いろんなものがありますけれども、今でも広い範囲に活動しています。
　輸出産業としては、明治の頃に日本のような貧しい、工業化も遅れていた国が、世界に輸出でき
るものといったら、生糸と工芸品しかなかったんです。ですから、国としては参加していませんが、
第二回のロンドン万博や、特に公式に初参加した1873年ウィーン万博の頃、向こうに持っていった
日本の工芸品は飛ぶように売れました。人気があって、その結果、ジャポニスムという文化運動が
ヨーロッパで起こるんですけれども、その売ったお金で外貨を稼ぐわけですね。その外貨で、さま
ざまな実験器具や標本などを買って、日本に持って帰って、それを当時の東京大学に入れれば、そ
れからいろんな研究者が育って近代化のために役立つだろう、と。それほどに日本の工芸というも
のは近代化のために、役に立ったというか、奉公してくれたものです。その結果としてジャポニス
ムがヨーロッパではやって、様々な分野――例えば今でもクリスタルの有名なバカラ社とかミント
ンなどが採り入れていきます。
　だけども今現在、そのジャポニスムが流行して150年くらいたった今ですね、考えてみると、確
かにジャポニスムはヨーロッパの美術工芸に一定の影響を与えました。だけれども、これは日本か
ら一方的に影響を与えたのではなくて、むしろ文化的に閉塞感にあったヨーロッパが、採り入れた
んですね。当時、ヨーロッパ人にとっての異国趣味的なところが全くないとはいえない。そういう
ものだったんです。
　そのなかで、ヨーロッパ・欧米がこういうものを好むんではないかということを勝手に想像して、
日本でそれに迎合したようなものも作っていく。輸出産業としてさらに外貨を稼がなければいけな
いという過重な負担というか、過重な役割を押しつけられることによって、日本工芸というものは
大体シカゴの万博の頃から徐々に衰退していく傾向に入ります。
　もう一方では、機械産業というものとしての工芸という系譜もあって、戦後は特にインダストリ
アルデザインあるいはグラフィックデザインとして、大きな市場をつくっていく。特に誰もが知っ
ている、漏れないというか、垂れない醤油さしをつくった森（正洋）さんの作品とか、素晴らしい
オブジェ、紙袋のようなものを陶器で作った小松（誠）さんとかいう作家が出てきますが、その一
方で、表現として工芸という一品生産という方々も出てきます。
　現在はこのような伝統工芸や創作工芸あるいはクラフト、前衛工芸というものがある。伝統工芸
のなかには、富本憲吉のような陶芸、あるいは松田権六の漆であるとか、後でお話しくださいます
森口邦彦さんの染色の分野であるとか、室瀬和美さんの漆であるとか、すばらしいものがどんどん
作られていく。一方で創作活動というものに主眼を置いた、日展で活躍をしていらっしゃる方たち
もあるし、クラフトといい換えて、クラフトデザイン協会などを中心に活躍していらっしゃる方、
それから、こういうオブジェのようなものを作ってらっしゃる深見陶治さんのこういうものもある、
ということですね。
　こういうものが国としても素晴らしいという認識をもっていたので、1950年に文化財保護法が制
定され、55年から重要無形文化財制度、いわゆる人間国宝というものが制定されます。これは現在、
これを手本にユネスコでは世界遺産の中に無形文化財というものも対象にしようということで、世
界遺産になりつつあるほどに、この制度自体が海外あるいは国際社会にも影響を与えている。
　当時工芸品は、品質が素晴らしいし、美しいし、非常に静謐な存在感があるものだということで、
認められていました。こういうわが国の工芸というものの基本は、やっぱり伝統的な技術が蓄積さ
れている。それから日本文化というものにしっかりと根ざしている。土台があるということですね。
それから、職人技のような、個人的に鍛錬していかなければ身に付かない技術というものを持って
いる方々がたくさんいらっしゃるということ。それから洗練性、質の良さなどが今でも維持されて
おります。その結果として、それをもっともっと広めようということで、シンポジウムのパネラー
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いることですね。他にも要件はいろいろいえば出てきますが、大体こんなことが揃っていますと、
美術といえるのではないかなあと思います。
　日本の工芸の場合を、その今の４つくらいのクライテリアというか基準から考えてみるとどうか
というと、まず第一のユニークさなんですけれども、少なくとも平安時代から連綿とつながってい
る伝統がありますから、伝統性やあるいは質の高さ。磨き抜かれてきた技術的な質の高さあるいは
デザイン、意匠。
　それから第二の作者と受け手が、つまり我々鑑賞者であり消費者である人間と、作家たちとの関
係がある意味での緊張関係が常にあって、そしてお互いに長期にわたってあれはいい、あれは良く
ないとか、こういうものはきっと一般の鑑賞者にも受け入れてくれるはずだ、これは残念ながらま
だ早すぎるかもしれないけれど思い切って出してみようとか、さまざまな緊張関係の中で、お互い
に共感やあるいは感動というものが、今でもきちっと積み重ねられている。ですから日本工芸会の
毎年の展覧会でも、さまざまな方がたくさん来られて、これはいい、あれは去年よりはちょっとど
うかとかいろいろなことをお話しなさっています。これは素晴らしい共感する土台を皆が共有して
いるということですね。
　また日本の工芸というのは、豪華絢爛たるところもあるけれども、一方で控えめで俺は俺はとい
うのがあまりない造形性をもっています。であるからこそ、違う世界の中にも容易にもぐり込んで
いく、受け入れられていくジャンルなんですね。そういう意味で第三の条件になる異文化での理解
もされる可能性がある。
　それから最後に、技術や意匠や趣向というものの中に、漆にしても陶器にしてもあるいは染色に
しても金工にしても、すべて造形でしか表現できないところをかなり究極にまで攻め抜いて作品に
している。ですから、美術が美術であるためにということで、こういうものをチェックしてみると、
我々の日本の工芸というものにも、こういう基本的なものがきちっと備わっていることがわかるか
と思います。
　もちろん工芸というものがイコール美術ではなくて、美術の中の工芸という分野ですから、やっ
ぱり「用」というものがいつまでもある程度は機能していくというか、属性として性格として一部
にあると思います。この美と用の非常に微妙なバランスの中で、日本の工芸というのは成り立って
いるのだと思います。
　非常に不思議な展開のなかで、我々のものづくり、いいものを身近につくり込んで、そして身近
において生活空間を豊かにしていくという、誰にもある、我々日本人にも強烈にあるこの欲求とい
うか気持は、工芸品に籠められてくるようになるんですね。ですから、日本の工芸品というものが、
これだけ素晴らしい形や色や意匠をもった作品に仕上がってきているんです。今でも工芸の作家の
方々は、昔からの伝統を十分に承知していて、その中で伝統を守りながら現代という社会の中で、
どういう形やどういう色やどういう意匠が受け入れられているのかを考えながら創作していらっし
ゃるわけですね。ですから、大変控えめであるけれども、非常に凝縮された 造形の磨き抜かれた
ものがあるということです。
　それから、工業製品と対抗しうる特質というのは、――工業製品にも確かに金型をきちっとつく
った丁寧な工業製品もあり、そういうものはそれなりの造形的な価値をもっていますけれども――、
手作業でつくりだしているにもかかわらず、工業製品以上の精度や美しさや完璧さをもっているこ
と、それが日本の工芸なんですね。さまざまな分野や品種を、今でも日本の工芸は取り揃え、すべ
てが一定の高いレベルを今でも維持しているという、これもまた世界的にみると極めて特殊な状況
を、生み出しています。
　ここから少し簡単に、少なくとも縄文からあるいは平安時代から、手づくりのものづくりという
ことでの歴史が連綿として続いているという。それから徳川300年の時に、我々は実際には本当の
鎖国じゃないので、アメリカの歴史家などは「外交としての、選択した手段としての鎖国である」
という風ないい方をしていますけれど。文化というものに大切なのは、枠組みがあることです。枠
組みがあって初めてそれをより洗練させていこうとか、より充実させていこうとかいうことができ

るのです。
　基盤があったからこそ、近代工芸というものが花咲いて行くわけですけれど、今は手作り産業と
しての工芸と、輸出工芸としてあるいは機械工業化としての工芸と、作家による工芸という３つが
大体展開しつつある。手づくり産業としての工芸は、各地の、例えば輪島塗とか伊万里焼であると
か南部鉄瓶、いろんなものがありますけれども、今でも広い範囲に活動しています。
　輸出産業としては、明治の頃に日本のような貧しい、工業化も遅れていた国が、世界に輸出でき
るものといったら、生糸と工芸品しかなかったんです。ですから、国としては参加していませんが、
第二回のロンドン万博や、特に公式に初参加した1873年ウィーン万博の頃、向こうに持っていった
日本の工芸品は飛ぶように売れました。人気があって、その結果、ジャポニスムという文化運動が
ヨーロッパで起こるんですけれども、その売ったお金で外貨を稼ぐわけですね。その外貨で、さま
ざまな実験器具や標本などを買って、日本に持って帰って、それを当時の東京大学に入れれば、そ
れからいろんな研究者が育って近代化のために役立つだろう、と。それほどに日本の工芸というも
のは近代化のために、役に立ったというか、奉公してくれたものです。その結果としてジャポニス
ムがヨーロッパではやって、様々な分野――例えば今でもクリスタルの有名なバカラ社とかミント
ンなどが採り入れていきます。
　だけども今現在、そのジャポニスムが流行して150年くらいたった今ですね、考えてみると、確
かにジャポニスムはヨーロッパの美術工芸に一定の影響を与えました。だけれども、これは日本か
ら一方的に影響を与えたのではなくて、むしろ文化的に閉塞感にあったヨーロッパが、採り入れた
んですね。当時、ヨーロッパ人にとっての異国趣味的なところが全くないとはいえない。そういう
ものだったんです。
　そのなかで、ヨーロッパ・欧米がこういうものを好むんではないかということを勝手に想像して、
日本でそれに迎合したようなものも作っていく。輸出産業としてさらに外貨を稼がなければいけな
いという過重な負担というか、過重な役割を押しつけられることによって、日本工芸というものは
大体シカゴの万博の頃から徐々に衰退していく傾向に入ります。
　もう一方では、機械産業というものとしての工芸という系譜もあって、戦後は特にインダストリ
アルデザインあるいはグラフィックデザインとして、大きな市場をつくっていく。特に誰もが知っ
ている、漏れないというか、垂れない醤油さしをつくった森（正洋）さんの作品とか、素晴らしい
オブジェ、紙袋のようなものを陶器で作った小松（誠）さんとかいう作家が出てきますが、その一
方で、表現として工芸という一品生産という方々も出てきます。
　現在はこのような伝統工芸や創作工芸あるいはクラフト、前衛工芸というものがある。伝統工芸
のなかには、富本憲吉のような陶芸、あるいは松田権六の漆であるとか、後でお話しくださいます
森口邦彦さんの染色の分野であるとか、室瀬和美さんの漆であるとか、すばらしいものがどんどん
作られていく。一方で創作活動というものに主眼を置いた、日展で活躍をしていらっしゃる方たち
もあるし、クラフトといい換えて、クラフトデザイン協会などを中心に活躍していらっしゃる方、
それから、こういうオブジェのようなものを作ってらっしゃる深見陶治さんのこういうものもある、
ということですね。
　こういうものが国としても素晴らしいという認識をもっていたので、1950年に文化財保護法が制
定され、55年から重要無形文化財制度、いわゆる人間国宝というものが制定されます。これは現在、
これを手本にユネスコでは世界遺産の中に無形文化財というものも対象にしようということで、世
界遺産になりつつあるほどに、この制度自体が海外あるいは国際社会にも影響を与えている。
　当時工芸品は、品質が素晴らしいし、美しいし、非常に静謐な存在感があるものだということで、
認められていました。こういうわが国の工芸というものの基本は、やっぱり伝統的な技術が蓄積さ
れている。それから日本文化というものにしっかりと根ざしている。土台があるということですね。
それから、職人技のような、個人的に鍛錬していかなければ身に付かない技術というものを持って
いる方々がたくさんいらっしゃるということ。それから洗練性、質の良さなどが今でも維持されて
おります。その結果として、それをもっともっと広めようということで、シンポジウムのパネラー
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に回っているニコル・ルーマニエールさんなどがいろいろ考えて下さって、この「わざの美」とい
う展覧会が、ブリティッシュミュージアム（大英博物館）のホールで行われたわけです。それは大
変な成功をおさめました。
　我々はこれをもっと継続的に、もっと影響力のあるものとして展開していきたいと考えています。
海外での工芸展を、世界各地で、今検討・協議されているのは2012年のフィレンツェあたりで行う。
それを定期的に世界各地でやっていこうと。その時に単なるカタログだけではなくて、いいものを
展示即売していこうと。そうすれば買った方々が自分の家に持って帰って、それを見るたびに日本
の工芸の良さというものを思い出してくれるのではないかと。
　それから、成田や羽田あるいは関西といった国際空港ターミナルの中に陳列室を作って、海外か
ら来た人、あるいは日本の旅行を終えて日本から発っていく人たちにそういう作品を見ていただこ
う、表玄関に日本文化を、きちんといいものを紹介していこう（としています）。また、丸の内や
日本橋のような繁華街で、外国人の旅行者がよく来るようなところに、東京国立近代美術館の分館
の工芸館の所蔵作品の一部を置いていこうと。そういうことをやりながら、日本の工芸が持つ本当
のすばらしさを国際的に定着させていきたいと考えています。

シンポジウム「日本工芸の国際性」

○パネラー意見発表
森口邦彦　京都から参りました森口です。ハイの話です。関西弁でハイと言いますと飛んでいるハ
イ（蠅）じゃなくて、木を燃やしたら最後に残る灰、その灰のお話をいたします。
　この中に昔「灰～、灰～」と言って灰を集めにおじさんが町を回っていたのを覚えていらっしゃ
る方、いらっしゃるでしょうか。京都ではつい昭和30年代までは灰屋さんというのがおりました。
練炭火鉢の燃えカスの灰から、木灰まで、家庭から出る灰を集めにくるおじさんがいました。それ
は金型工業の研磨のための洗剤ですとか、肥料とかさまざまに利用されていたんです。
　東京もそうだったと思うのですが、また暗い話、お葬式の話ですが、昔お葬式はそれぞれの家で
ありまして、京都では樒（しきみ）を、竹の囲いの上に立ててずっと並べました。樒という木はな
かなか貴重な木でしたので、椿の一種の木で代用することが昭和の30年くらいまで続いておりまし
た。友人の織物の作家なぞは、そのお葬式が終わるのを待って、葬儀屋さんにお願いして、樒の代
わりの椿の一種の木の葉をもらって帰りました。なぜかというと、彼はそれを鉄板の上で燃やしま
して、じゅっと水をかけたら、ものすごくいい木灰ができるんですね。その上澄みの汁を使いまし
て、絹を染める前の準備段階の媒染剤として使いました。あるいはその灰の汁は、藍染の色を発色
させるための役にも立ちます。お葬式の木を燃やした灰の汁がさまざまな役に立つのです。その仕
事が終わるのを待って、陶器をやっている友だちが、残った汁をとった下の灰を持って帰ります。
その灰は、すなわち陶器の釉薬に変わるんです。そして千何百度まで温度をあげてガラス質のもの
にかえて、完全に命が長らえるというものであります。つまり物の価値を最大限に生かしている、
ゴミを産まない文化、灰を生かす文化というのが、日本の工芸のベースにあるということを、青柳
先生のお話の続きにちょっと置いていただきたいと思います。
　自然循環型のこの文化というのは、物を生かしきらないと暮らしが成り立たないという、物質的
には非常に貧しい、貧しさの裏返しではあります。物が自然に還元される自然物であるからこそ成
り立つのでしょうけれども、自然と向き合って木を蓄えて、知恵を働かせてきた営々たる人びとの
営みの結晶であることには間違いがないんです。我々の暮らしは、今、大量生産、大量消費という
使い捨て文化に席巻されているんですけれども、このあふれる物と引き換えに、生命をおびやかす
ような深刻な事態も引き寄せています。
　何をもって豊かというのかは、今こそ、その根源から問い直さねばならないのではないでしょう
か。手わざの文化というのは、物を生かす文化であって、手わざの仕事というのは、人間の五感を

動員して、物に問いかけて、物が発している声に耳をすましながら、そういうところで最良の効果
を上げるものであります。手の技の仕事というのは、物と物、物と人との交流を基盤として原材料
とか道具、それらが総合して工芸作品に至る、技の連鎖というものがあって初めて成り立つもので
あります。
　そういった技の連鎖の文化の象徴であります日本の工芸が、今、大変な危機に直面しているとい
うことです。手わざの文化の中に込められた人類の知恵に学んで、どうして現代に生かすかという、
そういう考え方をこそ、工芸を通して世界の人びとに語りかけていってほしいなあと。単に私たち
が洗練されたものを今日までつくり続けてきたという成果としてではなく、生き方の根源から工芸
を通じて世界の人びとに知っていただくことによって初めて、先程青柳さんがおっしゃったような
世界平和に貢献することができるのではないかなあと思いました。
室瀬和美　室瀬でございます。今、灰のお話、循環型という森口さんのお話をうかがって思い出し
ました。蒔絵師の家は昔から、畳替えはただでやってくれるといいます。なぜかというと、替える
と畳表の目のなかに金粉がいっぱい入っていて、それを燃やして灰にすると畳替えの金額より多い
金がとれ、お釣りがくるという。ですから蒔絵師の畳替えの代金はゼロなんですね。そういう循環
型の話を今思いだしました。
　さて私は、この世界に入りまして、工芸というお話をこういう場で深く考えることになるとは、
思いもよりませんでした。青柳さんが言われたように、環境が悪くなると環境の話題をせざるを得
ない。やはり工芸もそこまで直面しているのかな、とあらためて思ったのですが。
　私はこの世界には、まず漆という素材から入りまして、工芸全体というよりは漆を自分の生きる
道と志して入ったわけです。その時は10代でしたけれど、まず先程写真にありましたように、松田
権六という近代漆芸の祖と言われる大先生のお宅に行きました。こういうことをやりたいという話
の中で、――松田権六という人が、口癖のように言ったことですけれど――「君、漆を英語でなん
て言うかわかるかね」という話がでました。「いや、わかりません」と言いますと、「そうか」とお
話が始まって、「これはな、ジャパンと言うんだ。帰ったら辞書で調べなさい」と。これは調べな
いといけないということで、帰ってから早速調べまして「やはりジャパンは漆と書いてありまし
た」と報告すると「そうだろう」とうなずかれました。これが40年以上前なんですが、その当時、
漆の道を志す人間としましては、このことで日本を代表するような職業につくんだというプライド
を持ってこの道に入ったわけです。
　その後10年以上経ち、制作の中で大学院から保存技術というのも教わり、携わるようになると、
ヨーロッパ各地、アメリカの保存の方々とお話しする機会が増えました。いろいろな国際会議に出
ると、とんでもない、「ジャパン」なんて言葉は一切出てこなくて。出てくるのは「ラッカー」と
いう言葉だけなんですね。最初はラッカーと漆を聞き分けるのに大変な思いをしました。どうして
ラッカーになったのかは私にはわかりませんが、保存の仕方、彼らは漆工品を美術品として大変大
事に扱ってくれたことは事実です。しかし、それをどのように管理するか、あるいは壊れたものを
どのように直して、次世代につなぐかという話をする時に、やはり彼らは漆というものを素材とし
て全然理解していない。できたものの美しさですとか、できたものの魅力といったものにはものす
ごく感動するけれども、漆の性質、漆とは何ぞやという「素材」には一切知識を持っていなかった。
　いわゆるラッカーと言いますのは、ラック虫の分泌物をアルコールで溶いて塗る、それでラッカ
ーと言うのですけれど、漆は全く違う、樹液ですね。ウルシという木の樹液を採集して塗料にして
塗る。根本的に素材が違う。また、ラッカーは自然乾燥、水分が蒸発することによって乾いていく
性質を持っている。それに反して、漆は逆に水分をもらって固まっていくという、世界にまるでこ
ういう塗料は一切ないという特殊な塗料なんです。ですから、まるで違うものを、ラッカーと全部
ひっくるめるのも乱暴な話です。修理する時も漆を使わずに、油を使ったり合成樹脂を使ったりし
て直していく。そうするとその時は直ったような気がしますけど、10年、15年すると却ってひどく
なる。ワックスなんかで磨かれると、その時は光るんですけども後で逆にもっと曇ってしまう。曇
るからまたワックスで磨く、と、悪循環になって最後は蒔絵の金粉もとれてしまう。そういうもの
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に回っているニコル・ルーマニエールさんなどがいろいろ考えて下さって、この「わざの美」とい
う展覧会が、ブリティッシュミュージアム（大英博物館）のホールで行われたわけです。それは大
変な成功をおさめました。
　我々はこれをもっと継続的に、もっと影響力のあるものとして展開していきたいと考えています。
海外での工芸展を、世界各地で、今検討・協議されているのは2012年のフィレンツェあたりで行う。
それを定期的に世界各地でやっていこうと。その時に単なるカタログだけではなくて、いいものを
展示即売していこうと。そうすれば買った方々が自分の家に持って帰って、それを見るたびに日本
の工芸の良さというものを思い出してくれるのではないかと。
　それから、成田や羽田あるいは関西といった国際空港ターミナルの中に陳列室を作って、海外か
ら来た人、あるいは日本の旅行を終えて日本から発っていく人たちにそういう作品を見ていただこ
う、表玄関に日本文化を、きちんといいものを紹介していこう（としています）。また、丸の内や
日本橋のような繁華街で、外国人の旅行者がよく来るようなところに、東京国立近代美術館の分館
の工芸館の所蔵作品の一部を置いていこうと。そういうことをやりながら、日本の工芸が持つ本当
のすばらしさを国際的に定着させていきたいと考えています。

シンポジウム「日本工芸の国際性」

○パネラー意見発表
森口邦彦　京都から参りました森口です。ハイの話です。関西弁でハイと言いますと飛んでいるハ
イ（蠅）じゃなくて、木を燃やしたら最後に残る灰、その灰のお話をいたします。
　この中に昔「灰～、灰～」と言って灰を集めにおじさんが町を回っていたのを覚えていらっしゃ
る方、いらっしゃるでしょうか。京都ではつい昭和30年代までは灰屋さんというのがおりました。
練炭火鉢の燃えカスの灰から、木灰まで、家庭から出る灰を集めにくるおじさんがいました。それ
は金型工業の研磨のための洗剤ですとか、肥料とかさまざまに利用されていたんです。
　東京もそうだったと思うのですが、また暗い話、お葬式の話ですが、昔お葬式はそれぞれの家で
ありまして、京都では樒（しきみ）を、竹の囲いの上に立ててずっと並べました。樒という木はな
かなか貴重な木でしたので、椿の一種の木で代用することが昭和の30年くらいまで続いておりまし
た。友人の織物の作家なぞは、そのお葬式が終わるのを待って、葬儀屋さんにお願いして、樒の代
わりの椿の一種の木の葉をもらって帰りました。なぜかというと、彼はそれを鉄板の上で燃やしま
して、じゅっと水をかけたら、ものすごくいい木灰ができるんですね。その上澄みの汁を使いまし
て、絹を染める前の準備段階の媒染剤として使いました。あるいはその灰の汁は、藍染の色を発色
させるための役にも立ちます。お葬式の木を燃やした灰の汁がさまざまな役に立つのです。その仕
事が終わるのを待って、陶器をやっている友だちが、残った汁をとった下の灰を持って帰ります。
その灰は、すなわち陶器の釉薬に変わるんです。そして千何百度まで温度をあげてガラス質のもの
にかえて、完全に命が長らえるというものであります。つまり物の価値を最大限に生かしている、
ゴミを産まない文化、灰を生かす文化というのが、日本の工芸のベースにあるということを、青柳
先生のお話の続きにちょっと置いていただきたいと思います。
　自然循環型のこの文化というのは、物を生かしきらないと暮らしが成り立たないという、物質的
には非常に貧しい、貧しさの裏返しではあります。物が自然に還元される自然物であるからこそ成
り立つのでしょうけれども、自然と向き合って木を蓄えて、知恵を働かせてきた営々たる人びとの
営みの結晶であることには間違いがないんです。我々の暮らしは、今、大量生産、大量消費という
使い捨て文化に席巻されているんですけれども、このあふれる物と引き換えに、生命をおびやかす
ような深刻な事態も引き寄せています。
　何をもって豊かというのかは、今こそ、その根源から問い直さねばならないのではないでしょう
か。手わざの文化というのは、物を生かす文化であって、手わざの仕事というのは、人間の五感を

動員して、物に問いかけて、物が発している声に耳をすましながら、そういうところで最良の効果
を上げるものであります。手の技の仕事というのは、物と物、物と人との交流を基盤として原材料
とか道具、それらが総合して工芸作品に至る、技の連鎖というものがあって初めて成り立つもので
あります。
　そういった技の連鎖の文化の象徴であります日本の工芸が、今、大変な危機に直面しているとい
うことです。手わざの文化の中に込められた人類の知恵に学んで、どうして現代に生かすかという、
そういう考え方をこそ、工芸を通して世界の人びとに語りかけていってほしいなあと。単に私たち
が洗練されたものを今日までつくり続けてきたという成果としてではなく、生き方の根源から工芸
を通じて世界の人びとに知っていただくことによって初めて、先程青柳さんがおっしゃったような
世界平和に貢献することができるのではないかなあと思いました。
室瀬和美　室瀬でございます。今、灰のお話、循環型という森口さんのお話をうかがって思い出し
ました。蒔絵師の家は昔から、畳替えはただでやってくれるといいます。なぜかというと、替える
と畳表の目のなかに金粉がいっぱい入っていて、それを燃やして灰にすると畳替えの金額より多い
金がとれ、お釣りがくるという。ですから蒔絵師の畳替えの代金はゼロなんですね。そういう循環
型の話を今思いだしました。
　さて私は、この世界に入りまして、工芸というお話をこういう場で深く考えることになるとは、
思いもよりませんでした。青柳さんが言われたように、環境が悪くなると環境の話題をせざるを得
ない。やはり工芸もそこまで直面しているのかな、とあらためて思ったのですが。
　私はこの世界には、まず漆という素材から入りまして、工芸全体というよりは漆を自分の生きる
道と志して入ったわけです。その時は10代でしたけれど、まず先程写真にありましたように、松田
権六という近代漆芸の祖と言われる大先生のお宅に行きました。こういうことをやりたいという話
の中で、――松田権六という人が、口癖のように言ったことですけれど――「君、漆を英語でなん
て言うかわかるかね」という話がでました。「いや、わかりません」と言いますと、「そうか」とお
話が始まって、「これはな、ジャパンと言うんだ。帰ったら辞書で調べなさい」と。これは調べな
いといけないということで、帰ってから早速調べまして「やはりジャパンは漆と書いてありまし
た」と報告すると「そうだろう」とうなずかれました。これが40年以上前なんですが、その当時、
漆の道を志す人間としましては、このことで日本を代表するような職業につくんだというプライド
を持ってこの道に入ったわけです。
　その後10年以上経ち、制作の中で大学院から保存技術というのも教わり、携わるようになると、
ヨーロッパ各地、アメリカの保存の方々とお話しする機会が増えました。いろいろな国際会議に出
ると、とんでもない、「ジャパン」なんて言葉は一切出てこなくて。出てくるのは「ラッカー」と
いう言葉だけなんですね。最初はラッカーと漆を聞き分けるのに大変な思いをしました。どうして
ラッカーになったのかは私にはわかりませんが、保存の仕方、彼らは漆工品を美術品として大変大
事に扱ってくれたことは事実です。しかし、それをどのように管理するか、あるいは壊れたものを
どのように直して、次世代につなぐかという話をする時に、やはり彼らは漆というものを素材とし
て全然理解していない。できたものの美しさですとか、できたものの魅力といったものにはものす
ごく感動するけれども、漆の性質、漆とは何ぞやという「素材」には一切知識を持っていなかった。
　いわゆるラッカーと言いますのは、ラック虫の分泌物をアルコールで溶いて塗る、それでラッカ
ーと言うのですけれど、漆は全く違う、樹液ですね。ウルシという木の樹液を採集して塗料にして
塗る。根本的に素材が違う。また、ラッカーは自然乾燥、水分が蒸発することによって乾いていく
性質を持っている。それに反して、漆は逆に水分をもらって固まっていくという、世界にまるでこ
ういう塗料は一切ないという特殊な塗料なんです。ですから、まるで違うものを、ラッカーと全部
ひっくるめるのも乱暴な話です。修理する時も漆を使わずに、油を使ったり合成樹脂を使ったりし
て直していく。そうするとその時は直ったような気がしますけど、10年、15年すると却ってひどく
なる。ワックスなんかで磨かれると、その時は光るんですけども後で逆にもっと曇ってしまう。曇
るからまたワックスで磨く、と、悪循環になって最後は蒔絵の金粉もとれてしまう。そういうもの
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すごく理解不足の管理をしているということで文句を言いましたら、「じゃあお前、その会議に出
てこい」と言われて、英語もわからずに単身ワシントンまで出向いて、漆の話をさんざんしました。
それがもう20数年前になります。それから個人の立場で10数年間各国の保存の方々とお話をして、
今では保存の方々は、やっぱり漆は違うんだ、漆はきちんと漆の性質をもって漆で直していかなけ
ればいけないんだ、ということを理解していただくようになりました。
　ただ、これはまだまだ保存の世界だけなので、一昨年大英博物館での展覧会のもとにシンポジウ
ムをやっていただいた時にやはりそういう話をして、漆はラッカーと訳さずにぜひウルシという言
葉を使って下さいとお願いしたことがありました。
　先程青柳さんが言われましたように、言葉というのはものすごく大事で、素材をきちっと把握し
ていただくためにも、無理に英語訳をしていただかないほうがよいと思います。はっきりした素材
には、素材の名前のついた理由もあるし、その中にすべて意味、それを取り扱ってつくる制作者の
意図・意思そういったものがすべて含まれてつくられるのが工芸だと思っていますので、やはりそ
ういう言葉の発信もしつつ、作品と一緒に理解していただく時代がくればと思っている次第です。
以上よろしくお願いいたします。
ニコル・クーリジ・ルーマニエール　イギリスから参りましたニコル・ルーマニエールと申します。
よろしくお願いいたします。私は「わざの美：Crafting Beauty in Japan」について、今日は10分
程度お話ししたいと思っていますけれど、この話をする前に私と日本工芸の出会いについて申し上
げます。
　私は1982年に初めて日本に来ました。近世の考古学を研究していたんですが、東京大学の中を発
掘していると古九谷様式の陶器が出てきて、この魅力をすごく感じました。破片だけなんですが、
やっぱり実物を見たいし、古九谷様式とか九谷焼とか有田に関心を持って、ぜひもう少し研究した
いと思いまして、アメリカの大学に戻りました。この時、ハーバード大学の私の先生が、「日本の
ものだったら縄文から」と言われ、縄文の土器を研究しなさいと言われたんです。縄文から少しず
つ頑張って現代までいこうとしています。実物を見ると魅力を感じるんですね。そのおかげで私の
生活とか、目が変わったと思います。
　３、４年前、ティム・クラークという大英博物館の学芸員と一緒に、京都・髙島屋の「わざの
美」の展覧会を拝見することができました。この時森口先生と内山武夫先生に出会いました。やっ
ぱり写真で見るとか図録で見るのと全然違う、本物との出会いで、これらの作品は本当に立派とい
うことがわかり、感動しました。だから、どうにかして大英博物館に持っていきたいと思いました。
　私の国際的な役割ではないかと思っていることは、言葉を定義することです。単に言葉だけでは
なく、言葉の定義が大事。「ウルシ」という言葉があったとしても、漆の理解は同じかどうかわか
らないし、日本人の漆の理解と海外の漆の理解も違ってくるんですね。国によって工芸の理解も違
うということだから、そのことを考えながら２年前に「わざの美：Crafting Beauty in Japan」を
企画しました。展覧会ができるまでに成功するかどうかいろいろな疑問を持ちました。大英博物館
ではこの展覧会から、前にはなかった評価部という新しい部門をつくって調査を行いました。工芸
にどういう意味があるか、伝統はどういう意味があるかなどを、日本ではなく海外で調査する。大
英博物館に来ている人はイギリス人だけでなく、ヨーロッパ人が多いから、さまざまな言語を喋っ
ています。これらの調査結果を合わせて、展覧会を開催したのです。私とティム・クラークが大英
側の主になりましたが、日本側では金子さんと森口さん。このお二人の協力がなかったら、この展
覧会はできませんでした。
　みんなグループで一緒にやりましたが、それだけでなくデザイナーも入って、評価部も入って少
しずつ考えながら展示しました。展示する前は、ヴィクトリア＆アルバート美術館でやればいいん
じゃないですかと言われましたが、ちょっと違う展覧会にしようとしている。技術だけではなく、
この場で本当に歴史から培われてきた伝統が生きている、伝統からのインスピレーションを受けた
今の作家たちのものを展示しようとしているのだと。
　結果として大英博物館がやってきた特別展の中で一番の人気でした。図録は売り切れになって再

版しました。みんな驚きました。これを契機に、これから大英博物館では、現代の伝統工芸のもの
を集めようとしています。展覧会開催を通してわかったのは、丁寧に紹介するとこの良さが理解で
きるし、どんな国のどんな背景があっても様子がわかるようになる。それだけではなく、生活の空
間の中に、自分がこういう立派なものを持つようになると雰囲気が変わってくる。生活がもう少し
豊かになるということがあって、今も大英博物館でみんな展覧会について話しているんですけれど
も、こういうことについて是非やりたいと思っています。
　伝統工芸が世界中へ発信できるように応援したいと思います。よろしくお願いします。
花塚久美子　花塚でございます。私は今、『和樂』という雑誌を編集しております。「和樂」とは
「和の心を楽しむ」というキャッチフレーズで、毎月発行しております、月刊の女性誌なんですけ
れども、「和」はなごむ、やわらぐと読みますが、その通りに本物の日本の美を集めて読者の皆様
になごみ、やわらいでいただこうとしている雑誌です。私は編集者として工芸に関する記事を通し
て、いくつか印象に残るお話をさせていただきたいと思います。
　『和樂』は創刊からこの秋で８年経ちましたけれども、これまで数々の海外取材をしてまいりま
した。随分たくさんの企画で、海外で人気の和の現象ですとか、日本びいきの外国人の方々を多数
取材させていただきましたけれども、皆さん一様に同じ反応を示されました。先程青柳先生のお話
にもありました通り、日本の工芸品は控えめであって、声高に主張することをしないので、異なる
文化環境でも受け入れやすいという、まさにそのままの反応でした。
　ある外国人の方が、美しい蒔絵の文庫に出会った時の話ですけれども、あまりにも美しいので手
もとに置いてみたら、それまでの自分の部屋に飾っていた自国のものたちとすんなり調和した。使
い勝手も素晴らしく、さらに使い込むほどに味わいが出てくると。自分の生活をなごませてやわら
げてくれて、自分の生活に欠かせないものになったと。そのあまりの素晴らしさにあらためてその
ものの出自を調べてみたら、歴史の古い自然の美しい国であった。どうして今までこの国を知らな
かったのかと、もっと知りたい、もっと人に伝えたい。みなさん反応はそれぞれでしたけれども、
一様にこのような反応を示されました。この最後のもっと知りたい、もっと伝えたいという言葉は、
今後の工芸に希望を与えてくれる、とても平和な行為なのではないかと思っております。
　そもそも異質のもの同士を調和させるのが、和の本来の力な訳ですけれども、これが『和樂』と
いう私の雑誌のコンセプトになっていますが、なごむには本来もてなすという意味が含まれている
と思うんですね。工芸品というのは、本来そのもてなしの心を形にしたものであって、だから様々
なものとハーモニーを奏でることができるんではないかと。
　日本人は近代化の陰に、本来の和の力というものを忘れてきてしまったことで、今、悲しい状況
を迎えているんじゃないかなと思っております。今日ニコルさんがいらっしゃいますので、ニコル
さんの方が、本来の外国人の方々の反応をご存じと思いますけれども、私たちはたまたま、日本び
いきの方だけを取材しているなかで感じていることは、難なく和を受け入れているのは、やはり日
本の工芸品が自然の素材を使って、モチーフを自然にとっていること、だから国を越えて受け入れ
やすいのではないかなと思っております。
　そもそも欧米の方は、かつての古伊万里であったり、柿右衛門であったり、浮世絵であったり、
江戸のデザインであったり、それらを発見して下さって、一大ブームとなったわけですけれども、
垣根を越えていいものを見抜くという、それは多分ヨーロッパの地理的な関係があるのかと思いま
すけれど、国を越えていいものを見抜くという素晴らしいところがあるかと思います。
　それなのに、戦後日本が十分に日本の工芸品の良さを伝えられなかったというのは、やはり送り
出す日本人側に、やたら日本の文化を卑下してしまう、とくに一部の先進的な日本人にそういう人
たちが存在したということではないかと思います。
　しかしながら、最近日本が再評価され始めて、日本もそれによって急激に和を再発見していると
ころだと思います。私たちの雑誌はそういうところをなるべくすくい取っていきたいと思いますけ
れども、それには例えば若冲コレクションの火つけとなりましたプライスさんですとか、ここにい
らっしゃるニコルさんですとか、日本のよき理解者である外国人である方々から教えられた部分と
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すごく理解不足の管理をしているということで文句を言いましたら、「じゃあお前、その会議に出
てこい」と言われて、英語もわからずに単身ワシントンまで出向いて、漆の話をさんざんしました。
それがもう20数年前になります。それから個人の立場で10数年間各国の保存の方々とお話をして、
今では保存の方々は、やっぱり漆は違うんだ、漆はきちんと漆の性質をもって漆で直していかなけ
ればいけないんだ、ということを理解していただくようになりました。
　ただ、これはまだまだ保存の世界だけなので、一昨年大英博物館での展覧会のもとにシンポジウ
ムをやっていただいた時にやはりそういう話をして、漆はラッカーと訳さずにぜひウルシという言
葉を使って下さいとお願いしたことがありました。
　先程青柳さんが言われましたように、言葉というのはものすごく大事で、素材をきちっと把握し
ていただくためにも、無理に英語訳をしていただかないほうがよいと思います。はっきりした素材
には、素材の名前のついた理由もあるし、その中にすべて意味、それを取り扱ってつくる制作者の
意図・意思そういったものがすべて含まれてつくられるのが工芸だと思っていますので、やはりそ
ういう言葉の発信もしつつ、作品と一緒に理解していただく時代がくればと思っている次第です。
以上よろしくお願いいたします。
ニコル・クーリジ・ルーマニエール　イギリスから参りましたニコル・ルーマニエールと申します。
よろしくお願いいたします。私は「わざの美：Crafting Beauty in Japan」について、今日は10分
程度お話ししたいと思っていますけれど、この話をする前に私と日本工芸の出会いについて申し上
げます。
　私は1982年に初めて日本に来ました。近世の考古学を研究していたんですが、東京大学の中を発
掘していると古九谷様式の陶器が出てきて、この魅力をすごく感じました。破片だけなんですが、
やっぱり実物を見たいし、古九谷様式とか九谷焼とか有田に関心を持って、ぜひもう少し研究した
いと思いまして、アメリカの大学に戻りました。この時、ハーバード大学の私の先生が、「日本の
ものだったら縄文から」と言われ、縄文の土器を研究しなさいと言われたんです。縄文から少しず
つ頑張って現代までいこうとしています。実物を見ると魅力を感じるんですね。そのおかげで私の
生活とか、目が変わったと思います。
　３、４年前、ティム・クラークという大英博物館の学芸員と一緒に、京都・髙島屋の「わざの
美」の展覧会を拝見することができました。この時森口先生と内山武夫先生に出会いました。やっ
ぱり写真で見るとか図録で見るのと全然違う、本物との出会いで、これらの作品は本当に立派とい
うことがわかり、感動しました。だから、どうにかして大英博物館に持っていきたいと思いました。
　私の国際的な役割ではないかと思っていることは、言葉を定義することです。単に言葉だけでは
なく、言葉の定義が大事。「ウルシ」という言葉があったとしても、漆の理解は同じかどうかわか
らないし、日本人の漆の理解と海外の漆の理解も違ってくるんですね。国によって工芸の理解も違
うということだから、そのことを考えながら２年前に「わざの美：Crafting Beauty in Japan」を
企画しました。展覧会ができるまでに成功するかどうかいろいろな疑問を持ちました。大英博物館
ではこの展覧会から、前にはなかった評価部という新しい部門をつくって調査を行いました。工芸
にどういう意味があるか、伝統はどういう意味があるかなどを、日本ではなく海外で調査する。大
英博物館に来ている人はイギリス人だけでなく、ヨーロッパ人が多いから、さまざまな言語を喋っ
ています。これらの調査結果を合わせて、展覧会を開催したのです。私とティム・クラークが大英
側の主になりましたが、日本側では金子さんと森口さん。このお二人の協力がなかったら、この展
覧会はできませんでした。
　みんなグループで一緒にやりましたが、それだけでなくデザイナーも入って、評価部も入って少
しずつ考えながら展示しました。展示する前は、ヴィクトリア＆アルバート美術館でやればいいん
じゃないですかと言われましたが、ちょっと違う展覧会にしようとしている。技術だけではなく、
この場で本当に歴史から培われてきた伝統が生きている、伝統からのインスピレーションを受けた
今の作家たちのものを展示しようとしているのだと。
　結果として大英博物館がやってきた特別展の中で一番の人気でした。図録は売り切れになって再

版しました。みんな驚きました。これを契機に、これから大英博物館では、現代の伝統工芸のもの
を集めようとしています。展覧会開催を通してわかったのは、丁寧に紹介するとこの良さが理解で
きるし、どんな国のどんな背景があっても様子がわかるようになる。それだけではなく、生活の空
間の中に、自分がこういう立派なものを持つようになると雰囲気が変わってくる。生活がもう少し
豊かになるということがあって、今も大英博物館でみんな展覧会について話しているんですけれど
も、こういうことについて是非やりたいと思っています。
　伝統工芸が世界中へ発信できるように応援したいと思います。よろしくお願いします。
花塚久美子　花塚でございます。私は今、『和樂』という雑誌を編集しております。「和樂」とは
「和の心を楽しむ」というキャッチフレーズで、毎月発行しております、月刊の女性誌なんですけ
れども、「和」はなごむ、やわらぐと読みますが、その通りに本物の日本の美を集めて読者の皆様
になごみ、やわらいでいただこうとしている雑誌です。私は編集者として工芸に関する記事を通し
て、いくつか印象に残るお話をさせていただきたいと思います。
　『和樂』は創刊からこの秋で８年経ちましたけれども、これまで数々の海外取材をしてまいりま
した。随分たくさんの企画で、海外で人気の和の現象ですとか、日本びいきの外国人の方々を多数
取材させていただきましたけれども、皆さん一様に同じ反応を示されました。先程青柳先生のお話
にもありました通り、日本の工芸品は控えめであって、声高に主張することをしないので、異なる
文化環境でも受け入れやすいという、まさにそのままの反応でした。
　ある外国人の方が、美しい蒔絵の文庫に出会った時の話ですけれども、あまりにも美しいので手
もとに置いてみたら、それまでの自分の部屋に飾っていた自国のものたちとすんなり調和した。使
い勝手も素晴らしく、さらに使い込むほどに味わいが出てくると。自分の生活をなごませてやわら
げてくれて、自分の生活に欠かせないものになったと。そのあまりの素晴らしさにあらためてその
ものの出自を調べてみたら、歴史の古い自然の美しい国であった。どうして今までこの国を知らな
かったのかと、もっと知りたい、もっと人に伝えたい。みなさん反応はそれぞれでしたけれども、
一様にこのような反応を示されました。この最後のもっと知りたい、もっと伝えたいという言葉は、
今後の工芸に希望を与えてくれる、とても平和な行為なのではないかと思っております。
　そもそも異質のもの同士を調和させるのが、和の本来の力な訳ですけれども、これが『和樂』と
いう私の雑誌のコンセプトになっていますが、なごむには本来もてなすという意味が含まれている
と思うんですね。工芸品というのは、本来そのもてなしの心を形にしたものであって、だから様々
なものとハーモニーを奏でることができるんではないかと。
　日本人は近代化の陰に、本来の和の力というものを忘れてきてしまったことで、今、悲しい状況
を迎えているんじゃないかなと思っております。今日ニコルさんがいらっしゃいますので、ニコル
さんの方が、本来の外国人の方々の反応をご存じと思いますけれども、私たちはたまたま、日本び
いきの方だけを取材しているなかで感じていることは、難なく和を受け入れているのは、やはり日
本の工芸品が自然の素材を使って、モチーフを自然にとっていること、だから国を越えて受け入れ
やすいのではないかなと思っております。
　そもそも欧米の方は、かつての古伊万里であったり、柿右衛門であったり、浮世絵であったり、
江戸のデザインであったり、それらを発見して下さって、一大ブームとなったわけですけれども、
垣根を越えていいものを見抜くという、それは多分ヨーロッパの地理的な関係があるのかと思いま
すけれど、国を越えていいものを見抜くという素晴らしいところがあるかと思います。
　それなのに、戦後日本が十分に日本の工芸品の良さを伝えられなかったというのは、やはり送り
出す日本人側に、やたら日本の文化を卑下してしまう、とくに一部の先進的な日本人にそういう人
たちが存在したということではないかと思います。
　しかしながら、最近日本が再評価され始めて、日本もそれによって急激に和を再発見していると
ころだと思います。私たちの雑誌はそういうところをなるべくすくい取っていきたいと思いますけ
れども、それには例えば若冲コレクションの火つけとなりましたプライスさんですとか、ここにい
らっしゃるニコルさんですとか、日本のよき理解者である外国人である方々から教えられた部分と
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いうのも多いのではないかと思います。
　もう一つ海外取材を通して感じましたことは、仮に海外に無事に日本文化が発信されたとしても、
文化を輸入された国なりの根付き方をして、必ずしも正しくは理解されないのではないかなという
ことです。文化交流の歴史は誤解の歴史だと言われますけれど、かつてパリを取材したときには、
「禅」は「気楽にやろうよ」という意味で使われていましたし、南部の鉄瓶は紅茶が鉄分を嫌うの
で中を琺瑯にして外側をショッキングピンクやグリーンやオレンジにして、ということで、もちろ
んそのまま鉄瓶を使っている方もいらっしゃいますけれども、そのようにその国の文化に変化をし
ていると思うんですね。
　私たちも取材して、古伊万里の壺がシャンデリアになっていたり、びっくりするような日本文化
の取り入れ方をされている例をたくさん見てきましたけれども、私たち日本人として必要なことは、
そういうことを楽しくほほえましく感じることではないかなと思います。誤解しながらもその自由
を認めあうことで、文化交流は深まっていくものではないかと思います。
　今でももちろん日本に対する誤解は多々あるかと思いますけれども、多くの方々の努力によって、
日本に対する理解をされ始めた今こそ、工芸が世界にはばたく大変な好機なのではないかなと思っ
ております。最近のものを見てみますと、世界的に通用しているものは無国籍のものではなくて、
その国の風土に根ざした、他国の作家には絶対つくれないようなものだけが受け入れられているよ
うに思います。日本の工芸品というのは、まさに日本の風土に根ざしてつくられている代表的なも
のだと思いますので、そういうことを考えても今、何とか世界に戦略的に出していきたいものだな
と思っております。とにかく、たくさんの外国人がそうであったように、ひとたび素晴らしい日本
の美を知っていただければ、多くの人が夢中になって人に伝えたくなるという、そのきっかけをど
れだけ増やせるか、この進化した情報網を駆使して発信できるのか、それは私たちメディアの使命
だとも思っております。今が頑張り時ではないかと思っております。
　それから、つい先日、知人から入ってきた話なんですけれど、今ニューヨークのメトロポリタン
美術館で、「アート・オブ・ザ・サムライ」展、国宝が34点、重文が64点という、大変な規模の展
覧会で、武家文化を知る上で例のない大規模なものだと聞いております。メディアでも大絶賛とい
うことで、動員数もかなり集めていると聞きますけれども、武具は日本工芸のオンパレードだと思
うんですね。美術品としてもちろん高い評価を受けていますし、その絶妙なハーモニーは、お茶会
の工芸品に近いものではないかと思います。漆芸もあれば蒔絵もあれば、金工もあれば組紐もあれ
ば、皮革もあれば、染織もあるということで、武具は工芸の絶妙なハーモニーを醸し出していると
いう。ニューヨークタイムスはそれを「見事なマルチメディア」と論じていました。
　武具は小さな美術館と言ってよいかと思いますけれど、とにかく驚くことは、日本人は戦場にま
で美を持ち込んだということです。しかもその武具というのは、村の名工たちの技術の結集だった
と思うんですね。今回出品されている甲冑もそうだと聞きますが、武具というのはいいものほど美
しく残っている、無傷で残っていると聞きます。それは、戦うためのものではなくて、もちろんそ
のためにつくられているんですけれど、美に守られて生に引き戻してくれるためのものだから、そ
のように無傷でいられるのではないかと思います。
　使われるモチーフも甲虫だったり蟷螂だったり、蜻蛉だったり、兜はいろんな面白い状況をして
いますけれど、これは懐かしいふるさとの平和の象徴の造形だと思うんですね。死に直面した時に
故郷の情景が生に引き戻してくれるという、そういう意味合いもあってそのようなモチーフが――
アニミズム的な要素とか、トーテミズム的な要素とかいろんなことがあるかもしれませんけれど、
とにかく美に守られて生に引き戻してくれる、そういう役割を武具が持っていたと。西洋（甲冑）
というのは戦うための道具だと思いますので、そういうところにも非常に日本独特の美学を感じます。
　武具までが命を尊び、調和し、共生し、なごみ、静かに語りかけているという独特な文化で、こ
うして平和やエコロジーが世界的に問われている時代に、自然美や平和に溢れた日本工芸というも
のがやはりいろんな意味合いで発信する意味がありますし、果たせる役割も大きいのではないかと
思います。私たちメディアの人間として、このように工芸が問いかけてくるものを、丁寧にすくい

上げていきたいと思っております。
山本寛斎　先に２、３…。私がここに座っているのは、ちょっと異色な感じがするのではないかと
思っております。今回参加させていただいた理由を申し上げます。各界のきわめて大きな才能の諸
先生方と御一緒できるということは、私は常日頃他流試合と呼んでおりますが、同じくらいの齢
（よわい）を重ねて、違う価値観とリスクで生きていらした極意を交換できる、刺激し合えるとい
うのが大きな目的でこちらへ参っております。
　それから、あわせて先程青柳先生が寡黙な作品群という表現と同時に、日本人は外国にいくと声
のボリュームが低くなるとおっしゃっていましたが、これは大賛成でして、なぜ日本国内でばかり
威張っておるんだと。どうして向こうへ行って下手な英語でも主張しないのかと、強く強く思って
いる人物です。
　わが国には漢字で書ける色は、３千とか４千あるといいます。おそらく世界の言語の中でボキャ
ブラリーとして、形容詞としては最高の美観を持った民族ではないかというふうに思っています。
　それから日本人のわびさびについてですが、どうも私はわびさび型ではありません。大航海時代、
コロンブスが船で地球を回って、地球は水平で両脇が滝であったという時代から丸いという認識に
なったちょうどその頃、日本は織田信長や豊臣秀吉の時代ですが、当時の絵屏風が非常にたくさん
残っております。西洋人から影響を得た衣服を身にまとっている侍を始めとする女性群が描かれて
いるのですが、そのおしゃれのレベルが普段外国で私がワッとやって良しと言われるレベルでして、
それが日本人の本来の美学ではないかというふうに強く信じております。ということで、私がつく
る作品群というのは、概ねわびさびと対極のところにあろうと思っております。
　合わせて、ここにはデザイナーとプロデューサーと書いてありますが、私の本業は何かと申し上
げますと、最近はCMを通じてファッションも勿論やっておりますけれども、例えば、京成スカイ
ライナー・新型車両のデザインをやっております。現在は51分成田からかかりますが、36分で走り
ます。その床は市松模様を今日風に直してあったり、根っこに日本の美学を必ず入れております。
それから、お手洗いのデザインや機能性についてもこだわっております。
　約40年前、デザイナーとして出発いたしましたが、15年くらい前、別の才能があるということに
気がつきまして、それはわかりやすく言うと、オリンピックの開会式をプロデュース出来る能力を
持っているということに気づいたわけです。パリとニューヨーク・コレクションで服を発表してお
りましたが、多分、私と同じレベルの才能を持つデザイナーは50人とか100人くらいいるだろうと。
しかし、オリンピックの演出ができるとなるとグッと数が減ります。おそらく15名以内になるだろ
うと。その中ではさらに変わっていることがあります。一番最初に気づいたのは1993年です。ロシ
アの人々と握手をするために、オリンピックの開会式のようなショーをモスクワの赤の広場で開こ
うと。今のままでいくと、北方四島の問題とそれから抑留の問題でお互いによく理解されていない
ということから、菓子折り代わりに大きいイベントをプレゼントしようと思ったのです。使ったお
金は一晩２億円です。大きいイベントをやる人は15人くらいいるかもしれませんが、２億円を自分
で集めてきてまでやる人は滅多にいないと思います。
　イベント「KANSAI SUPER SHOW」は２年ごとにエスカレートして、最後は10億円近く集め
るようになりました。物を売らずに、信念と熱い思いで企業を説得するわけですから、ビジネス
じゃないんです。猛烈エネルギーがかかるんです。その中で、たまさかインドネシアの閣僚の方が
ショーを御覧になって、うちでもこういうショーをやってほしい、と。理由は津波とテロのイメー
ジがあるので、元気になるようなショーをお願いしたいということでありました。2008年の12月を
目標に両方のお国でお金を出し合ってやりましょうと。その頃、ちょうど私は北京オリンピックを
見ました。北京は、花火だけで100億円使っているんです。これには猛烈反発がおきまして、この
インドネシアが望んだイベントは、私の過去のイベントの中で最少額でいこうと。大雑把に言うと、
一晩１億円でやりました。それを今から15分でお見せします。では、上映お願いします。
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美術館で、「アート・オブ・ザ・サムライ」展、国宝が34点、重文が64点という、大変な規模の展
覧会で、武家文化を知る上で例のない大規模なものだと聞いております。メディアでも大絶賛とい
うことで、動員数もかなり集めていると聞きますけれども、武具は日本工芸のオンパレードだと思
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上げていきたいと思っております。
山本寛斎　先に２、３…。私がここに座っているのは、ちょっと異色な感じがするのではないかと
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先生方と御一緒できるということは、私は常日頃他流試合と呼んでおりますが、同じくらいの齢
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　合わせて、ここにはデザイナーとプロデューサーと書いてありますが、私の本業は何かと申し上
げますと、最近はCMを通じてファッションも勿論やっておりますけれども、例えば、京成スカイ
ライナー・新型車両のデザインをやっております。現在は51分成田からかかりますが、36分で走り
ます。その床は市松模様を今日風に直してあったり、根っこに日本の美学を必ず入れております。
それから、お手洗いのデザインや機能性についてもこだわっております。
　約40年前、デザイナーとして出発いたしましたが、15年くらい前、別の才能があるということに
気がつきまして、それはわかりやすく言うと、オリンピックの開会式をプロデュース出来る能力を
持っているということに気づいたわけです。パリとニューヨーク・コレクションで服を発表してお
りましたが、多分、私と同じレベルの才能を持つデザイナーは50人とか100人くらいいるだろうと。
しかし、オリンピックの演出ができるとなるとグッと数が減ります。おそらく15名以内になるだろ
うと。その中ではさらに変わっていることがあります。一番最初に気づいたのは1993年です。ロシ
アの人々と握手をするために、オリンピックの開会式のようなショーをモスクワの赤の広場で開こ
うと。今のままでいくと、北方四島の問題とそれから抑留の問題でお互いによく理解されていない
ということから、菓子折り代わりに大きいイベントをプレゼントしようと思ったのです。使ったお
金は一晩２億円です。大きいイベントをやる人は15人くらいいるかもしれませんが、２億円を自分
で集めてきてまでやる人は滅多にいないと思います。
　イベント「KANSAI SUPER SHOW」は２年ごとにエスカレートして、最後は10億円近く集め
るようになりました。物を売らずに、信念と熱い思いで企業を説得するわけですから、ビジネス
じゃないんです。猛烈エネルギーがかかるんです。その中で、たまさかインドネシアの閣僚の方が
ショーを御覧になって、うちでもこういうショーをやってほしい、と。理由は津波とテロのイメー
ジがあるので、元気になるようなショーをお願いしたいということでありました。2008年の12月を
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○シンポジウム
金子　どうもありがとうございました。先程いろんな方がいろんなご意見を出していただきました
けれど、山本さんの中に出てきた、もっと日本人も堂々としろということだと思いますけれども、
日本の工芸にもそういうことが言えるわけです。
　また一方で、日本の工芸の場合はある程度自給自足してしまうところがあるので、なかなか海外
へ発信することがあまりない、あるいは不得意である、と。国際陶芸アカデミー――世界の陶芸家、
陶芸ファン、陶芸研究者の集まりですが、そういうのも日本人の会員が圧倒的に諸外国に比べて多
いんですけれども、日本人の陶芸家は国際陶芸アカデミーという肩書には使いますけれども、ほと
んど活動しないということになっていたり、なかなか発信していかない。逆に日本工芸の普遍的な
価値というものも、作っているほうがなかなか気づかない、海外に発信できないということだと思
います。たとえば花塚さんの話の中にありましたような、日本独自のものを持っていることが、す
なわち普遍性を持っていくというような、根なし草のコスモポリタンではなくて、独自の文化をつ
きつめることで逆に普遍性に変わってゆくということがありました。また、それぞれの国の方の理
解のずれというか、そういうのを楽しむというのは、非常に示唆深い言葉だったのではないかと。
その点で、最初にちょっと気になることは、先程のニコルさんが大英博物館での展覧会の前に評価
部というんですか、そこで調査をされたわけですね。その辺をご紹介していただくと、違いという
のか、展覧会の日本と外国との関係というか、これからの課題が出てくるのかなあと思いまして、
その話をしていただけますでしょうか。
ルーマニエール　やっぱり言葉の定義が大事で、先に室瀬さんが、「漆」のことについて、漆＝
lacquerではない、ということはよくわかります。大英での展覧会は、日本の伝統工芸会の展覧会
だったんですね。だから伝統＝traditionというのが当たり前のことに思われますけれども、実は当
たり前ではなく、いろんな誤解とか、違う理解があるということを、評価部の調査のおかげでわか
るようになりました。
　ここでは３つの例についてちょっとお話ししたいと思います。一つは「伝統」、もう一つは「工
芸」、最後は「わざ」。この３つは、伝統工芸界の中心の言葉ですが、この評価部によって調査
があって、いろんなことがわかるようになりました。「伝統」という言葉は、単純に英訳すると
tradition。Traditionは、過去に対して忠実にあること。また、通信・更新はない。昔のまま、ず
っとそのまま続く。更新とか、通信があると、これはtraditionではない。Traditionの紅茶、イギ
リスのティータイムというんですけれども、必ず４時にあって、必ず同じものがずっとある。ス
コーンとか決まっている具が出てくるんです。これがtradition、終わっている、もう過去にある
ものという意味合いになる。続いているんですけれども、形だけだから。結局、評価部によると
tradition craftとかtraditional craftという題をこの展覧会でつけると、もう人が入らないというこ
とになりました。これはもう過去で面白くない、生きていない、と受けとられるからです。やはり
日本の伝統工芸を見ると、全く違う。生きてるでしょう。
　もう一つは工芸の問題ですね。工芸＝craftではない。長くなるので、省略しますが、craftとい
う意味が英語ですごく微妙なんです。今の大体の意味が、例えばアマチュア、女性の編み物とか、
地方の民芸品に近いイメージがあるんですね。評価部の調査によって、やっぱりtraditional craft
を使ってはだめ、という。人が入りやすい題名が大事だし、どのような架け橋になるか、どうすれ
ばいいかを考えた。結局、これがすごく難しくて、やっぱりmodernのことですから。過去のこと
を表す題名はたくさんあるんですけれども、modernのことはあんまりなくて、日本の今の美が人
気ですね。昔のわざを持ちながら、今の美が大事。だからtraditionとか craftを使わずに考えたい
と思いました。
　もう一つ「わざ」のこと。わざが本当に基本だと思います。日本人にとって当たり前だと思いま
すけれども、わざは英語でprocess、作っている段階ではなくて、作るまでのprocessのことなんで
すけれども、英語では「この結果もう終わっているもの」という意味合いで、「わざ」という概念
はあんまりないんです。だからprocessが大事とかでは、あんまり響かないし、これがすごく難し

いなと思って。
　結局、題名として、ルパート・フォークナー、ヴィクトリア＆アルバート美術館の日本部の学
芸員ですけれど、彼と一緒に相談しながら「Crafting Beauty」 としました。日本の現代工芸は
beautiful、本当にすごく立派なものではないですか。だから、やっぱりbeauty。現代のことを強
調したいから、craftingと動詞として、わざ、processのことも入るのではないかなと思って。そう
いう理由で「Crafting Beauty」は、すごい人気になりました。定義によって、いろいろ期待して
いることとか、予想していることが違ってくるから、これはとても大事だと思います。
　もう一つ加えたいのですが、作品に対する基礎知識も同じです。例えば富本憲吉のものなんです
が、日本人がみるとどれほど立派かということがわかるんですけれども、「わざの美」展で会場の
最初に置いておいたんです。ところが、富本憲吉のものがイギリス・ヨーロッパでまだ理解率が低
かったんですね。隣には中川衛の金工作品がありました。漆の理解レベルはイギリスでまだありま
す。これが本当に逆で、中川衛のものを見ようとしている。文様もタータンチェックみたいで、理
解できるような感じで外国人も見ることができるんですね。
　頭の中で形になっていないものを、紹介するのは難しいということです。架け橋というか、この
タータンチェックの文様の理解というか漆の理解とか、何かあるとそれが理解が出来るし、新しい
ことが紹介できるのですけれど、こういう基本的なベースがないと、難しいんじゃないかなという
気がしなくもないんです。
金子　中川さんというのは、金属の象嵌の人ですが、それが富本よりも人気があったというか理解
がされていたということですか。
ルーマニエール　そうです。この展覧会にはすごく立派なものがたくさんあったんですけれども、
代表作を５点くらい選んで先に展示して、その後に個々の作品が展示されているんですけれども、
一番人気があったのは松田権六のものだったんですね。富本憲吉作品が３番目でした。富本憲吉だ
と思っていたんですけれども、そうではなく、アンケートとかでは松田権六が一番理解ができた、
ということなんです。
金子　先程も青柳さんの発表の中で、大英の会場の風景がちょっと紹介されましたけれど、導入の
ところに少し細い通路を置いて、富本、中川、松田、早川尚古斎でしたか、それから森口華弘と芹
沢銈介などがあって会場に入る展示でした。最初に置かれた人間国宝の人気投票をしてもらったら、
松田権六がダントツで圧倒的で、意外に我々の予測から外れて富本がそれほど人気がなかったとか。
先程の理解のずれというところで、これからの課題かなと思ったんですけれども。あの展覧会は日
英の間で出品物とか作家の選定で論議があったんです。
　先程もルーマニエールさんの言葉の中にあった、「昔のわざを持ちながら今の美」というのは、
まさに日本の伝統工芸、伝統工芸だけではなく、日本の工芸全体だと思うんです。それを伝統工芸、
今はtraditional art craftという、なかなか難しい英語で訳すんですけれど、その発信の仕方はどう
でしょうか。森口さんはどんなふうにお考えになりますか。
森口　今のはイギリスの問題だったと思うのですが、隣のフランスだったらまた全然違う受け止め
方をすると思うんですよね。だから、これから発信をしていかれる上で、今のような問題、すごく
興味がありました。割合に簡単に「それは言葉の問題だ」と言ってしまうけれど、僕たちが気軽に
使っている工芸とか伝統とか技という言葉が、こんなに真剣に論じられて、タイトルによって人の
入りも左右するいうことは……そして動詞形のCrafting でBeautyという名前をつけていただいた
というのは、そのプロセスを聞いて、本当に大英博物館の展覧会の成功の一つのカギだったんだろ
うなと思うんです。
　日本文化のイメージというのがあるわけでして、そういうものを壊さないようにしながら、だけ
どできるだけより良く理解してほしいという気持ちを持ちますと、我々が世界に発信できるものの
メニュー化なんてさらさらできなくて、やはり相手の国の人の、相手の町の、相手の美術館の人と
徹底的に話すことによって、あちらが求めていらっしゃるものと、こちらがこうだというところを
主張しあって、その間でつくり上げていく作業をすることが今、文化の上ではいち早く求められて
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を表す題名はたくさんあるんですけれども、modernのことはあんまりなくて、日本の今の美が人
気ですね。昔のわざを持ちながら、今の美が大事。だからtraditionとか craftを使わずに考えたい
と思いました。
　もう一つ「わざ」のこと。わざが本当に基本だと思います。日本人にとって当たり前だと思いま
すけれども、わざは英語でprocess、作っている段階ではなくて、作るまでのprocessのことなんで
すけれども、英語では「この結果もう終わっているもの」という意味合いで、「わざ」という概念
はあんまりないんです。だからprocessが大事とかでは、あんまり響かないし、これがすごく難し

いなと思って。
　結局、題名として、ルパート・フォークナー、ヴィクトリア＆アルバート美術館の日本部の学
芸員ですけれど、彼と一緒に相談しながら「Crafting Beauty」 としました。日本の現代工芸は
beautiful、本当にすごく立派なものではないですか。だから、やっぱりbeauty。現代のことを強
調したいから、craftingと動詞として、わざ、processのことも入るのではないかなと思って。そう
いう理由で「Crafting Beauty」は、すごい人気になりました。定義によって、いろいろ期待して
いることとか、予想していることが違ってくるから、これはとても大事だと思います。
　もう一つ加えたいのですが、作品に対する基礎知識も同じです。例えば富本憲吉のものなんです
が、日本人がみるとどれほど立派かということがわかるんですけれども、「わざの美」展で会場の
最初に置いておいたんです。ところが、富本憲吉のものがイギリス・ヨーロッパでまだ理解率が低
かったんですね。隣には中川衛の金工作品がありました。漆の理解レベルはイギリスでまだありま
す。これが本当に逆で、中川衛のものを見ようとしている。文様もタータンチェックみたいで、理
解できるような感じで外国人も見ることができるんですね。
　頭の中で形になっていないものを、紹介するのは難しいということです。架け橋というか、この
タータンチェックの文様の理解というか漆の理解とか、何かあるとそれが理解が出来るし、新しい
ことが紹介できるのですけれど、こういう基本的なベースがないと、難しいんじゃないかなという
気がしなくもないんです。
金子　中川さんというのは、金属の象嵌の人ですが、それが富本よりも人気があったというか理解
がされていたということですか。
ルーマニエール　そうです。この展覧会にはすごく立派なものがたくさんあったんですけれども、
代表作を５点くらい選んで先に展示して、その後に個々の作品が展示されているんですけれども、
一番人気があったのは松田権六のものだったんですね。富本憲吉作品が３番目でした。富本憲吉だ
と思っていたんですけれども、そうではなく、アンケートとかでは松田権六が一番理解ができた、
ということなんです。
金子　先程も青柳さんの発表の中で、大英の会場の風景がちょっと紹介されましたけれど、導入の
ところに少し細い通路を置いて、富本、中川、松田、早川尚古斎でしたか、それから森口華弘と芹
沢銈介などがあって会場に入る展示でした。最初に置かれた人間国宝の人気投票をしてもらったら、
松田権六がダントツで圧倒的で、意外に我々の予測から外れて富本がそれほど人気がなかったとか。
先程の理解のずれというところで、これからの課題かなと思ったんですけれども。あの展覧会は日
英の間で出品物とか作家の選定で論議があったんです。
　先程もルーマニエールさんの言葉の中にあった、「昔のわざを持ちながら今の美」というのは、
まさに日本の伝統工芸、伝統工芸だけではなく、日本の工芸全体だと思うんです。それを伝統工芸、
今はtraditional art craftという、なかなか難しい英語で訳すんですけれど、その発信の仕方はどう
でしょうか。森口さんはどんなふうにお考えになりますか。
森口　今のはイギリスの問題だったと思うのですが、隣のフランスだったらまた全然違う受け止め
方をすると思うんですよね。だから、これから発信をしていかれる上で、今のような問題、すごく
興味がありました。割合に簡単に「それは言葉の問題だ」と言ってしまうけれど、僕たちが気軽に
使っている工芸とか伝統とか技という言葉が、こんなに真剣に論じられて、タイトルによって人の
入りも左右するいうことは……そして動詞形のCrafting でBeautyという名前をつけていただいた
というのは、そのプロセスを聞いて、本当に大英博物館の展覧会の成功の一つのカギだったんだろ
うなと思うんです。
　日本文化のイメージというのがあるわけでして、そういうものを壊さないようにしながら、だけ
どできるだけより良く理解してほしいという気持ちを持ちますと、我々が世界に発信できるものの
メニュー化なんてさらさらできなくて、やはり相手の国の人の、相手の町の、相手の美術館の人と
徹底的に話すことによって、あちらが求めていらっしゃるものと、こちらがこうだというところを
主張しあって、その間でつくり上げていく作業をすることが今、文化の上ではいち早く求められて
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いると思うんです。大英博物館での「Crafting Beauty」の展覧会では、朝日新聞社主催で日本各
地を巡回した「わざの美」展を見られたルーマニエールさんやクラークさんが本国へ帰られて、そ
して評価部の方たちが調査をしながら、だんだん芽をふいてきて、その芽吹いたものを持って僕た
ちのところに来て下さって、僕たちと一緒に花の咲く展覧会をやっていただけたという、このプロ
セスを成功例の一つだとすれば、もう一度しっかりと考えてこれからの施策に生かしてほしいと思
います。
　もう一つだけ言わせていただくと、2007年のその「Crafting Beauty」の90日間の展覧会の会期
中、イギリスでは大きな新聞がいくつも大きな評論を書いてくれましたし、それから、雑誌にも書
いてくれましたけれども、朝日新聞を始め、日本の新聞には１行たりとも記事の訳とか載っていな
くて。大英博のお客様というのはイギリスの人は半分以下で、世界各国の人が見てくれているんで
すが、そういう中で出た新聞記事の、とても歓迎してくれていたその歓迎ぶりがものすごく個性的
でイギリスらしい記事がたくさん出ましたので、今からでも遅くないし、こういうふうに受け止め
られたんだという形で、新聞など日本語でそれが見てみたいなというふうに思います。これからは、
もっと我々日本の工芸の愛好者や工芸作家のためにも、どんなことを書いてもらったのかというこ
とを皆さんで知り合う機会が得られれば、次のお話に結びつくのではないのかな。
ルーマニエール　もう一つ、実は室瀬さんたち４人のアーティストたちが大英博物館の中で自分の
技を見せ、質問を聞きながら作品をつくり説明してくれたので、理解ができたんです。截金、曲輪
と漆、蒔絵、竹工芸ですが。これが大成功。これがあったおかげでいろんな理解が深くなった。こ
ういう実際の動きがとても大事です。
金子　山本寛斎さんはご自分で大きな映像の会をやりまして、やっぱり一つは独特のスタイルをつ
くり上げてやっておられるものを、あの時に依拠されているのはどういうものなのか、もっと知っ
てもらうっていうことは、どんなふうにお考えでしょうか。
山本　先般、洞爺湖サミットで総合プロデュースの立場をさせていただいたんです。みなさんのト
ップ陣がお泊まりになるお部屋の雑誌からタオルから、そういったものを全部選ばせていただいて、
私のコンセプトはホテル全体を「美術館で起きた国際会議」、というふうにしました。どういうこ
とを言いたいかというと、日本でみなさんの関係者から「デザイナーとして有名になりたいけど、
どうしたらいいですか」と私が相談されたら、「海外へ出なさい、日本では向こうから来て有名に
してくれません」と断言できます。
　私は、ここに一流の先生方と実力者がおいでなんで、さらに大きな企画を立てられて、どっかか
ら予算を持ってきて、ということで世界にもっともっと訴えたらいいんじゃないかと思います。ま
してニコルさんのような強力な助っ人がいてくれたら、あの美術館、あの国でいろんなご紹介をい
ただけるでしょうし、だから、とにかくいいも悪いも訴える！　これが大事だと思ってます。
金子　先程の日本とイギリス、ヨーロッパの違いから、その隙間に見えてくるこれからのやり方と
いうのはなかなか面白いと思うのですが。ラッカー対漆とかですね、tradition、それからcraftの問
題。もう一つは、craftという言葉ではなくて、KOGEIだという意見も青柳さんを中心に今、とら
えつつあるわけなんですけれども。結局工芸を訳してcraft、craftを訳すと工芸というふうに今ま
でずっとやってきて、ところが日本にはカタカナのクラフトという分野もあって、それをどう訳す
かというと大変混乱をするわけです。結局craftと工芸というのは、歴史も意味も全く違うわけな
んですけれど、重なっている部分が少しあって、非常に高い技術を使うことに重なっています。
　「Crafting Beauty」というのは、さすがにやっぱり長年の日本研究をされたイギリスのネイティ
ブの方が考えられた言葉でとても素晴らしいなあと思ったのですが、できれば僕としてはcraftと
いう言葉そのものを越えたいなという気があるんです。それにはもう工芸――KOGEIで行くしか
ないのかな、という気もしているんです。その辺は室瀬さんはどうでしょうね。
室瀬　はい、やはり我々もまだ日本の中に工芸ということ自体を訴えかける努力が、まだはるかに
足りないのかな、と。先程青柳さんも話で工芸の中にいろんなジャンルがあって、その中にクラフ
トがあるというような「工芸」というのはものすごく幅の広い言葉を有していると思うんですね。

「藝」というあの言葉、今は簡略のウン（芸）という字を使っていますけれど、あの字そのものは
いわゆる自然のものを栽培するというか園芸の言葉から来ているんですけども、それを通して自然
の素材に手を加えて形をつくっていく、そういう技術の言葉として漢字が成り立つわけです。その
上に工。上と下をキリで穴をあけてつなぐという、そういう言葉として生まれるというふうに伝え
られているんです。
　けれど、もっともっと前の段階で、天と地ですね、そこに人が加わる。いわゆる本当にその
「工」という一文字で、天然の素材、まあ天地の自然のものから、人が手を加えて物をつくってい
く、こういう素晴らしい語源があるということ自体も、我々は知らなくてはいけない。そういう
「工」と「芸」が結びついた最高の日本人の高い位の文字、そういったことを、逆に変に訳さずに
「KOGEI」という形で訴えていく、そういう時期に来ているんじゃないかなと思ったんですね。
　やはりその中に人が加わるということ自体が、作り手、そして使い手、その間に工芸という品物
があって、そこで心をキャッチボールさせると。それが我々のつくる工芸品かな、と。そういうふ
うに思うんです。
ルーマニエール　これは本当に立派な発言です。とてもいいことだと思いますが、今、大英博物館、
文化庁と一緒に……朝日新聞もバックアップして「THE POWER OF DOGU」、土偶の力という展
覧会を開いていて、あとで東京国立博物館でも帰国展が開催されますが、やはり「土偶」という言
葉を使うかどうかについて評価部で議論がありました。英語でいうとfiguring、もしくはfigureで
すから、普通の場合はfigures from Jomon Japanとかなんとかになるのですが、あんまり力がなく
て、DOGUになりました。今、イギリスの新聞でDOGUが題としてよく出てくるので、土偶は専門
用語になりつつあります。「KOGEI」は確かに専門用語に入ると思います。
室瀬　そうですね。だから、その言葉だけが先走るのじゃなくて、その言葉に伴った考え方とか思
想とか思いとかそういうものが全て入ってきて工芸という言葉がなくてはいけないと思うんですね。
そういうことがあって初めて私たちが使う漆、木ですとか、布とか金属とかその質感、そういった
ものを、さわって感じる、それが工芸の世界だと思うので、その素材感というのも同時に訴えかけ
られるといいなと思いますが。
金子　先程、森口さんがフランスに行くとまた違うんだというお話がありました。実は先程の青柳
先生のプレゼンテーションのスライドはほとんど青柳さんと私の共作みたいなものですが、イタリ
アの場合は手作りの産業の残り方が例外であるという。ずっとイタリアの考古学の発掘をやってこ
られたわけで、やっぱりイタリアというのは他のヨーロッパの国とは、違う残り方というのがある
のでしょうか。
青柳　イタリアも、ご存じのようにさまざまなブランド物と言われている商品があって、それは技
とか手づくりとかいうようなところでのクオリティを一定に保ちながら作っているというもので、
工芸と少し似たところがあると思うんですけれども、それをうまくルネサンス時代からつながるよ
うな形の錯覚を与えることによって、それからブランド、ブランディングをきちっとやることによ
って世界的に広まっていっているわけですね。日本の場合には、京都のことを考えれば応仁の乱か
らにしても、はるかにルネサンスよりも前になって、そのあたりのこと、その継続性ということを
ほとんど積極的に向こうに紹介していない、ということの違いがあるんじゃないか。それから、や
っぱり宣伝力のことがある。
　その点で一つ、ルーマニエールさんにぜひぜひ助けていただきたいのは、世界に３つの金持ちの
タイプがあるとよく言われるんです。一つは南アメリカの金持ちで、これは殺人・麻薬何でもあれ
という金持ちです（笑）。それから、北イタリアの金持ちというのは、普通の市民があれだけ文化
的に豊かになれて、自然とも親しめて美術とも親しめて、そして食い物もうまいしという、普通の
人が金持ちになれることを現実にしている地域である。そして３番目の金持ちというのがイギリス
の貴族たちで、奥さんは日本人、コックは中国人、守衛はスイス人というように、いいとこどりを
することによって、本当の充実した金持ちになる。
　イギリスという国は19世紀ヴィクトリア朝時代に七つの海を支配した国です。世界中からいいと
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いると思うんです。大英博物館での「Crafting Beauty」の展覧会では、朝日新聞社主催で日本各
地を巡回した「わざの美」展を見られたルーマニエールさんやクラークさんが本国へ帰られて、そ
して評価部の方たちが調査をしながら、だんだん芽をふいてきて、その芽吹いたものを持って僕た
ちのところに来て下さって、僕たちと一緒に花の咲く展覧会をやっていただけたという、このプロ
セスを成功例の一つだとすれば、もう一度しっかりと考えてこれからの施策に生かしてほしいと思
います。
　もう一つだけ言わせていただくと、2007年のその「Crafting Beauty」の90日間の展覧会の会期
中、イギリスでは大きな新聞がいくつも大きな評論を書いてくれましたし、それから、雑誌にも書
いてくれましたけれども、朝日新聞を始め、日本の新聞には１行たりとも記事の訳とか載っていな
くて。大英博のお客様というのはイギリスの人は半分以下で、世界各国の人が見てくれているんで
すが、そういう中で出た新聞記事の、とても歓迎してくれていたその歓迎ぶりがものすごく個性的
でイギリスらしい記事がたくさん出ましたので、今からでも遅くないし、こういうふうに受け止め
られたんだという形で、新聞など日本語でそれが見てみたいなというふうに思います。これからは、
もっと我々日本の工芸の愛好者や工芸作家のためにも、どんなことを書いてもらったのかというこ
とを皆さんで知り合う機会が得られれば、次のお話に結びつくのではないのかな。
ルーマニエール　もう一つ、実は室瀬さんたち４人のアーティストたちが大英博物館の中で自分の
技を見せ、質問を聞きながら作品をつくり説明してくれたので、理解ができたんです。截金、曲輪
と漆、蒔絵、竹工芸ですが。これが大成功。これがあったおかげでいろんな理解が深くなった。こ
ういう実際の動きがとても大事です。
金子　山本寛斎さんはご自分で大きな映像の会をやりまして、やっぱり一つは独特のスタイルをつ
くり上げてやっておられるものを、あの時に依拠されているのはどういうものなのか、もっと知っ
てもらうっていうことは、どんなふうにお考えでしょうか。
山本　先般、洞爺湖サミットで総合プロデュースの立場をさせていただいたんです。みなさんのト
ップ陣がお泊まりになるお部屋の雑誌からタオルから、そういったものを全部選ばせていただいて、
私のコンセプトはホテル全体を「美術館で起きた国際会議」、というふうにしました。どういうこ
とを言いたいかというと、日本でみなさんの関係者から「デザイナーとして有名になりたいけど、
どうしたらいいですか」と私が相談されたら、「海外へ出なさい、日本では向こうから来て有名に
してくれません」と断言できます。
　私は、ここに一流の先生方と実力者がおいでなんで、さらに大きな企画を立てられて、どっかか
ら予算を持ってきて、ということで世界にもっともっと訴えたらいいんじゃないかと思います。ま
してニコルさんのような強力な助っ人がいてくれたら、あの美術館、あの国でいろんなご紹介をい
ただけるでしょうし、だから、とにかくいいも悪いも訴える！　これが大事だと思ってます。
金子　先程の日本とイギリス、ヨーロッパの違いから、その隙間に見えてくるこれからのやり方と
いうのはなかなか面白いと思うのですが。ラッカー対漆とかですね、tradition、それからcraftの問
題。もう一つは、craftという言葉ではなくて、KOGEIだという意見も青柳さんを中心に今、とら
えつつあるわけなんですけれども。結局工芸を訳してcraft、craftを訳すと工芸というふうに今ま
でずっとやってきて、ところが日本にはカタカナのクラフトという分野もあって、それをどう訳す
かというと大変混乱をするわけです。結局craftと工芸というのは、歴史も意味も全く違うわけな
んですけれど、重なっている部分が少しあって、非常に高い技術を使うことに重なっています。
　「Crafting Beauty」というのは、さすがにやっぱり長年の日本研究をされたイギリスのネイティ
ブの方が考えられた言葉でとても素晴らしいなあと思ったのですが、できれば僕としてはcraftと
いう言葉そのものを越えたいなという気があるんです。それにはもう工芸――KOGEIで行くしか
ないのかな、という気もしているんです。その辺は室瀬さんはどうでしょうね。
室瀬　はい、やはり我々もまだ日本の中に工芸ということ自体を訴えかける努力が、まだはるかに
足りないのかな、と。先程青柳さんも話で工芸の中にいろんなジャンルがあって、その中にクラフ
トがあるというような「工芸」というのはものすごく幅の広い言葉を有していると思うんですね。

「藝」というあの言葉、今は簡略のウン（芸）という字を使っていますけれど、あの字そのものは
いわゆる自然のものを栽培するというか園芸の言葉から来ているんですけども、それを通して自然
の素材に手を加えて形をつくっていく、そういう技術の言葉として漢字が成り立つわけです。その
上に工。上と下をキリで穴をあけてつなぐという、そういう言葉として生まれるというふうに伝え
られているんです。
　けれど、もっともっと前の段階で、天と地ですね、そこに人が加わる。いわゆる本当にその
「工」という一文字で、天然の素材、まあ天地の自然のものから、人が手を加えて物をつくってい
く、こういう素晴らしい語源があるということ自体も、我々は知らなくてはいけない。そういう
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ルーマニエール　これは本当に立派な発言です。とてもいいことだと思いますが、今、大英博物館、
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こどりをしているんですね。それでヴィクトリア＆アルバート美術館みたいなものができあがるわ
けです。そういうふうにそれぞれの国々での傾向が違うから、さっき花塚さんもおっしゃったよう
に、そういうところはきちっと注意しながら、だけど十分に理解しながら、だけども自分たちの良
さを売り込むということが重要だと思いますね。
ルーマニエール　一つロンドンの面白い点なんですけれど、ロンドンにいると周りにイギリス人が
いない。イギリスの田舎に行くとイギリス人がいますけれども、本当に国際的な町で、この工芸を
発信するテストケースとしてとてもいいと思います。森口さんがおっしゃったように、フランスの
受け取り方が全然違うし、国によって違うんですけれど、是非もう少しこういうことについて、イ
ギリスでもためしてみたいとか、いろんな実演をしたいなと思います。
花塚　もしかしたら、こうやってインターネットの時代になって、少しずつ変わりつつあるのかも
しれませんけれど、私たち特に10年くらい前に創刊時に一生懸命海外で取材していたんですけれど
も、それは日本人の中にも和に敷居の高さを感じている人たちが多かったので、海外で和を柔軟に
楽しんでいる人たちを見ることによって、その敷居の高さを取り払いたいという思いで、海外を一
生懸命取材していたわけなんです。すごく詳しい方はずいぶん前に日本と接点を持って、もっと知
りたい、もっと伝えたいという思いで、プロはだしのような調べ方をしていらっしゃれば、たまた
ま出会った一つの工芸品でやっと日本という国の存在を知ったという方もいらっしゃれば、まちま
ちだったと思うんですね。
　ですので、やはりこういう大掛かりな美術展を開催することによって、全体の知識を底上げする、
平均化するということはその第一歩として非常に大事なことのような気がします。今の段階は相当
レベルの差があると。私たちが出会ったわずかな方々ですけれども、そのように感じました。
金子　山本さんのバリ島での「KANSAI SUPER SHOW」でのパフォーマンスはどういうところ
に依拠されて……。日本文化の発信なのか、それとももっと違う何かがあるのか……。
山本　あ、本当にまぜてます。彼らから見たらかなり日本寄りに見えているそうです。私からすれ
ば相当向こうをヒントにつくったという理解の幅はあるみたいです。
　ご質問のポイントと違うと思いますが、どうすればいいのっていうのが、最近距離が見えてきた
んですよね、年齢的に。そう無茶苦茶あるわけでないんでね。そうすると、極意は「魂でものをつ
くる」、これ一筋でもう十分いけるぞと。そういきゃ、日本国でも認める人はわかる。まして裏か
らあの手この手を回せば海外にもいけるでしょう。
　今日はお客様の皆さんの表情が見えながらお話ししていますけれど、こんなに熱心で寝ないで、
というのは珍しい。だから、相当皆さん本気で今日はおいでになっているなということで、くどい
ようですが、本当の最後の極意はやっぱ「魂でものをつくる」、この力が何よりも百の言葉よりも
強いと思います。
森口　手を使ってものをつくる。自然物を素材にするということを大切にしてほしいと思うんです。
先程の文化交流の歴史は誤解の歴史であったのではないかということにすごくこだわっていたんで
すけれど、僕ももう40数年前にパリやローマに少し住んでいましたので、感じたことなんですが、
結局は美しくされた誤解の方が正しい理解よりもずっと崇高で、美しい誤解のまんま、例えばご夫
婦でも、最後まで誤解のまんまいければ、こんなに素晴らしいことはないかと思いました。
　初めて出会って、ああすごく誤解されているのでこれは全部直さなければならない、と最初に思
ったんですが。やれ待てよ、やっぱりこのまんま彼らのイメージの日本というのをちょっとずつで
いいから直せばいいので、そんなに慌てないでいいのかなという思いをいたしました。そういう意
味で、漫画やアニメで知る日本の存在というのはだんだん強くなってきていると思うんですが、そ
れでもいいと思うんです。そういうものから先程のお話の中にもありましたように、もっと洗練さ
れたものを知りたいという、総合的な文化の紹介というのは国としても日本全体で組織的に行われ
なければならないと思いますし、その総合的な文化の紹介の中で工芸というのをどういうふうに位
置づけるのかということをしっかりと考えたうえで発信をする必要があるのではないかと思ったの
が一つ。

　それからもう一つは先程金子さんが何度もおっしゃった美術工芸とかクラフトとか、さまざまな
プロダクトのものとか、非常に日本には重層的な立派な工芸を職とする人がたくさんいたんですが、
だんだんその重層性が今希薄になってきている段階で、どうしても工芸美術を発信しようとする
……まぁ、並行でいいんです。発信しようとしながらでいいと思うのですが、今でないと救えない
ようなさまざまな工芸技術に対する資料のアーカイブス、資料を収集する場所を、古い小学校でも
何でもいい、とりあえず建物として平面として素晴らしい工芸作品を、工芸技術についての展示場
もほしい。それにまつわるさまざまな資料を集めたところもほしいし、そこが発信基地となれるよ
うに、発信しようとばかりしないで、世界の研究者が来て研究できるような発信基地みたいなもの
の創設が、このジャポニスムのプロジェクトの推進と並行して是非とも行われてほしいなと希望し
て私の話を終わります。
金子　先程なかなか発信しないのには、日本の工芸は自給自足という面もあると言いましたけれど、
ヨーロッパと違って確かにそういう面があるんですけれど、そうもいってられない事態というのが
一方にあって、非常にそういう意味では深刻です。後継者不足以外にも道具・材料をつくっている
人たちがどんどんいなくなっているということもありますから、まさにそういうアーカイブの問題
は非常に大きな問題です。
室瀬　実際にやはり我々はものをつくるほうですけれども、それを支えて下さる、一番端的な蒔絵
筆ですとかね、刷毛なんていうのはもうおそらく全国で数名しかいないという状態ですから。まぁ、
２、３人ですよね。皆さん高齢ですから、その方々が仕事できなくなったら、おそらく私たち蒔絵
筆さえも手に入らないような、かなり切実な問題になっているわけです。
　そういうことは結局使わない限りつくる人がいないということですから、やはり私たちが多く使
わなければいけないんですけれども、使ってものをつくった時に、そのつくったものをどう使い手
に受け止めてもらうかと。この一点しかないんですよね。ただつくって見てもらうだけでは、やは
り生活もできませんし、実際問題道具をつくる人に対しても生活を与えることもできないと。これ
はもう道具のつくり手、材料のつくり手と私たち作品のつくり手は完全一心同体ですから。そうい
った作品のつくり手だけに光が当たるということは決していいことではないと思ったんですね。
　じゃあ具体的にいろんな方法で発信していくのにどういう方法があるかというと、なかなか展覧
会だけではどうしても発信も限られていくでしょう。食べ物、飲み物、着る物、そういう総合的に
一番のお客様に最高のものを見てもらう機会って別に伝統工芸展とか日展とか、年に一度の展覧会
以外にも山ほどあるんじゃないかと。そういう発信を、要するに、自分たちの文化、自分たちのつ
くったものをどれだけ自分たちが自信を持てるか。自信を持てば海外の人たちに自信を持って勧め
られる。その場をもっとたくさんたくさんつくっていってほしいなと。それは僕らだけではできな
い話で、いろんな方の協力がないと実現しないと思うんですね。もっと横に、いわゆる縦割り行政
じゃないですけれど、横にまたがって発信する方法がないかなと思うんですね。
金子　工芸をつくるだけでなく、それを見るということに非常にレベルが高くなければ、いいもの
もできていかない。その辺は花塚さんはいかがでしょうか。
花塚　日本ほど工芸品が生活に密着している国はないと思うんですね。特に、例えばお茶人の方だ
とすると家の中が、本当に先程の武具の話ではないですけれども、一つの美術館のように漆器であ
ったり金工であったり、染織であったり、お茶道具を一揃い持つということは、本当にその人の小
さな美術館を持っているという。
　日本の場合は、例えば作家の方の名前をこれほど知っている国は他にもないと思いますし、こん
なに身近に工芸品があるという国はないと思いますので、そういう意味ではもっともっと普及して
もいいのではないかと。それにはやはり、買うことだと思うんですね。買わなければ何も始まらな
いと。もちろん買って使って愛着がわいて、伝えてと、そういうことが必要ですけれども、やはり
買わないことには職人さんの世界も活性化しないと思いますし、とにかくまずこうしている間にも、
先程のお話ではないですけれども、職人さんが一人二人と失われていると思いますので、あまり時
間が残されていないような気がするんです。
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　じゃあ具体的にいろんな方法で発信していくのにどういう方法があるかというと、なかなか展覧
会だけではどうしても発信も限られていくでしょう。食べ物、飲み物、着る物、そういう総合的に
一番のお客様に最高のものを見てもらう機会って別に伝統工芸展とか日展とか、年に一度の展覧会
以外にも山ほどあるんじゃないかと。そういう発信を、要するに、自分たちの文化、自分たちのつ
くったものをどれだけ自分たちが自信を持てるか。自信を持てば海外の人たちに自信を持って勧め
られる。その場をもっとたくさんたくさんつくっていってほしいなと。それは僕らだけではできな
い話で、いろんな方の協力がないと実現しないと思うんですね。もっと横に、いわゆる縦割り行政
じゃないですけれど、横にまたがって発信する方法がないかなと思うんですね。
金子　工芸をつくるだけでなく、それを見るということに非常にレベルが高くなければ、いいもの
もできていかない。その辺は花塚さんはいかがでしょうか。
花塚　日本ほど工芸品が生活に密着している国はないと思うんですね。特に、例えばお茶人の方だ
とすると家の中が、本当に先程の武具の話ではないですけれども、一つの美術館のように漆器であ
ったり金工であったり、染織であったり、お茶道具を一揃い持つということは、本当にその人の小
さな美術館を持っているという。
　日本の場合は、例えば作家の方の名前をこれほど知っている国は他にもないと思いますし、こん
なに身近に工芸品があるという国はないと思いますので、そういう意味ではもっともっと普及して
もいいのではないかと。それにはやはり、買うことだと思うんですね。買わなければ何も始まらな
いと。もちろん買って使って愛着がわいて、伝えてと、そういうことが必要ですけれども、やはり
買わないことには職人さんの世界も活性化しないと思いますし、とにかくまずこうしている間にも、
先程のお話ではないですけれども、職人さんが一人二人と失われていると思いますので、あまり時
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　アーカイブのような古いものをまとめることはできると思いますけれど、これから新しい美を生
み出そうとする時に、どんどんと刻々と失われているものがあるわけですので、やはり短期間の間
に何か発信していかないと、本当に残したいものが残せなくなる状況だと思うんですね。
金子　青柳さんのお話にもありましたように、日本には長いものづくりの歴史と、それを今度は近
代美術として見直してきた歴史というのが両方重なっていて、今の日本の工芸の現状があると思い
ます。そのことが控えめな、非常に独特な様式で異文化にも受け入れられるというようなものにつ
ながっていくという、きわめて重層的な歴史がありますので、まずそれをもっともっと日本人の中
でそういうものを訴えて理解を得て、そのためには影響力のある方のご協力を得て広めていきたい
と思いますし、そういうものを基盤にして日本工芸の独自性をもっともっとつかんで、それこそ魂
のものづくりをすることが普遍性を持っていくことだと思います。それを獲得しつつ海外へ発信し
ていくということを、今日は言ってみれば旗揚げ式みたいなことですので、これからどんどん推し
進めていきたいと思います。これからもみなさん関心を持っていただいてご協力を得ていただきた
いと思います。

○質疑応答から
質問１．私は家具の歴史を研究している者なんですけれど、ルーマニエールさんにご質問します。
	 　日本の伝統工芸の中に家具は入らないです。いつもね。伝統工芸といって陶芸とか漆

芸とかもちろん、ずっと落ちてきているのですけれど、家具の世界はもっともっとダメ
なんですね。ところが、外国の人には日本の古い家具ですけれどね、それは大変好まれ
てまして、私が「Traditional Japanese Furniture」という本を前に出してまして、今度
「Traditional Japanese Chests」を出すところなんですけどね、それは古い家具ですけれ
ども、そういうふうに日本の家具というのは外国の人にはいろんな家具がいろいろ歴史的
に……屏風とかなにかね、好まれているんです。そちらの方でそういう展覧会に次に家具
を入れていただけるでしょうか。

ルーマニエール　本当におっしゃっている通りで、簞笥とか家具がとても外国で人気で、私の母も
持っているし、ニューヨークで……イギリスも同じなんですけれど……アメリカの方が流行ってい
る気がしなくもないんですけれども。質がいいものがそこにあるし、みんなすごい階段ダンスとか
とても関心があるし、言葉もわかっている。「タンス」という言葉が、イギリスはどうかちょっと
わかりませんけれど、アメリカの専門用語に入りまして、だからもうそろそろそのご本が出るのを
とても楽しみにしています。
　大英博物館のコレクションの中に、仏像、仏教と関係している木工のものもあるんですけれど、
あんまり家具はないんです。ヴィクトリア＆アルバート美術館にはちゃんとあるんですけれど。こ
れからもう少し木工のものを是非入れようとしているので、予算はあんまりないんですけれど、頑
張ってみたいと思います。

質問２．私、現在は福島県の昭和村というところに９年間おりまして、選定保存技術に指定されて
いるからむし保存協会（昭和村からむし保存協会）というところで働いております。今回
伝統工芸のシンポジウムということで、参加させていただきました。

	 　今日も染色と漆芸の森口様や室瀬様からそういう話も少し出たんですけれども、選定保
存技術という分野が重要無形文化財とともに指定されていて、そういう団体があるという
ことが、世界ではもちろんだと思うんですけれども、日本の中でも非常に知っている方が
少ないと思うんですね。技術自体が保存されている。あとは工芸品に必要な技術だけでは
なくて、そのもととなる素材をつくっている、そういう方々が非常に目立たないところで
頑張っているという姿を昭和村で９年間見てきて、私も携わっているので、この場を借り
て（会場の方も）こういうシンポジウムに来ていらっしゃる方だと思ったので、興味を持
っていらっしゃるのかなと思ってちょっと発言させていただきました。

室瀬　やはり先程ちょっと言った漆という素材の問題も触れたいんです。皆さん多分ご存じないと
思うんですけれど、日本で漆を今採取して材料をいただいてますが、日本産の漆の自給率というの
は１パーセントを割っています。99パーセントが輸入です。ほとんどが中国からなんですけれど。
日本産は品質も、掻き方もものすごく丁寧で、ものすごくいい漆を与えてくれるんですが、コス
トという面で日本の産地の職人さんも使ってくれない。中国の漆の方が安い、結果はそう大きくは
変わらない、と。実際に我々が使うと全然違うんですけれども、まぁ仕上がりの見た目はそう大き
く変わらない。そういったことで、今、岩手のものすごく外れの一角で、一生懸命漆掻きさんが掻
いている。また、漆の木を掻く刃物ですね、独特の刃物、それもつくる人は青森にお一人しかいな
い。蒔絵筆たるや、よく鼠の毛で細い線を描いてますと言うんですけれど、その鼠を捕る人もいな
い。もうそういう、基本的になきゃならないものが、自給されていないというのが現状で、やはり
コスト競争していったら絶対に工芸の世界は終わってしまう。コストじゃない、やっぱり品質。や
はりそのわざ、素材、そういったものをどれほど皆さんが理解して応援して下さるか、もう、これ
しかない。先程花塚さんも言ったように、それを支えて理解してやっぱり買っていただくと。そこ
で初めて次のパフォーマンスができるんだと。それくらい今、切羽詰まっていることは事実です。
金子　どうもありがとうございました。毎年文化庁で重要無形文化財と選定技術保存を集めた展覧
会を２カ所開催しております。今日はそのご担当の方が来ていらっしゃいますので、皆さんももっ
と知っていただきたいと思います。

質問３．私、去年英語の通訳案内士に合格しまして、10年間通いました。その時に、自分で日本の
文化を全然説明できないんですね、日本語でも。10年かかりまして何とか英語と日本語で
説明できるようになって、それを機会にして日本の工芸や文化に関心を寄せるようになり
ました。

	 　庶民レベルとしてはどうしたらいいかというと、私の案としてはまずおけいこ事ですね。
茶道とか華道とか能楽とか民謡とか。特に茶道とか能楽の場合にはキモノとか、茶道はい
ろんな道具とか要りますし、審美眼もつきますし、お家元の安い道具もありますしね。そ
うして身近に自分の生活の中に日本文化をみながら、特にこういう皆さん年配の方は時間
と経済力がある方がいらっしゃると思うので、新しいお稽古事を始めてはいかがでしょうか。

質問４．東京藝術大学の博士課程で、彫金の研究をさらに深めているのと、もともとビジネスで木目
金という技術を使ってジュエリーを制作してまして、ビジネスとしても営んでいる者です。

	 　保存とビジネスと広めるということと教育というものですね、一つのサイクルの中で構
築して物事を考えるということと、それはサイクルなのか、場合によっては統合なのかと
いうことでいうと、もうそろそろ場合によっては一緒くたに考える必要があると思うんで
す。そこで気になった一つが、産業の工芸なのか作家の工芸なのかというカテゴリーの分
け方ですね、これからはそういう形じゃないほうがいいんじゃないかと思っているんです
ね。やっぱり作家の工芸であって産業の工芸になっていくという統合を進めていかないと、
どっちかを保存したり、どっちかが工業になっていったり。

金子　さきほど青柳さんのプレゼンテーションにもあったように、産業があったからこそ、そこか
ら表現の工芸が出てくるわけで、別物ではないのでね。担っているのもほとんど同じ人がやってい
るわけで、両端はあるんですけれど、境目はないわけで、それが一体になっているのが日本の工芸
の底力になっているわけなんで……。ただし、別々のものとして存在するということも事実なんで、
わけて分離してしまうのではなくて、区別は区別としてはっきりさせなければいけませんけれども、
歴史的に見て産業の工芸が、それこそ縄文時代１万３千年の歴史があったからこそ、日本の表現の
工芸がこれだけ花開くわけですから、それは全然別物だという意味ではないんですね。それはちょ
っと誤解をしないでいただきたいと思いますけれども。
森口　じゃ、僕は教育のほうを。1979年だったと思うのですが、ワールド・クラフト・カウンシル
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というのが京都でありまして、世界中の工芸系の大学の先生や生徒さん達がいらして、特にアメリ
カの先生方が私の工房も訪れて来て、後継者の育成についてどういうふうにしているのかという話
をされて、その当時、まだうちには内弟子が何人かおりまして、一緒に仕事をしながら自分の仕事
を手伝わせまして、10年という区切りをつけて教えて送り出すんだよという話をしていて、大学に
おけるそれというのは、また少し違ったものを伝達しようとしているんだよという話をアメリカの
人にしていました。工芸の後継というのは安泰であるという回答を79年にはすることができたんで
すが、それから30年、40年経ちましてですね、日本もやっぱりその危機に来ていると思います。
　つまり大学におけるカリキュラムに縛られたところでは、本当にわざの伝授は、僕は行われにく
いような気がします。わざというのは、ものをつくる手立てなぞではなくて、ものとどう対峙する
かという精神の問題の方が強いような気がいたしまして、やっぱり生活を共にしないと伝わらない
わざというのがあるような気がいたします。今、私たちが切羽詰まって、後継者をどのようにしよ
うかと考えている時に、学びたいと思う人がいないのに無理に学ばせるよりは、もう後世に何か伝
えられる作品を一つでもつくって残しておくことが僕たちの仕事なのかなあという、非常に寂しい
話ですが、思いつつあるのが現状です。
室瀬　私はそんなにまだ悲観的ではないんですが、やはり教育というのは今お話しになったように、
直接の弟子の教育あるいは大学の教育ってあるんですけれど、やはり僕はもっと根本的に小学校教
育とか、そういうところからの教育そのものの考え方の変革をしなくてはいけないんじゃないかな
と。我々は戦後教育というのを受けて育ったわけですけれど、美術の時間はほとんど印象派しか教
えてもらってません。やはり、ここに何でもっと伝統的な日本の美術を教えるカリキュラムがない
のかなと思いました。そういう伝統というものを教育の中で子どもの時から教えてないという方が
問題だと思うんです。それと、私なんかは、数尺貫目と、メートル、グラム、そういったものを同
時に教わった多分最後の世代だと思います。私たちが中学・高校になったときには尺貫法は消えて
ましたね。そういうところで、日本の寸法だとか、日本の色だとかそういったことが教育の中に失
われてきた、この辺がすごく問題じゃないかと思っています。
　もう一つビジネスの件ですけれど、確かに日本の伝統工芸はいい悪いは別にして、あちらこちら
の企業から日本の伝統的な技術を使って表現できないかというような話が複数出ています。ただ、
残念なことにほとんどこれが外国企業です。日本の企業から日本の伝統を使って何かしたいという
発信が本当にないです。こういったものが、やはりもっともっと外国からの日本の伝統に対する興
味に比べて、日本人そのものが日本の伝統工芸に対して、興味が失われている。こういったことも、
これからどんどんどんどんアピールしていかなければいけないポイントかなというふうに思ってま
す。
ルーマニエール　ちょっとだけ加えたいのですけれど、室瀬さんがおっしゃった通りだと思います
が、大英博物館で「わざの美」展をやった時、いろんな人が「どうやったら手に入る？」とか「是
非手に入れたい」とか「買いたい」とかあったんです。けれど、海外にいる人たちがどういうふう
にアクセスし、どういうふうにアプローチとか、どういうふうに手に入るとか、まだまだそういっ
たことができていないと思います。それをつくれれば絶対人気になるし、もう少し経済的に豊かに
なるんじゃないかなという気がしなくもないんです。

質問者　ありがとうございます。ジャポニスム再興プロジェクトということなので、その部分です
ね、ビジネスで組み合わせるとか教育と組み合わせるということを、今の問題点よりも次
の建設的な内容のお話が聞けたらなと思ってご質問させていただいた状況なんですけれど
も、どうもありがとうございます。

金子　それでは最後に青柳さん一言。
青柳　最後に、なぜ工芸と山本寛斎さんのイベントかということでお話を終わりにしたいと思いま
す。皆さん頭の中に水平軸を一本書いていただいて、真中に縦軸を書いていただきたいのですけれ
ど、水平軸の一番こちら側には、例えば日本文化の循環型の文化、つまり台風が来て家が壊れた、

地震が起きて家が壊れた、じゃあ入会地に行って材木を切ってきて同じものをつくる。これが伊
勢神宮の20年おきの式年遷宮に通じる。そういう基本的には同じものを技術だけは蓄積しておいて、
継承していて、そして20年経ったらまた同じものをつくっていくという形の文化です。これを循環
型文化と言います。私の言葉なんです。それから、その逆側の対極にあるのが、ヨーロッパ、特に
ローマ帝国からずっと続くような石づくり文化で、一回つくったら永久に残るような建物をつくっ
たり、あるいは家具でも頑丈なもので、ちょうど日本の建築をつくるような頑丈さで家具をつくる。
これを蓄積文化と言います。
　それから、縦軸には、これはレヴィ＝ストロースというフランスの文化人類学者の考えからヒン
トを得たんですけど、彼は「熱い社会と冷たい社会」と言っていますけれど、私は強い文化あるい
は強い社会と、穏やかな社会あるいは穏やかな文化とした。こういう十字架を組み上げますと、こ
の熱い強い文化というのは、わざと社会の中に階級をつくります。そして下から上へ這い上がろう
とするそれぞれの個人の努力を、社会全体の活力に利用していこうという社会であり、文化です。
これが今でもヨーロッパの、例えばフランスにしてもイギリスにしてもイタリアにしてもスペイン
にしても、まだ残っています。
　日本のほうは、そういう社会階級をつくらずに、なるべく平等社会を実現する。だけども、じゃ
あその社会がたまってくるエネルギーとか、あるいはストレスをどう解消するかというと、それが
お祭りでありイベントなんです。そういう社会。ですから日本はもともと平等を旨としている社会
ですから、小泉政権の時に、少し格差が出てきたら、とんでもなく問題になったわけですね。
　ところがヨーロッパの格差社会から見れば、日本の格差は大したことないんです。まだまだ穏や
かな社会、その代わりにお祭りで社会のストレスやエネルギーを発散させる。この循環型の社会の
中では、だんだん入会地などはなくなっていますが、なるべく自分の近くのところで採れる自然の
材料を使って、その範囲の中で一番いいものをつくろうと努力してきているわけなんです。これが、
工芸なんですね。ですから、工芸も山本寛斎さんがなさるイベントも極めて日本という……曖昧な
言葉で使うべきじゃないという人もいますが……風土や文化に実は根ざしている。そして、山本寛
斎さんのように海外でそれが受けるのは、たとえばアジア圏はかなり循環型であり、穏やかな文化
の社会。そしてヨーロッパで受けるのは、それは全く違う文化として受け止められて人気があるん
ですね。そういう枠組みの中で我々が生活し、そして我々はそういう文化を持っているというのを
認識しながら毎日の生活をやっていけば、もっともっと工芸や寛斎さんのイベントが面白くなるの
ではないかと思います。以上です。
金子　どうもありがとうございました。それではこれで終わりたいと思いますので、これからも日
本の工芸を愛して守って、プロモーションしていただきたいとお願いをしまして、終わりたいと思
います。
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